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サポート
サポート

次の HP Software Web サイ ト にア ク セス し て く だ さい。

http://www.managementsoftware.hp.com/ ( 英語 )
 http://www1.jpn.hp.com/products/software/management/openview/ ( 日本語 )

こ のサイ ト では、 弊社連絡先のほか、 HP Software で提供される製品、 サービ ス、 お

よびサポー ト に関する詳細が記載されています。

HP Software オン ラ イ ン サポー ト では、 お客様の問題解決に役立つ機能を提供し てい

ます。 お客様のビジネス を管理するのに必要な対話型の技術サポー ト  ツールに、 素

早 く 効率的にア ク セスする こ と ができ ます。 貴重なカス タマ サポー ト と し て、 次の

作業にサポー ト  サイ ト を活用し ていただ く こ と ができ ます。

• 関心のあ るナレ ッ ジ ド キ ュ メ ン ト の検索

• サポー ト  ケースの登録と進捗状況の追跡

• ソ フ ト ウ ェ ア パッチのダウ ン ロード

• サポー ト  ケースの登録と進捗状況の追跡

• サポー ト 契約の管理

• HP サポー ト 連絡先の検索

• 利用可能なサービ スに関する情報の確認

• 他の ソ フ ト ウ ェ ア利用者と の意見交換

• ソ フ ト ウ ェ ア ト レーニングの検索と 登録

一部を除き、 サポー ト のご利用には、 HP Passport ユーザーと し てご登録の上、 ロ グ イ
ン し ていただ く 必要があ り ます。 ア ク セス  レベルの詳細については、 次の URL にア
ク セス し て く だ さい。

http://h20230.www2.hp.com/new_access_levels.jsp

HP Passport ID を登録するには、 次の URL にア ク セス し て く だ さい。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html
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1

はじめに

この項では、 HP Operations (HPO) Smart Plug-in for SAP (SPI for SAP) の概要を説明
し ます。 こ の項では、 SPI for SAP をその他の HP ソ フ ト ウ ェ ア製品 と統合する方
法、 および環境に合わせて SPI for SAP と その他の HP ソ フ ト ウ ェ ア製品をカ ス
タマイ ズする方法を説明し ます。

Smart Plug-in for SAP とは 
HP Operations Smart Plug-in for SAP は、 SAP R/3 を  HP Operations に リ ン ク させる
ソ フ ト ウ ェ ア パッ ケージです。 また、 HP Performance Agent によ り  HP 
Performance Manager にも リ ン ク されます。 この統合によ り 、 SAP のパフ ォーマ
ン ス情報および リ ソース特性全体がま と めて表示可能な優れたビ ューを使え る よ
う にな り ます。

この統合によ り 、 SAP R/3 のパフ ォーマン ス  データ と、 オペレーテ ィ ング シス
テム、 データベース、 およびネ ッ ト ワーク のパフ ォーマン ス  データ を、 1 つの共
通ツールおよび集中管理システムで相関的に把握でき る よ う にな り ま し た。 SAP 
R/3 のパフ ォーマン ス  データ を Performance Manager や Performance Agent に統合
すれば、 分散環境における根本的な問題点を解決する上で役立ちます。 さ らに
は、 システムの 適化やサービ ス  レベルの監視が可能 と な り ます。 Smart Plug-in 
for SAP には、 おも に以下のよ う な長所があ り ます。

この章に記載されている一部の情報は、 HPOM Unix 版および HPOM 
Windows 版の SPI for SAP の両方に関係し ます。 ただし、 双方の HPOM 管理
プラ ッ ト フ ォームに対し て完全に用語が共通し ない場合も あ り ます。
9
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• HPO エージェ ン ト を使用し た、 SAP R/3 管理対象 ノ ード における問題管理の一元
化。 HPO 集中管理サーバーの使用によ り 、 管理上の労力の重複を避ける こ と がで
き ます。

• 迅速な問題解決のための リ アルタ イ ムな イベン ト  / 設定情報。 こ の情報には便利
なオン ラ イ ン手順書も含まれます。

• 潜在的な問題領域を検出し、 システムおよび R/3 イベン ト を追跡し続ける強力な
モニ タ。

• システムのスループ ッ ト を確保し、 パフ ォーマン ス上の根本的な問題を通知する、
パフ ォーマン ス  データ  コ レ ク タ。

• SAP フ ロ ン ト エン ドへの直接的な状況に応じ たア ク セス。

• SAP R/3 Computing Center Management System (CCMS) の補完および拡張。

• パフ ォーマン ス  データの収集、 監視、 およびレポー ト 。

• すべての SAP R/3 管理対象 ノード のイベン ト およびア ク シ ョ ン  レ コード を保管す
る中央データ  リ ポジ ト リ 。

• 定型的な SAP R/3 管理タ ス ク を実行するユーテ ィ リ テ ィ 。

• SAP サービ ス検出、 および SAP R/3 環境と  HPO Service Map の統合。 SPI for SAP 
には、 管理対象 ノード にイ ン ス ト ールされた SAP R/3 システムのサービ ス  ビ ュー
を自動的に生成するポ リ シーが含まれています。

SPI for SAP が提供する機能

SPI for SAP では、 以下のよ う な SAP R/3 システムを管理する ための機能を提供し ま
す。

• 11 ページの 「可用性管理」

• 12 ページの 「パフ ォーマン ス管理」

• 13 ページの 「Smart Plug-in for SAP の リ モー ト 監視」

• 13 ページの 「ITS の監視」

• 13 ページの 「SAP Web AS Java (J2EE) の監視」

• 14 ページの 「SAP Enterprise Portal の監視」

• 14 ページの 「CEN の監視」

• 14 ページの 「ス タ ン ド ア ロ ン エンキ ュー サーバーの監視」

• 14 ページの 「セキ ュ リ テ ィ の監視」

• 15 ページの 「ABAP デ ィ スパッ チャの監視」

• 15 ページの 「サービ ス  レポー ト 」

• 15 ページの 「可用性管理 と パフ ォーマン ス管理の連携」

• 16 ページの 「高可用性環境」

• 16 ページの 「HPO と の統合」
10
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可用性管理

可用性管理は、 R/3 環境で何らかの不具合が発生し た と きに警告する機能を提供し ま
す。 た と えば、 不具合と は、 デ ィ ス ク の容量不足、 主要プロセスの予定よ り 早い終
了、 適切な時刻での起動の失敗など を指し ます。 SPI for SAP と  HPO が連携し、 こ の
よ う な状況を  SAP 管理者に警告し ます。 警告が発せられる と、 警告 メ ッ セージに
よ って さ らに以下のよ う な支援が行われます。

• 警告の原因と なった問題の修正に必要な修正ア ク シ ョ ンがあ る場合、 そのア ド バ
イ スが メ ッ セージに表示される。

• 多 く の場合、 メ ッ セージ内から管理者が起動可能な、 定義済みのオペレータ起動
ア ク シ ョ ンが メ ッ セージに表示される。

• メ ッ セージから自動ア ク シ ョ ン  ( ク リ テ ィ カルな状態が発生し た場合に責任者や
管理者に電子 メ ール メ ッ セージを送付する など ) を起動でき る。

SPI for SAP は、 CCMS と 連携し て、 R/3 の可用性の問題を監視し ます。 このイ ン タ
フ ェースは、 使いやすいだけでな く 、 CCMS によ って特定された可用性の問題をすべ
て SPI for SAP に認識させます。 さ らに、 SPI for SAP は SAP R/3 システムで 70 以上に
及ぶ R/3 関連状態を監視し ます。 問題が発生する と、 その問題を迅速かつ効率的に修
正する ために、 SPI for SAP から  UNIX®、 Windows®、 および SAP の管理ツールなど、
広範囲の管理ツールを呼び出すこ と ができ ます。

SPI for SAP は、 特に以下の管理作業に優れています。

• 以下の CCMS 警告の監視

— ABAP/4 データベース  イベン ト

— R/3 イ ン ス タ ン ス  バッ フ ァ の問題

— ト レース情報

— サーバー メ ッ セージのエンキ ュー

— R/3 一般 メ ッ セージ

— ロー リ ングおよびページング ア ク テ ィ ビテ ィ

— R/3 内部データベース  イベン ト

— ステータ ス情報の設定

— syslog メ ッ セージ

• Syslog 監視

CCMS syslog ア ラー ト 経由

• バッチ ジ ョ ブ監視

— 中止されたジ ョ ブ

— 長時間実行されている ジ ョ ブ

— 起動に失敗し たジ ョ ブ

• プロセス監視

イ ン ス タ ン スに関するすべてのプロセスおよび状態の監視

• フ ァ イル監視

SAP R/3 の関連外部フ ァ イル ( ロ グ フ ァ イル、 ト レース  フ ァ イル ) の監視

• SPI ABAP モジ ュールによ る  SAP R/3 のステータ ス と イベン ト の監視。 SAP R/3 の
ステータ ス と イベン ト には、 以下ものがあ り ます。

— システム  オペレーテ ィ ング モード の変更

— SAP のロ ッ ク
11
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— ABAP/4 のダンプ

— ワーク プロセスの可用性

— ワーク プロセス  モード  (debug、 private、 no restart)

— システム変更オプシ ョ ン

— TemSe の一貫性

— ALE の監視

— RFC 宛先の監視

• Solution Manager の統合

— CCMS への HPO メ ッ セージの書き込み

— Solution Manager プロセスへの警告の割 り 当て と  HPO を使用し た警告の監視

ビジネスの観点からの管理

HP Operations では、 Service Map を使用し て HPO コ ン ソールに表示される メ ッ セージ
を ト リ ガする イベン ト の影響を表示でき ます。 Service Map は、 基本レベル コ ンポー
ネン ト の不具合またはパフ ォーマン ス劣化が業務に与え る影響を直ちに認識でき る よ
う 、 グ ラ フ ィ カルな形式で問題を表示し ます。

Service Map を使用する と 、 障害のあ る コ ンポーネン ト へのポ イ ン ト およびク リ ッ ク
によ る単純なナビゲーシ ョ ンで、 サービ ス停止の障害原因をすばや く 取得でき、 さ ら
な る診断と 問題解決のア ド バイ スに結びつける こ と ができ ます。

また、 SPI for SAP は、 サービ ス  デ ィ ス カバ リ を実行し、 収集し た情報によ り 、 SAP 
R/3 環境をサービ ス面から示すサービ ス  ビ ューが自動的に生成されます。 こ のサービ
ス  ビ ューや他の HPO サービ ス  ビ ューのコ ンポーネン ト を組み合わせ、 SAP R/3 およ
びサポー ト  イ ンフ ラ ス ト ラ クチャに発生する イベン ト が業務に与え る影響を映し出
す 「多様な業務に合わせてカ ス タマイ ズ された」 ビ ューを作成する こ と ができ ます。

パフォーマンス管理

パフ ォーマン ス管理は、 SAP R/3 環境においてエン ド  ユーザーの生産性の低下につな
がる、 または、 つながる可能性のあ る問題や障害を通知し ます。 SPI for SAP、
Performance Agent、 および HP Performance Manager を組み合わせて使用する と、 メ ト
リ ッ ク の収集、 分析、 および表示が可能です。 この メ ト リ ッ クは、 SAP 管理者が SAP 
ラ ン ド スケープを監視する上で役立つ警告を生成するのに使用し ます。

これらの完全に統合された HP ソ フ ト ウ ェ ア製品を使用する と、 SAP R/3 パフ ォーマ
ン ス  メ ト リ ッ ク と 他の さ まざ まなパフ ォーマン ス  データ  ( オペレーテ ィ ング システ
ム、 データベース、 およびネ ッ ト ワークに対する メ ト リ ッ ク など ) を相関的に把握で
き ます。 こ の統合によ り 、 SAP R/3 パフ ォーマン ス と 全体的なシステム  リ ソース特性
が補完的かつ統合的に表示されます。

こ のよ う な統合によ って得られる情報を活用する と、 SAP システム パフ ォーマン ス
を 適化する こ と ができ ます。 さ らには、 サービ ス  レベルの監視が可能 と な り 、
ユーザーの生産性の向上および投資に対する収益の 大化につなが り ます。

SPI for SAP は以下の SAP R/3 メ ト リ ッ ク を監視し ます。

• ワーク プロセスの番号、 タ イプ、 およびステータ ス

• ジ ョ ブの統計情報および状態

• エン ド ツーエン ド の ト ラ ンザ ク シ ョ ン時間 (SAP R/3 4.6 以降 )

• スプール ジ ョ ブおよび印刷ジ ョ ブ
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• 作業負荷の統計

• バッ フ ァ の統計

• メ モ リ  パフ ォーマン ス  イ ンジケータ

• ロ グ イ ン し ているユーザー

• ド キ ュ メ ン ト のボ リ ューム

• SAP Internet Communication Manager (ICM) のステータ スおよびパフ ォーマン ス

Smart Plug-in for SAP のリモート監視 

SPI for SAP には、 SPI for SAP のス コープを拡張する機能が含まれています。 こ のた

め、HPO 管理対象 ノ ード以外の、 SPI for SAP がイ ン ス ト ールされていない リ モー ト の 
SAP サーバー上の SAP ステータ ス を監視でき ます。 SPI for SAP ソ フ ト ウ ェ アがイ ン

ス ト ールされ、 正常に設定および実行されている  HPO 管理対象 ノ ード から セ ッ ト

ア ッ プし、 リ モー ト 監視を実行し ます。

SPI for SAP の リ モー ト 監視機能を使用する と、 SPI for SAP によ ってサポー ト されて

いない環境 ( た と えば、 別のローカルでサポー ト されている環境の メ イ ンフ レームな

ど ) で実行中の SAP システムを監視でき ます。

モニ タ設定フ ァ イルの末尾にあ る ア ラー ト ク ラ スのセ ク シ ョ ンを使用し て、 モニ タの
イ ン ス タ ン ス を特定のホ ス ト や SAP イ ン ス タ ン ス、 または リ モー ト  サーバー上のプ

ロセスに関連付け る こ と ができ ます。 これは、 通常の ( ローカルの ) 管理対象 ノー ド

の場合 と 同じ方法です。 リ モー ト 監視機能の詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for 
SAP オン ラ イ ン ヘルプ (Windows 版 )』 を参照し て く だ さい。

ITS の監視

SPI for SAP は SAP ITS (Internet Transaction Server) の専用モニ タ を提供し てお り 、 これ

を使用する と 以下の こ と が行えます。

• ステータ ス と 可用性

AGate、 WGate、 Web Server を含む ITS サーバーの さ まざまなコ ンポーネン ト の可
用性のチェ ッ ク。

• 通信障害

複数の ITS イ ン ス タ ン スや複雑な負荷共有における  ITS コ ンポーネン ト 間の通信
問題の特定。

収集されたデータは、 問題および全般的可用性の課題の調査のため、 HP Reporter な
どの HP ソ フ ト ウ ェ ア パフ ォーマン ス  ツールで使用でき ます。

SAP Web AS Java (J2EE) の監視

複雑な SAP NetWeaver 環境がずっ と継続し て使用でき る こ と を保証する ためには、
Web AS ABAP および新しい Web AS Java の両方を監視でき る こ と が不可欠です。 SPI 
for SAP は、 一方で、 あ らかじめ定義された ABAP Web AS の監視ポ リ シーを提供し、
また一方で、 Web AS Java の管理用の新機能を提供する こ と によ り 、 こ の役割を完璧
に果た し ます。 また、 SPI for SAP で CCMS ア ラー ト  モニ タ  r3monal の監視範囲を  
SAP Web Application Server Java (WebAS Java) の肝要な部分であ る  SAP J2EE Engine に
まで拡張でき る よ う にな り ま し た。
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SAP Enterprise Portal の監視

SAP Enterprise Portal は、 安全で安定し た Web イ ン タ フ ェース を提供し ます。 このイ
ン タ フ ェース を使用する こ と によ り 、 SAP ラ ン ド スケープにおいて効率的に処理する
必要があ る情報、 アプ リ ケーシ ョ ン、 およびサービ スにグ ローバルにア ク セスでき ま
す。 SPI for SAP は、 Enterprise Portal の可用性、 応答時間、 設定、 パフ ォーマン スなど
の ク リ テ ィ カルな面の監視に も使用でき ます。

SAP システムで Enterprise Portal が提供される場合、 SPI for SAP の CCMS ア ラー ト  モ
ニ タ  r3monal を設定し て、 ポータルの可用性に関する  CCMS 警告を監視し、 至急に
注意する必要があ る問題が発生し た際に HPO コ ン ソールに メ ッ セージを送信する こ
と ができ ます。 また、 SPI for SAP を使用し てパフ ォーマン ス  データ と可用性データ
を収集し て相関させ、 その相関データ をサービ ス  レポー ト に表示する こ と によ り 、
データ を よ り 見やす く 表示でき ます。

CEN の監視

SAP ラ ン ド ス ケープに複数のシステム と多数のイ ン ス タ ン スが含まれている場合、
SAP CCMS を使用し て 1 つのシステムから ラ ン ド ス ケープ全体を監視し  (SAP ではこ
のシステムを  Central Monitoring System (CEN) と 呼ぶ ))、 さ らに CEN を監視する よ う
に SPI for SAP を設定する こ と によ り 、 管理にかかる負荷を減らすこ と ができ ます。
SPI for SAP は、 CCMS サブシステムで特定された警告を メ ッ セージにマ ッ プし、
HPOM コ ン ソールに送信し ます。

スタンドアロン エンキュー サーバーの監視

エンキ ュー サーバーは、 SAP システムにロ グ イ ン中のユーザーが使用し ている ロ ッ

ク の情報を管理し ます。 ロ ッ ク関連の情報は、 メ イ ン  メ モ リ のロ ッ ク  テーブル内に

保存されます。 エンキ ュー サーバーを実行中のホス ト に障害が発生する と、 ロ ッ ク  
データが失われ、 エンキ ュー サーバーを再起動し て も回復でき ません。 高可用性環

境では、 ス タ ン ド ア ロ ン エンキ ュー サーバーを設定するだけでな く 、 別のホ ス ト で

エンキ ューレプ リ ケーシ ョ ン  サーバーを実行する よ う に設定する と、 このよ う な問

題を回避でき ます。

SPI for SAP を使用する と、 高可用性 WebAS 環境で設定されたス タ ン ド ア ロ ン エン

キ ュー サーバーによ って生成された警告を監視でき ます。 r3monal を設定し て 
WebAS でス タ ン ド ア ロ ン エンキ ュー サーバーを監視する方法の詳細は、 『HP 
Operations Smart Plug-in for SAP オン ラ イ ン ヘルプ (Windows 版 )』 を参照し て く だ さ

い。

セキュリテ ィの監視

ERP 環境の可用性および円滑な運用は、 システムを攻撃の可能性から常時プロ ア ク
テ ィ ブに保護し続ける ためにしばしば貴重な時間 と資金を投じ ている多数の企業に
と って、 重大な関心事です。 こ の課題は、 単にセキ ュ リ テ ィ 関連イベン ト を  24 時間
体制で監視し続ければよい と い う も のではな く 、 セキ ュ アでないシステム設定を特定
する、 重要なシステムへの承認されていないア ク セスの試行を調査する、 あ るいはシ
ステム設定のあ ら ゆる変更の試行をチェ ッ クする こ と も必要です。

SPI for SAP では、CCMS ア ラー ト  モニ タ  r3monal の監視範囲を新しいセキ ュ リ テ ィ  
モニ タ  r3monsec と の連携によ って拡大し、 以下のよ う な SAP サブシステム内の さ
まざ まなセキ ュ リ テ ィ  イベン ト を監視でき る よ う にな り ま し た。

• 重要な SAP ユーザーに割 り 当て られ、 使用されている特権および権限
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• SAP ユーザーおよび Oracle® ユーザーが使用し ているセキ ュ アでない ( デフ ォル
ト ) パス ワー ド

• システム全体のセキ ュ リ テ ィ に影響する  SAP システム パラ メ ータ

• ロ グ イ ンの失敗、 SAP システム設定の変更の試行など、 諸々のセキ ュ リ テ ィ  イベ
ン ト

• SAP セキ ュ リ テ ィ 監査エ リ ア。 例えば、 RFC 呼び出しおよびロ グオン、 SAP シス
テム設定の変更、 ト ラ ンザク シ ョ ンやレポー ト の起動など

ABAP ディスパッチャの監視

SPI for SAP の ABAP デ ィ スパッ チャ  モニ タ  r3mondisp は、 デ ィ スパッチャ  キ ュー
のサイ ズ、 内容、 およびステータ ス をチェ ッ ク し、 検出し た さ まざ まな種類の SAP 
ワーク プロセス を レポー ト し ます。 デ ィ スパッチャ  キ ューがいっぱいにな り  SAP シ
ステムのパフ ォーマン スに悪影響が及ぶ と思われる場合、 または待機中のワーク プロ
セスの割合が低い場合は、 SPI for SAP の ABAP デ ィ スパッチャ  モニ タによ って警告
が生成され、 HPO コ ン ソールに送信されます。 こ の機能を使用し て SPI for SAP で監
視し ている  SAP システムのパフ ォーマン スの問題の ト ラブルシ ュー ト 支援や、 SAP 
にロ グオンする必要があ る  SPI for SAP モニ タがダ イ ア ロ グ プロセス を リ ク エス ト す
る前にデ ィ スパッチャ  キ ューのステータ ス を必ずチェ ッ クする こ と によ ってシステ
ム  パフ ォーマン ス を改善する こ と ができ ます。

サービス レポート

SPI for SAP には定義済みのサービ ス  レポー ト のセ ッ ト が含まれています。 こ のサー
ビ ス  レポー ト  セ ッ ト には、 SAP 管理対象 ノ ード で実行中のサービ スの情報が含まれ
ます。 サービ ス  レポー ト は、 HP Reporter (Reporter) によ って作成されます。 その際に
は、 Web ブラ ウザで表示でき る よ う に設計されたデフ ォル ト のテンプレー ト が使用さ
れます。 レポー ト には、 SAP 環境で監視し ているサービ スの状態を表すグ ラ フ と テキ
ス ト が含まれます。 Reporter では、 レポー ト を スケジ ュールどお り 、 およびオンデマ
ン ド で表示でき ます。

SPI for SAP サービ ス  レポー ト は HP Software Embedded Performance Component (CODA) 
または HP Performance Agent から抽出されたデータ を相関させます。 相関データ を使
用し て、 短期、 中期、 長期の観点からの IT 環境が表示され、 HP Performance Manager 
を使用する こ と によ る詳細で リ アル タ イ ムのグ ラ フが付加されたレポー ト を生成で
き ます。

可用性管理とパフォーマンス管理の連携

可用性管理と パフ ォーマン ス管理の両方を使用する と、 パフ ォーマン ス警告を  SAP 
管理者に自動的に転送でき ます。 SAP 管理者は HP Performance Manager を起動し、 パ
フ ォーマン ス上の問題を直接確認でき ます。 この統合的な方法によ り 、 可用性の問題
と パフ ォーマン スの問題を一貫し て効率的に管理でき ます。

HP Operations への HP Reporter light のバン ド ルは、 終了し ま し た。 SPI for 
SAP のレポー ト を表示するには、 HP Reporter の完全バージ ョ ンを イ ン ス ト ー
ルし て使用し て く だ さい。
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HPO との統合
高可用性環境

SPI for SAP は高可用性環境を完全にサポー ト し てお り 、 パッ ケージがど こ で実行され
ているかに関係な く 、 フ ェ イルオーバーの後で さ え も、 製品機能を継続し て利用する
こ と ができ ます。 HPO 管理サーバー、 高可用性環境で動作する よ う に設定されてい
る  SAP サーバー、 あ るいは両者の組み合わせのいずれにも、 SPI for SAP をすばや く
イ ン ス ト ールおよび設定し、 適切な方法で容易に SAP を監視する こ と ができ ます。
高可用性 SAP 環境における  SPI for SAP のイ ン ス ト ールおよび設定の詳細は、 51 ペー
ジの 「高可用性環境での SPI for SAP」 を参照し て く だ さい。

HPO との統合

SPI for SAP の中核と な るのは一連のモニ タ  ( データ  コ レ ク タ ) です。 これらのモニ タ
は、 SAP R/3 システムの稼動状態を さ まざまな観点からチェ ッ ク し てレポー ト する よ
う に設計されています。 SPI for SAP には以下のモニ タが含まれています。

SPI for SAP モニ タは、 設定や配布の面だけでな く 、 メ ッ セージの受信や問題解決のた
めのア ク シ ョ ンの実行などの日次タ ス クについて も、 完全に HPO に統合されていま
す。 この項では以下の ト ピ ッ ク について も説明し ます。

•  16 ページの 「設定および配布の概要」

•  17 ページの 「 メ ッ セージおよびア ク シ ョ ン」

設定および配布の概要

SPI for SAP は、 設定フ ァ イル ポ リ シー タ イプを使用し てモニ タの設定および配布プ
ロセス を自動的に処理し ます。 設定フ ァ イル ポ リ シー タ イプに関する詳細情報は、
47 ページの 「Smart Plug-in for SAP モニ タの設定」 を参照し て く だ さい。

CCMS ALERT SAP R/3 の内部モニ タであ る  CCMS ア ラー ト  モニ タからの

警告を収集し ます。

Syslog SAP R/3 syslog からの メ ッ セージを収集し ます。

Jobs 異常な状態 ( 中止されたジ ョ ブなど ) にあ る  SAP R/3 バッチ 
ジ ョ ブを識別し ます。

Processes SAP R/3 ワーク プロセスおよびデータベース  プロセスの可

用性をオペレーテ ィ ング システム レベルで報告し ます。

ファイル SAP R/3 ト レース  フ ァ イルおよびロ グ フ ァ イルのエラーを

報告し ます。

SPI ABAP SAP R/3 内部で監視タ ス ク を実行するモジ ュールです。 た と

えば、 SAP オペレーシ ョ ン モード、 SAP ダンプ、 ワーク  (
およびその他の ) プロセスの可用性をチェ ッ ク し ます。
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メ ッセージおよびアクシ ョ ン

SPI for SAP モニ タによ る  SAP R/3 システムの日次管理機能は、 HPO の機能 と完全に
統合されています。 これらのモニ タによ り 識別された状態は、 管理対象 ノード の 
HPO エージ ェ ン ト に渡されます。 モニ タは、 監視対象の SAP システム上で検出し た
条件と 、 メ ッ セージ ソース  ポ リ シーで定義された条件を比較し、 一致し た ものを  
HPO 管理サーバーに メ ッ セージ と し て転送し ます。 SPI for SAP は、 自身のモニ タか
ら送信された メ ッ セージに SPI for SAP のイ ン ス ト ール完了後 HPO に追加されている  
SAP 固有の メ ッ セージ グループを割 り 当てます。

SPI for SAP は、 管理サーバーに送信する メ ッ セージを、 HPO コ ン ソールに表示し ま
す。 この完全な HPO の メ ッ セージ機能は、 SPI for SAP の メ ッ セージに利用でき、 重
要度に応じ た メ ッ セージの振 り 分け、 問題解決への ヒ ン ト を含めた状態の詳細な説
明、 定義済みのオペレータ起動ア ク シ ョ ンや自動ア ク シ ョ ンなどに活用でき ます。

HPO メ ッ セージ フ ローにおけ る イベン ト の順序は以下のよ う にな り ます。

1 ア ラー ト  モニ タの 1 つによ り 監視されるオブジ ェ ク ト でイベン ト  ( た と えば、

バッチ ジ ョ ブの中止など ) が発生し ます。 その結果、 SPI for SAP のバッチ ジ ョ

ブ モニ タが警告を生成し、 メ ッ セージを送信し ます。

2 管理対象 ノード の HPO エージェ ン ト が メ ッ セージを受信し ます。

3 HPO エージェ ン ト が メ ッ セージを調べて、 必要な ら重複 メ ッ セージや抑制条件に

一致する メ ッ セージを抑制する フ ィ ルタ を適用し、 他の メ ッ セージをすべて管理
サーバーに送 り ます。

4 SPI for SAP は、 ア ク テ ィ ブな メ ッ セージを  HPO データベースに保存し ます。

5 SPI for SAP は、 メ ッ セージを  HPO コ ン ソールに表示し ます。

6 管理者やオペレータは メ ッ セージを選択し て、 オペレータ起動ア ク シ ョ ンが用意
されていればすべて起動する こ と ができ ます。 オペレータ起動ア ク シ ョ ンは、 た
と えば、 ジ ョ ブが中止された場合に SAP GUI を開 く リ ク エス ト と い う 形にする こ

と もでき ます。 関連 メ ッ セージには、 job-overview ト ラ ンザク シ ョ ンを呼び出し

て SAP GUI に表示するオペレータ起動ア ク シ ョ ンを付加する こ と も可能です。

7 オペレータが SPI for SAP の メ ッ セージを受諾する と 、 その メ ッ セージは直ちにア

ク テ ィ ブ データベースから削除され、 履歴データベースに保管されます。 保管さ

れた情報は、 よ り 信頼性の高い統計情報や分析に役立て られます。

容易なカスタマイズ

こ の項では、 SAP R/3 と  HPO の間の メ ッ セージ フ ローをカ ス タマ イ ズする方法を、
SAP R/3 環境および HPO の双方について、 以下の 2 つの項で説明し ます。

• 17 ページの 「SAP R/3 側でのカ ス タマイ ズ」

• 18 ページの 「HPO 側でのカス タマ イ ズ」

SAP R/3 側でのカスタマイズ

SAP R/3 では、 SAP R/3 と  HPO の間の メ ッ セージ フ ローを以下のよ う にカ ス タマ イ ズ
でき ます。

• SAP R/3 ク ラ イ アン ト  グループを有効または無効にし、 それら を  CCMS ア ラー ト  
モニ タで追跡するかど う かを決定し ます。 こ の方法については、 『HP Operations 
Smart Plug-in for SAP オン ラ イ ン ヘルプ (Windows 版 )』 で説明し ます。
17



容易なカスタマイズ
— CCMS ア ラー ト を有効にする と  SPI for SAP は特定のア ラー ト を識別し、 メ ッ
セージを作成し、 HPO 管理サーバーに転送し て コ ン ソールに表示させます。

— CCMS ア ラー ト を無効にする と 、 内部 SAP R/3 CCMS ア ラー ト が存在し ないた
め、 HPO メ ッ セージ も発生し ません。

• 選択し た警告 メ ッ セージが SAP R/3 システムのロ グ フ ァ イルに取 り 込まれる よ う
にセ ッ ト ア ッ プし ます。 この方法については、 『HP Operations Smart Plug-in for 
SAP オン ラ イ ン ヘルプ (Windows 版 )』 で説明し ます。

HPO 側でのカスタマイズ

HPO では、 SAP と  HPO の間の メ ッ セージ フ ローを以下のよ う にカ ス タマイ ズでき ま
す。

• 強力なモニ タ を設定し て使用し、 SAP R/3 の分散環境の制御を調整し ます。 詳細
については、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP オン ラ イ ン  ヘルプ (Windows 版 )』
を参照し て く だ さい。

• フ ィ ルタ を設定し て適用し、 該当する メ ッ セージ タ イプのみを  HPO コ ン ソールに
表示し ます。 詳細はについて、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP オン ラ イ ン  ヘ
ルプ (Windows 版 )』 を参照し て く ださ い。

• SPI for SAP メ ッ セージの重要度は、 ユーザー環境のニーズに合わせて定義する こ
と ができ ます。 詳細については、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP オン ラ イ ン 
ヘルプ (Windows 版 )』 を参照し て く だ さい。
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2

ソフ トウェアのインストール

この項では、 Smart Plug-in for SAP (SPI for SAP) ソ フ ト ウ ェ アのイ ン ス ト ールに
必要な情報を記述し ます。 この項は、 以下のよ う な ト ピ ッ ク で構成されていま
す。

• 19 ページの 「始める前に」

• 20 ページの 「イ ン ス ト ール要件」

• 22 ページの 「SPI for SAP の変更点」

• 27 ページの 「SPI for SAP のア ッ プグレード」

• 29 ページの 「設定の概要」

• 29 ページの 「SPI for SAP ソ フ ト ウ ェ アのイ ン ス ト ール」

• 30 ページの 「SPI for SAP ソ フ ト ウ ェ アのイ ン ス ト ールの確認」

• 32 ページの 「SAP R/3 GUI のイ ン ス ト ール」

始める前に

SPI for SAP のイ ン ス ト ールを開始する前に、 以下を確認し て く だ さい。

• SPI for SAP ソ フ ト ウ ェ アを イ ン ス ト ールする システムが、 以下の項に リ ス ト
されているすべての要件を満た し ているかを確認する。

— 20 ページの 「ハード ウ ェ ア、 OS、 およびデ ィ ス ク容量の要件」
19



インストール要件
— 21 ページの 「互換性があ る ソ フ ト ウ ェ ア バージ ョ ン」

• 各 SAP R/3 イ ン ス タ ン スについて、 次の点を記録する。

— イ ン ス ト ールする  SAP R/3 のバージ ョ ン

— SAP R/3 をセン ト ラル イ ン ス タ ン ス と アプ リ ケーシ ョ ン  サーバーのどち らにイ
ン ス ト ールするか

• SPI for SAP で監視するすべての SAP ク ラ イ アン ト の リ ス ト を作成する。 各ク ラ イ
アン ト について、 次のデータ を リ ス ト する。

— SAP アプ リ ケーシ ョ ン サーバーのホ ス ト 名

— SAP システム ID

— SAP イ ン ス タ ン ス番号

— SAP ク ラ イ アン ト 番号

— オペレーテ ィ ング システム  プラ ッ ト フ ォーム  (UNIX、 Linux® または MS 
Windows)

— 監視に使用するユーザー名 / パス ワード

こ の情報は、 Smart Plug-in for SAP の環境設定フ ァ イルの設定に使用し ます。

インストール要件

こ の項では、 SPI for SAP ソ フ ト ウ ェ アのイ ン ス ト ールに要する システム要件を示し ま
す。 この項は、 以下の ト ピ ッ ク で構成されています。

• 20 ページの 「ハード ウ ェ ア、 OS、 およびデ ィ ス ク容量の要件」

• 21 ページの 「互換性があ る ソ フ ト ウ ェ ア バージ ョ ン」

• 22 ページの 「廃止された ソ フ ト ウ ェ アのバージ ョ ン」

ハードウェア、 OS、 およびディスク容量の要件

SPI for SAP を イ ン ス ト ールする前に、 20 ページの表 1 の情報を使用し て、 システム 
(HPO 管理サーバーおよびすべての管理対象 ノード ) がハード ウ ェ ア、 ソ フ ト ウ ェ ア、
オペレーテ ィ ング システム、 サポー ト およびデ ィ ス ク容量の要件を満た し ている こ
と を確認し ます。 Smart Plug-in for SAP がサポー ト し ている管理 ノード  プラ ッ ト
フ ォームの詳細は、 22 ページの表 3 を参照し て く だ さい。

表 1 ハードウェア、 OS、 およびディスク容量の要件

製品 ハードウェア OS 小ディスク
容量

管理サーバー上の 
Smart Plug-in for 
SAP

Intel® • Windows Server 2003

• Windows Server 2008

1.3GB 

Smart Plug-in for 
SAP ( 管理対象

ノ ード上 )

HP 9000/800: HP-UX 11.x 30MB a

IBM RS/6000 AIX 5.1、 5.2、 5.3

Intel Windows 2003 b

Linux c

Sun SPARC Solaris 8、 9、 10
20
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互換性があるソフ トウェア バージ ョ ン

SPI for SAP ソ フ ト ウ ェ アを設定 ( またはア ッ プグレード ) する前に、 21 ページの表 2 
および 22 ページの表 3 の情報を使用し現在の Smart Plug-in for SAP バージ ョ ン と 互換
性のあ るバージ ョ ンの HPO を使用し ている こ と を確認し て く ださ い。 また、 次の内
容を確認する必要があ り ます。

• HPO サーバーおよびエージェ ン ト  ソ フ ト ウ ェ アが HPO 管理サーバーで利用可能
であ る。

• 標準の HPO 管理サーバー ポ リ シーが HPO 管理サーバーで利用可能であ る。

• HP Reporter が SAP R/3 のサービ ス  レポー ト 、 SAP R/3 パフ ォーマン ス、 および 
SAP ITS データの表示に使用でき る。 . 

SPI for SAP の既存のサービ ス  レポー ト を編集する場合 ( またはサービ ス  レポー ト
を新規作成する場合 )、 HP Reporter ( バージ ョ ン 03.70 以降 ) をホ ス ト し ているマ
シンで Crystal Reports ( バージ ョ ン  8.5 以降 ) が実行されている こ と を確認し て く
ださい。

• Performance Agent 機能について ( 『HP Operations Smart Plug-in for SAP オン ラ イ ン 
ヘルプ (Windows 版 )』 も参照 ) は、 次の内容を確認し て く だ さい。

— HP Performance Manager/Performance Agent が HPOM 管理サーバーで利用可能で
あ る。

— HP Performance Agent ソ フ ト ウ ェ アが監視対象のすべての SAP アプ リ ケーシ ョ
ン  サーバーで利用可能であ る。

21 ページの表 2 に、 Smart Plug-in for SAP の現在のバージ ョ ンが対応する  HPO 管理
サーバーの ソ フ ト ウ ェ ア バージ ョ ンを示し ます。 

a. 移送用の 8.5MB を含む。

b. Intel i86/x64 プラ ッ ト フ ォーム と  Itanium® プラ ッ ト フ ォーム

c. SuSE Linux Enterprise Server (SLES) 8 および 9、Red Hat Enterprise Linux 
(RHEL) 3 および 4 (Intel i86/x64 プラ ッ ト フ ォームのみ )

HPO への HP Reporter light のバン ド ルは終了し ま し た。 HP Performance Agent 
を実行し ている システムのサービ ス  レポー ト を生成するには、 完全バージ ョ
ンの Reporter 製品を イ ン ス ト ールし て く だ さい。

表 2 サポート されている HPOM 管理サーバー プラッ ト フォーム

製品名 製品バージ ョ ンa OS プラッ ト フォーム

HP Operations 07.50 Microsoft Windows Server 
2003

08.00

08.10 Microsoft Windows Server 
2008

a. イ ン ス ト ールし たシステムには、 新の必要なレベルのパッチを適用
する必要があ り ます。
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SPI for SAP の変更点
22 ページの表 3 に SPI for SAP でサポー ト されている  SAP R/3 カーネル と  ( 括弧内に ) 
SAP R/3 の SAP R/3 Basis のバージ ョ ンの組み合わせを示し ます。 例 : 4.6D (4.6C)。
22 ページの表 3 の 後の 3 列には、 SAP R/3 バージ ョ ン番号の変更に対応し た、 SAP 
R/3 ベーシス  バージ ョ ン と  SAP R/3 カーネル バージ ョ ン ( 括弧内 ) を示し ます。 た と
えば、 6.20 (6.20) は、 SAP R/3 ベーシス  6.20 (SAP R/3 カーネル 6.20) を意味し ます。

廃止されたソフ トウェアのバージ ョ ン

こ の SPI for SAP バージ ョ ンでは、 以下の機能、 ソ フ ト ウ ェ ア、 またはオペレーテ ィ
ング システムのサポー ト は廃止されま し た。

• HP-UX 11.00

• SPI for SAP では、 HPO の管理サーバー と 管理対象ノ ード のどち らについて も、
Windows 2000 オペレーテ ィ ング システム と  Windows 2000 Advanced Server オペ
レーテ ィ ング システムはサポー ト されません。

• SPI for SAP の 新 リ リ ースでは、 HP ソ フ ト ウ ェ アの廃止済み機能であ る  Self-
healing Services (SHS) 機能がサポー ト されません。

SPI for SAP の変更点

こ の項では、 ア ッ プグレード  プロセスのイ ン ス ト ール後のフ ェーズを完了する上で
役立つ情報を記述し ます。 SPI for SAP の 新バージ ョ ンにおける変更事項や追加事項
を リ ス ト し ます。 この項は以下の ト ピ ッ ク で構成されています。

• 23 ページの 「一般的な変更点」

表 3 対応する管理対象ノードのプラッ ト フォームおよび SAP R/3 バージ ョ ン

管理対象ノードの OS

SAP R/3 
カーネル
( ベーシス ) 
バージ ョ ン 

SAP R/3 ベーシス

( カーネル ) 

4.6D a 
(4.6C)

6.20
(6.20/6.40)

6.40
(6.40)

7.0
(7.0)

AIX 5.1、 5.2、 5.3 b • • • •

HP-UX 11.11b • • • •

HP-UX 11.23bc、 11.31bc • • • •

Linux d • • • •

Solaris 8、 9、 10 b • • • •

Windows 2003 e • • • •

a. SAP 4.6D は SAP R/3 リ リ ースの完全な リ リ ースではな く 、 4.6D カーネルは R/3 4.6C 
Service Release 1 で出荷されています。

b. 64 ビ ッ ト  ラ ン タ イ ムのみ

c. PA-RISC と  Itanium の両方

d. SuSE Linux Enterprise Server (SLES) 8 および 9、 Red Hat Enterprise Linux (RHEL) 3 およ

び 4 (Intel i86/x64/IA64 プラ ッ ト フ ォーム )
e. Intel i86/x64 および Itanium プラ ッ ト フ ォームのみ
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• 23 ページの 「 メ ッ セージおよび メ ッ セージ グループ」

• 23 ページの 「ツールおよびツール グループ」

• 24 ページの 「ポ リ シーおよびポ リ シー グループ」

• 25 ページの 「 メ ッ セージ ソース  ポ リ シー」

• 26 ページの 「ア ラー ト  モニ タ と ア ラー ト 収集モニ タ」

• 26 ページの 「パフ ォーマン ス  モニ タ」

• 26 ページの 「レポー ト と グ ラ フ」

• 26 ページの 「SAP 移送およびユーザー ロール」

こ の項の ト ピ ッ ク に関する詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP オン ラ イ ン  
ヘルプ (Windows 版 )』 の SPI for SAP のカ ス タマ イ ズに関する項を参照し て く だ さい。

一般的な変更点

SPI for SAP の 新 リ リ ースには、 日本語にローカ ラ イ ズ し たポ リ シーが含まれていま
せん。 ポ リ シーの日本語ローカ ラ イ ズは、 次の リ リ ースで別途提供する予定です。

SPI for SAP の中央設定フ ァ イル ポ リ シー r3itosap.cfg には SAP バージ ョ ン 3.1 に
関連する設定例のセ ク シ ョ ンが含まれな く な り ま し た。 新バージ ョ ンの SPI for SAP 
では、 SAP 4.6C よ り も古い SAP のバージ ョ ンはサポー ト し ていません。 SPI for SAP 
がサポー ト し ている  SAP のバージ ョ ンの詳細は、 21 ページの 「互換性があ る ソ フ ト
ウ ェ ア バージ ョ ン」 を参照し て く だ さい。

メ ッセージおよびメ ッセージ グループ

SPI for SAP の 新 リ リ ースには、 新規の メ ッ セージ グループも変更された メ ッ セー
ジ グループも あ り ません。

こ の 新 リ リ ースでは、 SPI for SAP によ って生成される メ ッ セージが以下のよ う に変
更されています。

• アプ リ ケーシ ョ ン名

[ メ ッ セージのプロパテ ィ ] ダ イ ア ロ グの [ 一般 ] タ グにあ る  [ アプ リ ケーシ ョ ン ] 
フ ィ ール ド に [SAP] と表示される よ う にな り ま し た。 旧 リ リ ースのこ の [ アプ リ
ケーシ ョ ン ] フ ィ ール ド には、 文字列 「R/3 <SAPSID> <SAPNumber>」 ( 例 R/3 T64 
00) または文字列 [OpC/SAP] または [ITS <ITS_SID>] が表示されていま し た。 ま
た、 場合によ っては、 こ のフ ィ ール ド には何も表示されませんでし た。

• メ ッ セージ テキス ト

opcmsg ポ リ シーによ って、 生成される メ ッ セージに、 ルール ID と 、 その メ ッ
セージを生成し たポ リ シーの名前が含まれる よ う にな り ま し た。 詳細は、 24 ペー
ジの 「ポ リ シーおよびポ リ シー グループ」 を参照し て く だ さい。

ツールおよびツール グループ

SPI for SAP の 新 リ リ ースでは、 SPI for SAP ツール と ツール グループに以下の項目
が変更または追加されています。

• Version Verify

Version Verify ツールでは、 イ ン ス ト ールされている  SPI for SAP のベース  バージ ョ
ン と 、 そのシステムにイ ン ス ト ールされている任意の SPI for SAP コ ンポーネン ト
のバージ ョ ンを比較でき ます。 このアプ リ ケーシ ョ ンは、 ト ラブルシ ューテ ィ ン
グ サービ スの一部です。 イ ン ス ト ールされている ソ フ ト ウ ェ ア バージ ョ ンの確認
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方法の詳細は、 100 ページの 「 ト ラブルシューテ ィ ング サービ スのセ ッ ト
ア ッ プ」 を参照し て く だ さい。

• Admin R/3 sapdba

R/3 Admin Database ツールは、 廃止され、 SAP R/3 UNIX と  SAP R/3 NT の各
ツール グループから削除されま し た。 R/3 Admin Database は、 SAP ツール 
sapdba に依存し ていますが、 SAP の一部のバージ ョ ンでは、 このツールが
廃止されています。

ポリシーおよびポリシー グループ

SPI for SAP の 新 リ リ ースでは、 以下の、 ポ リ シーと ポ リ シー グループが変更
または追加されています。

• ポ リ シー グループ

SPI for SAP の 新 リ リ ースには、 新しいバージ ョ ンの SAP をサポー ト する た
めに、 新しいポ リ シー グループが 1 つ追加されています。 また、 名前が変更
されたポ リ シー グループも  1 つあ り ます。

— 名前が変更されたポ リ シー グループ

新しい名前 : SAP R/3 4.6/6.x/7.0 AppServer

以前の名前 : SAP R/3 4.6/6.x AppServer

— 新しいポ リ シー グループ :

SAP R/3 7.0 CentralInstance

• ポ リ シー バージ ョ ン番号

SPI for SAP の 新 リ リ ースでは、 すべてのモニ タ  ポ リ シーおよび設定ポ リ
シーのバージ ョ ン番号が "10.0" に更新されています。
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• メ ッ セージ テキス ト

opcmsg ポ リ シーによ って生成された メ ッ セージ テキス ト には、 以下のよ う に、
その メ ッ セージを ト リ ガし たルールを識別する ためのルール ID、 およびその メ ッ
セージを生成し たポ リ シーの名前が含まれる よ う にな り ま し た。

SAPSPI-Policy Rule ID: <Message Text>: Policy Name

例 :

SAPSPI-101j: システム ホスト =<machine> SID=<sid> インスタンス =<inst> 
ID=<eId> でユーザー <user> による ABAP-4 のダンプが発生しました。
(<$OPTION(MONITOR)>)  [Policy: SAP R3 opcmsg]

メ ッセージ ソース ポリシー

SPI for SAP をア ッ プグレー ドする と 、 多 く の新しい メ ッ セージの条件が追加され、 既
存のポ リ シー条件の一部が変更および改善されます。 以下の表や リ ス ト の情報を使用
し て、 SPI for SAP の旧バージ ョ ンで行ったカス タマイ ズを新しい環境に移行でき ま
す。

• 25 ページの表 4 「SPI for SAP の新しいポ リ シー条件」 

新の SPI for SAP ソ フ ト ウ ェ アに追加された新しい条件があ る場合、 その条件を
一覧表示し ます。

• 25 ページの表 5 「SPI for SAP の変更されたポ リ シー条件」 

新 リ リ ースで変更された条件があ る場合、 その条件を表示し、 変更内容を示し
ます。

• 廃止された メ ッ セージ ポ リ シーの条件

新 リ リ ースで廃止され、 削除された条件を一覧表示し ます。

こ の項の表に示す条件番号は、 新しい SPI for SAP ソ フ ト ウ ェ アのイ ン ス ト ール直後
に有効にな るデフ ォル ト 値です。 特定のポ リ シーの条件番号は、 HPO 管理者によ っ
て任意の時点で変更される可能性があ る ため、 この表では多数の条件の中から特定の
条件を見つけやす く する ために便宜上、 デフ ォル ト の番号を示し ます。 SPI for SAP の
イ ン ス ト ール後に条件の順序を変更し た場合、 変更後の条件の リ ス ト はこの表のデ
フ ォル ト の番号と は一致し な く な り ます。 その場合は、 条件名を使用し て条件を検索
する必要があ り ます。

新しいポ リ シーと ポ リ シー条件、 およびそれらのデフ ォル ト 設定の詳細は、 『HP 
Operations Smart Plug-in for SAP オン ラ イ ン ヘルプ (Windows 版 )』 を参照し て く だ さ
い。

表 4 SPI for SAP の新しいポリシー条件

条件番号 条件名 説明

な し な し この リ リ ースの SPI for SAP では、 新し

いポ リ シー条件はあ り ません。

表 5 SPI for SAP の変更されたポリシー条件

条件番号 条件名 変更点と追加点

ALL ALL この リ リ ースの SPI for SAP では、 既存

のポ リ シー条件に対する変更や追加は行
われていません。
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以下の リ ス ト は SPI for SAP で利用でき な く なった メ ッ セージ ソース  ポ リ シーの条件
を示し ます。 これらの条件は、 作 り 変え、 置き換え、 廃止などによ って使用でき な く
なった機能を利用し た も のであ る ため、 削除されま し た。

• こ の リ リ ースでは、 削除または廃止されたポ リ シー条件はあ り ません。

アラート  モニタとアラート収集モニタ

こ の項では、 新バージ ョ ンでの SPI for SAP でのア ラー ト  モニ タ  (r3monal、
r3mondev など ) およびア ラー ト 収集モニ タ  (r3moncol など ) の変更点について説
明し ます。

• r3monal: CCMS モニ タ

SPI for SAP CCMS ア ラー ト モニ タ  r3monal が改良され、 SAP Enterprise Portal の
可用性を監視でき る よ う にな り ま し た。 新しい Enterprise Portal モニ タの詳細は、
『HP Operations Smart Plug-in for SAP オン ラ イ ン ヘルプ (Windows 版 )』 を参照し て
く だ さい。

• r3moncol: ア ラー ト 収集モニ タ

こ の リ リ ースでは、 すべてのア ラー ト 収集モニ タ  (r3monale、 r3mondmp など ) 
の設定フ ァ イルの RemoteMonitoring セ ク シ ョ ンで、 SPI for SAP を実行する管理対
象 ノード を表す用語 と し て [LocalHost] を、 監視対象の リ モー ト  SAP サーバーを表
す用語 と し て [RemoteHost] を使用する よ う にな り ま し た。

パフォーマンス モニタ

SPI for SAP の 新バージ ョ ンでは、 以下のパフ ォーマン ス  モニ タが変更されていま
す。

• EP_PERF

新しいパフ ォーマン スモニ タは、 SAP Enterprise Portal (EP) ( その EP が依存するす
べての J2EE コ ンポーネン ト を含む ) のステータ ス と パフ ォーマン ス を レポー ト し
ます。 詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP オン ラ イ ン ヘルプ (Windows 版
)』 を参照し て く だ さい。

レポート とグラフ

SPI for SAP の 新バージ ョ ンでは、 サービ ス  レポー ト  パッ ケージが以下のよ う に変
更されています。

• 新しいレポー ト :

— SAP Enterprise Portal の可用性

— SAP Enterprise Portal のパフ ォーマン ス

SPI for SAP のサービ ス  レポー ト 統合の詳細は、 104 ページの 「SPI for SAP レポー ト
のア ッ プグレード」 および 105 ページの 「SPI for SAP Report のイ ン ス ト ール」 を参照
し て く だ さい。

SAP 移送およびユーザー ロール

SPI for SAP の 新バージ ョ ンでは、 SAP 移送に以下のよ う な追加と変更が行われて
います。
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• SPI for SAP では、 サポー ト されるすべてのバージ ョ ンの SAP で使用する移送フ ァ
イルが新し く 提供される よ う にな り ま し た。 SPI for SAP がサポー ト する  SAP の
バージ ョ ンの詳細は、 21 ページの 「互換性があ る ソ フ ト ウ ェ ア バージ ョ ン」 を参
照し て く だ さい。

• SPI for SAP には、 Enterprise-Portal モニ タ用の新しい移送が組み込まれています。
SAPSPI_CCMS_Monitors.car 移送フ ァ イルに記述されている これらの新しい移
送を、 SAP CCMS エージェ ン ト からのレポー ト の配信先 と な る各 SAP システムに
適用する必要があ り ます。 詳細は、 34 ページの 「SAP 移送フ ァ イルの適用」 を参
照し て く だ さい。

• SPI for SAP の 新バージ ョ ンには、 新しい SPI for SAP Enterprise-Portal モニ タ と 組
み合わせて使用する新しい関数グループ (/HPOV/NW04) と 新しい関数モジ ュール 
(/HPOV/OV_EP_PERF_MONITOR_2) が導入されています。 SPI for SAP の関数グ
ループの詳細については、 34 ページの 「SAP 移送フ ァ イルの適用」 を参照し て く
ださい。

• こ のバージ ョ ンの SPI for SAP で提供し ている移送の詳細は、 ソ フ ト ウ ェ ア ビ ッ ト
のイ ン ス ト ール後、 管理サーバー上の以下のフ ァ イルを参照し て く だ さい。

%OvShareDir%¥Packages¥SAPTransports¥readme

SPI for SAP のアップグレード

こ の項では、 SPI for SAP ソ フ ト ウ ェ アをバージ ョ ン  10.10 または 10.50 からバージ ョ
ン  10.70 にア ッ プグレードする方法について説明し ます。 SPI for SAP ソ フ ト ウ ェ アを
ア ッ プグレード する前に、 以下の推奨事項をお読み く だ さい。

1 20 ページの 「ハード ウ ェ ア、 OS、 およびデ ィ ス ク容量の要件」 および 21 ページ

の 「互換性があ る ソ フ ト ウ ェ ア バージ ョ ン」 の要件を熟読し、 理解し ておいて く

ださい。

2 バッ ク ア ッ プ機器を使用し て、 現在の設定を完全に保存し ておいて く だ さい。 こ
う する こ と によ り 、 ア ッ プグレー ド が失敗し た場合で も設定を復元する こ と がで
き ます。

3 元の設定に加えた変更を含む設定フ ァ イルのテンプレー ト の安全なコ ピーを作成
し ておき ます。 ポ リ シー テンプレー ト の場所は、 SPI for SAP バージ ョ ン B.09.01 
以降では、 次のよ う に変更されています。

%OvShareDir%¥SPI-Share¥sapspi

ポ リ シー テンプレー ト の変更の詳細は、 22 ページの 「SPI for SAP の変更点」 を
参照し て く だ さい。

SPI for SAP 移送の readme フ ァ イルに、 SAP Enterprise-Portal モニ タ
の新しい CCMS ベースのツ リ ー用の追加の移送フ ァ イルについての
情報があ り ます。
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4 ポ リ シーはバージ ョ ン  システムによ って保護されていますが、 管理対象 ノ ード に

既に配布し た SPI for SAP ポ リ シーをバッ ク ア ッ プし てお く こ と をお勧めし ます。

SPI for SAP メ ッ セージ ソース  ポ リ シーを変更し た場合、 SPI for SAP ポ リ シー グ
ループ と そ こに所属するすべてのポ リ シーの安全な コ ピーを作成し ておき ます。

5 SPI for SAP パフ ォーマン ス  モニ タ  サブエージェ ン ト  バージ ョ ン 10.10 を使用し

てお り 、 ア ッ プグレード し たい場合、 SPI for SAP を削除し てア ッ プグレードする

前に、 旧バージ ョ ンの SPI for SAP パフ ォーマン ス  モニ タ  サブエージェ ン ト を管

理対象 ノ ード から削除し てお く 必要があ り ます。 次のステ ッ プに進む前に、 旧
バージ ョ ンの SPI for SAP ソ フ ト ウ ェ アの削除について、 76 ページの 「パフ ォー

マン ス  モニ タのア ッ プグレード」 の項をお読み く だ さい。

6 29 ページの 「SPI for SAP ソ フ ト ウ ェ アのイ ン ス ト ール」 の指示に従って、 HPO 
管理サーバー上に新しい SPI for SAP ソ フ ト ウ ェ アを イ ン ス ト ールし ます。

7 SPI for SAP と組み合わせて HPO コ ン ソールを リ モー ト で起動する追加のシステ

ムに、 HPO コ ン ソール用の SPI for SAP integration を イ ン ス ト ールし ます。

Common Installer はこの手順を自動実行でき ないので、 こ の手順は手作業で 
console-integration パッ ケージを配置後ダブルク リ ッ ク し てセ ッ ト ア ッ プ プロ グ ラ

ムを起動し て行ないます。 

console-integration  パッ ケージの場所の詳細については、 29 ページの 「SPI for SAP 
ソ フ ト ウ ェ アのイ ン ス ト ール」 を参照し て く だ さい。

8 33 ページの 「SAP 固有タ ス ク の設定」 の説明に従って、 SAP R/3 を監視する よ う  
SPI for SAP を設定し ます。 こ こ では、 SPI for SAP モニ タへのア ク セス を許可する

ための SAP R/3 の設定プロセス、 および表示し たい情報の検索と レポー ト のため

の SPI for SAP モニ タの設定プロセスについて一通 り 説明し ています。

9 43 ページの 「HPOM 管理タ ス ク の設定」 の説明に従って、 HPO と連動する よ う

に SPI for SAP を設定し ます。 こ こ では、 SPI for SAP プロ グ ラ ムおよびポ リ シー

の配布プロセスについて一通 り 説明し ています。

10 SPI for SAP パフ ォーマン ス  モニ タ  サブエージェ ン ト のア ッ プグレード

データ を変換する前に、 76 ページの 「パフ ォーマン ス  モニ タのア ッ プグレー ド」
の説明 と 、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP オン ラ イ ン ヘルプ (Windows 版 )』
の SPI for SAP パフ ォーマン ス  モニ タ  サブエージェ ン ト のア ッ プグレード に関す
る項の説明を注意し てお読み く だ さい。

SPI for SAP バージ ョ ン 10.70 の一部と し て提供された新しいポ リ
シー テンプレー ト を、 以前のテンプレー ト  バージ ョ ンのバッ ク
ア ッ プ コ ピーで単純に上書きする こ と はでき ません。 古いポ リ
シー テンプレー ト に加えた変更を新しいポ リ シー テンプレー ト に
統合する必要があ り ます。 SPI for SAP の新しいポ リ シー テンプ
レー ト の中には改訂および改善されている ものがあ る ため、 古い
バージ ョ ンで上書きする と、 メ ッ セージの不整合が起こ り 、 さ ら
に重大な問題が発生する こ と があ り ます。 ポ リ シー テンプレー ト
の変更の詳細は、 22 ページの 「SPI for SAP の変更点」 を参照し て
く だ さい。

セ ッ ト ア ッ プ プロセスは、 管理サーバー上の既存の SPI for SAP ソ
フ ト ウ ェ アを削除し、 新しいバージ ョ ンで置き換えます。

セ ッ ト ア ッ プ プロ グ ラ ムは、 既存の SPI for SAP console-integration 
パッ ケージを検出する と、 それを削除し て新しいバージ ョ ンで置き
換えます。
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設定の概要

SPI for SAP を完全に設定するには、 次の 3 つのフ ェーズを順に実行し ます。

1 29 ページの 「SPI for SAP ソ フ ト ウ ェ アのイ ン ス ト ール」

InstallShield Wizard によ り  SPI for SAP ソ フ ト ウ ェ アが HPO 管理サーバーにイ ン ス
ト ールされます。 Windows 用の SAP R/3 GUI も設定し てセ ッ ト ア ッ プする必要が
あ り ます。

2 33 ページの 「SAP 固有タ ス クの設定」

SPI for SAP 用に SAP ユーザーと  SAP 移送をセ ッ ト ア ッ プし、 ご使用の環境の監
視要件に応じ て SPI モニ タ を設定し ます。

3 43 ページの 「HPOM 管理タ ス ク の設定」

SPI for SAP と  HPO を統合し、 すべての SAP アプ リ ケーシ ョ ン サーバーを  HPO 
の管理下に置き ます。

SPI for SAP ソフ トウェアのインストール

SPI for SAP ソ フ ト ウ ェ アを イ ン ス ト ールし て設定を行 う 前に、 HP Operations (HPO) が
すでにイ ン ス ト ールされ、 新のパッチが適用されている こ と を確認する必要があ り
ます。 HPO のイ ン ス ト ール完了後、 HP Operations Smart Plug-ins DVD を使用し て SPI 
for SAP ソ フ ト ウ ェ アを イ ン ス ト ールし ます。

HP Operations Smart Plug-ins DVD に収録されている ソ フ ト ウ ェ アに関する詳細は、
『HP OpenView Operations for Windows イ ン ス ト ール ガ イ ド 』 を参照し て く だ さい。

SPI for SAP レポート をインス トールするには

1 SPI for SAP ソ フ ト ウ ェ アを イ ン ス ト ールするには、 HP Operations Smart Plug-ins - 
InstallShield ウ ィ ザード を使用し ます。 [InstallShield ウ ィ ザード ] ダ イ ア ロ グ ボ ッ

ク スが表示された ら、 30 ページの 図 1 に示されている よ う にボ ッ ク スにチェ ッ ク  
マーク を入れて SPI for SAP を選択し ます。 SAP SPI のチェ ッ ク  ボ ッ ク スが表示さ

れる まで 1 ～ 2 画面ほど ス ク ロールする必要があ り ます。

2  InstallShield ウ ィ ザード  の [ 製品の選択 ] ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク ス以降、 画面の指示

に従います。

3 SPI for SAP と組み合わせて HPO コ ン ソールを リ モー ト で起動する追加のシステ

ムに、 HPO コ ン ソール用の SPI for SAP integration を イ ン ス ト ールし ます。

Common Installer は console-integration パッ ケージを自動で リ モー ト  システムにイ
ン ス ト ールでき ないので、 手作業で console-integration パッ ケージ フ ァ イルを配
置後ダブルク リ ッ ク し てセ ッ ト ア ッ プ プロ グ ラ ムを起動し て行ないます。
console-integration パッ ケージは、 HP Operations Smart Plug-ins DVD の次の場所に
あ り ます。

<DVD>¥SPIs¥SPIs Console Packages¥SPI-SAP-ITO-CONSOLE.msi

4 SPI for SAP ソ フ ト ウ ェ アの設定を継続する前に、 30 ページの 「SPI for SAP ソ フ

ト ウ ェ アのイ ン ス ト ールの確認」 で述べられている説明に従い、 イ ン ス ト ールが
正常に完了し ている こ と を確認し て く だ さい。
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SPI for SAP ソフ トウェアのインストールの確認
図 1 InstallShield ウィザードの選択ダイアログ ボックス

SPI for SAP ソフ トウェアのインストールの確認

簡単なチェ ッ ク を実行し、 SPI for SAP のイ ン ス ト ールが正常に完了し ている こ と を確
認し て く だ さい。 また、 ソ フ ト ウ ェ アの設定に進む前に、 必要な ものがすべて揃って
いる こ と を確認し て く だ さい。

SPI for SAP ソフ トウェアのインス トールを確認するには、 以下の手順を行って くだ
さい。

1 HPO のコ ン ソール ツ リ ーに次の項目を表示し ます。

[ツール > SPI for SAP]

次のサブデ ィ レ ク ト リ が存在する こ と を以下の方法によ り 確認し ます。

• SAP R/3 Admin

• SAP R/3 NT

• SAP R/3 UN*X
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2 各サブデ ィ レ ク ト リ を順番に ク リ ッ ク し、 31 ページの 図 2 に示すツールが存在す

る こ と を確認し ます。

図 2 SPI for SAP ツール サブディ レク ト リ

3 SPI for SAP はイ ン ス ト ールし ませんが、 必要にな り ますので、 ConfigFile ポ リ

シーのパッ ケージが利用可能であ る こ と を確認し ます。 HPO のコ ン ソール ツ
リ ーに次の項目を表示し ます。

[ポリシー管理 > 配布パッケージ ]

a [ConfigFile] ポ リ シー タ イプに属する以下の項目が、 31 ページの 図 3 に示す
通 り に存在する こ と を確認し ます。

• Windows ノード に対応する  ConfigFile ポ リ シー パッ ケージ

• UNIX ノ ード に対応する  ConfigFile ポ リ シー ダ ミ ー パッ ケージ

図 3 インス トールされたパッケージの確認
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SAP R/3 GUI のインストール

こ の項では、 HPO 管理サーバーおよび HPO コ ン ソールを実行し たいコ ンピ ュータに 
SAP GUI を イ ン ス ト ールし ます。 SAP イ ン ス ト ール CD を使用し、 ご使用の環境で使
用可能な 新バージ ョ ンの SAP GUI を イ ン ス ト ールし て く ださ い。 Smart Plug-in for 
SAP に含まれるほ と んどのオペレータ起動ア ク シ ョ ンおよびツールは、 SAP GUI を起
動し て SAP の情報を表示し ます。 このため、 SAP GUI が HPO 管理サーバーをホ ス ト
するマシン と  HPO コ ン ソールを リ モー ト で実行するすべてのシステムで利用でき る
必要があ り ます。 SAP R/3 のネ イ テ ィ ブ GUI のイ ン ス ト ールの詳細は、 適切な SAP 
マニ ュ アルを参照し て く だ さい。
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SAP 固有タスクの設定

こ の項では、 Smart Plug-in for SAP (SPI for SAP) のイ ン ス ト ール作業において、 SAP 固
有のタ ス ク を実行する方法について説明し ます。 こ のタ ス ク を実行するには、 SAP ト
ラ ンザク シ ョ ン と 特定の監視要件に関する知識が必要です。 SAP システムアプ リ ケー
シ ョ ン サーバー上で HPO GUI を使用し て作業し ます。 HPO には、 オペレータ と し て
ロ グオンする必要があ り ます。 また、 SAP ク ラ イ アン ト には、 こ の段階で実行する タ
ス ク も含め、 SAP タ ス ク を実行する権限を持つユーザーと し て ロ グオンする必要があ
り ます。

概要

こ の項で説明する タ ス クは以下の とお り です。

1 34 ページの 「SAP 移送フ ァ イルの適用」

こ の手順では、 SPI for SAP で監視する各 SAP R/3 セン ト ラル イ ン ス タ ン スに SPI 
for SAP 移送フ ァ イルを コ ピーし、 適用し ます。

2 37 ページの 「HPO の SAP ユーザーのセ ッ ト ア ッ プ」

こ の手順では、 HPO のツール、 モニ タ、 またはア ク シ ョ ンが SAP のデータにア
ク セスする際に、 必ず SAP/R3 にロ グオンでき る よ う にし ます。

3 39 ページの 「SPI for SAP モニ タの設定値のセ ッ ト ア ッ プ」

こ の手順では、 Smart Plug-in for SAP モニ タの初期設定値をセ ッ ト ア ッ プし ます。
こ のタ ス クは、 モニ タ固有の設定フ ァ イルを管理対象 ノ ード に配布する前に完了
し てお く 必要があ り ます。 この ト ピ ッ クの詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in 
for SAP オン ラ イ ン ヘルプ (Windows 版 )』 のモニ タのカ ス タマイ ズに関する項を
参照し て く だ さい。

4 41 ページの 「設定フ ァ イル ポ リ シーの修正」

こ の手順では、 設定フ ァ イル ポ リ シー エデ ィ タ を使用し てグ ローバル設定フ ァ
イル ポ リ シーを作成し ます。 この ト ピ ッ ク については、 『HP Operations Smart 
Plug-in for SAP オン ラ イ ン ヘルプ (Windows 版 )』 のモニ タのカ ス タマ イ ズに関す
る項で詳し く 説明し ています。

設定フ ァ イル ポ リ シーのセ ッ ト ア ッ プおよび配布が完了し た後、 対応する  
Smart Plug-in for SAP のポ リ シーも  SAP R/3 管理対象 ノード に配布する必要が
あ り ます。 47 ページの 「SPI for SAP ポ リ シーの管理対象 ノ ードへの配布」 を
参照し て く だ さい。
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SAP 移送ファイルの適用 
こ の手順では、 Smart Plug-in for SAP で提供される移送フ ァ イルを、 SAP R/3 セン ト ラ
ル イ ン ス タ ン スであ る各 HPO 管理対象 ノ ード上の SAP 移送デ ィ レ ク ト リ にコ ピーし
ます。 この項では次の ト ピ ッ ク についての情報を提供し ます。

• 34 ページの 「SPI for SAP の移送」

• 34 ページの 「SAP 移送における命名規則」

• 35 ページの 「Smart Plug-in for SAP 移送フ ァ イルを HPO 管理対象ノ ード にコ ピー
するには」

• 36 ページの 「コマン ド行を使用し て移送フ ァ イルを イ ンポー ト するには」

• 36 ページの 「SAP R/3 GUI を使用し て移送フ ァ イルを イ ンポー ト するには」

SPI for SAP の移送

SPI for SAP には、 さ まざ まな移送フ ァ イルが用意されています。 移送には特定の目的
で使用されるモニ タが含まれるので、 各移送のイ ンポー ト 先 と イ ンポー ト 理由を理解
し てお く こ と が重要です。 SPI for SAP には以下の移送フ ァ イルが含まれています。

• R3Trans.car

R3Trans.car 移送フ ァ イルには、 SPI for SAP がデフ ォル ト 設定 と と もに使用す
るすべての ABAP モニ タが含まれています。 SAP の CEN を経由し て SPI for SAP 
で監視する各 ABAP イ ン ス タ ン スに、 R3Trans.car 移送フ ァ イルを イ ンポー ト
し ます。

• SAPSPI_CCMS_Monitors.car

SAPSPI_CCMS_Monitors.car 移送フ ァ イルによ り 、 J2EE、 システム セキ ュ リ
テ ィ 、 ス タ ン ド ア ロ ン  エンキ ュー サーバー、 Enterprise-Portal、 および XI の監視
に使用する  SPI for SAP の CCMS ベースのモニ タが、 CCMS モニ タ  セ ッ ト  HP OV 
SAP-SPI に追加されます。 SAPSPI_CCMS_Monitors.car 移送フ ァ イルは、 SPI 
for SAP を使用し て CCMS 警告を監視する各 SAP システム、 および CEN ( 設定さ
れている場合 ) にイ ンポー ト し ます。 SAP 用語で、 CEN は、 監視対象の SAP ラ ン
ド スケープのあ ら ゆる場所から発生し た CCMS 警告を一括制御する管理点と し て
設定されたシステムを意味し ます。

SPI for SAP モニ タの詳細、 および既存のモニ タ を変更する方法 と、 標準の SPI for 
SAP モニ タ  セ ッ ト に新規モニ タ を追加する方法については、 『HP Operations Smart 
Plug-in for SAP オン ラ イ ン ヘルプ (Windows 版 )』 を参照し て く だ さい。

SAP 移送における命名規則

SPI for SAP は、 SAP 名前空間 "/HPOV/" の SPI for SAP の機能を含む 4.5x 以降の SAP 
バージ ョ ンに対する移送を提供し ます。 こ の命名規則の採用によ り 、 SPI for SAP を使
用し て 4.5x 以降の SAP システムを監視する場合、 管理者は新しい SPI for SAP の名前
空間移送を使用する必要があ り ます。 SPI for SAP がサポー ト する  SAP のバージ ョ ン
の詳細は、 20 ページの 「イ ン ス ト ール要件」 を参照し て く だ さい。

新しい SPI for SAP 名前空間移送は、 以前のバージ ョ ンの SPI for SAP 移送が
既にイ ンポー ト されている  SAP システムにイ ンポー ト する こ と ができ ます。
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表 6 に、 SPI for SAP が提供する移送オブジェ ク ト に使用される命名規則の一覧を示し
ます。

Smart Plug-in for SAP 移送ファイルを HPO 管理対象ノードにコピーするには

1 Windows エ ク スプローラ を使用し、 SAP R/3 移送パッ ケージを検索し ます。 デ

フ ォル ト では HPO 管理サーバーの以下のデ ィ レ ク ト リ にあ り ます。

%OvShareDir%¥Packages¥SAPTransports

SAP 移送パッ ケージは SAP 専用の .car 形式で保存されてお り 、 どの SAP 移送
を各  SAP R/3 バージ ョ ンにイ ンポー ト するべきかを説明する  readme フ ァ イルが
添付されています。

2 ftp ツールを使用し て、 HPO で管理する各 SAP R/3  セン ト ラル イ ン ス タ ン スに

パッ ケージを転送し ます。

3 各管理対象ノ ード上で、 SAP 管理者 (<SID>adm) と し て CAR ( または SAPCAR) コ
マン ド を使用し、 /usr/sap/trans に移送フ ァ イルを解凍し ます。 次のよ う に

入力し ます。

– CAR -xvf R3Trans.car

R3Trans.car には、 SPI for SAP の ABAP モニ タが格納されています。

– CAR -xvf SAPSPI_CCMS_Monitors.car

SAPSPI_CCMS_Monitors.car には、 SPI for SAP の CCMS ベースのモニ
タに使用する移送フ ァ イルが格納されています。

表 6 移送オブジェク トの命名規則

移送クラス 移送オブジェク ト

開発ク ラ ス /HPOV/SAPSPI

関数グループ /HPOV/NW04
/HPOV/ZLPO
/HPOV/ZSPA
/HPOV/ZSPB
/HPOV/ZSPY
/HPOV/WEBAS

/HPOV/WEBAS70
/HPOV/SOLMAN

関数モジ ュール /HPOV/OV_*

プロ グ ラ ム /HPOV/YSPI*
/HPOV/ZHPSPI*

ロール /HPOV/SAPSPI_MONITORING*
/HPOV/SAPSPI_SECURITY_MON

オペレーテ ィ ング システムのユーザーが ftp 操作を実行する場合、 移送
デ ィ レ ク ト リ への書き込み権限が必要です。 必要に応じ て、 移送デ ィ レ ク ト
リ への書き込みア ク セス権を手動で有効にし ます。
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SPI for SAP の移送の詳細は、 34 ページの 「SPI for SAP の移送」 を参照し て く だ
さ い。 SPI for SAP の CCMS モニ タの詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP 
オン ラ イ ン ヘルプ (Windows 版 )』 を参照し て く だ さい。

4 以下の説明に従って SAP 移送フ ァ イルのイ ンポー ト を続けます。 コマン ド 行と  
SAP R/3 GUI のどち らで も使用でき ます。

— 36 ページの 「コマン ド行を使用し て移送フ ァ イルを イ ンポー ト するには」

— 36 ページの 「SAP R/3 GUI を使用し て移送フ ァ イルを イ ンポー ト するには」

コマンド行を使用して移送ファイルをインポートするには

1 Smart Plug-in for SAP 移送を  SAP R/3 セン ト ラル イ ン ス タ ン スにイ ンポー ト し ま

す。 た と えば、 適切な HPO 管理対象 ノ ード上で 、 SAP 管理者 (<SID>adm) と し

て以下のコマン ド を入力し ます。

cd ¥usr¥sap¥trans¥bin
tp addtobuffer <transport_file_name> <SID> 
tp import <transport_file_name> <SID> client=<client_number>

こ の例では、 <SID> には SAP システム ID を入力し、 <transport_file_name> 
には、 HPO 管理対象 ノード 上で実行し ている  SAP R/3 のバージ ョ ンに対応する移
送フ ァ イル名を入力し ます。 た と えば、 以下のよ う に入力し ます。

tp addtobuffer SPIK900132 CIA

上記の移送フ ァ イル名の SPIK900132 と  SAP システム ID の CIA は、 tp コマン ド
の適切な構文を示すために一例と し て使用されています。 移送番号 と   SAP R/3 
バージ ョ ンの詳細は、 ソ フ ト ウ ェ ア ビ ッ ト のイ ン ス ト ール後、 HPO 管理サー
バー上の以下のフ ァ イルを参照し て く だ さい。

 %OvShareDir%¥Packages¥SAPTransports¥readme

tp コマン ド でフ ァ イルまたは必要な情報を見つけ られない場合は、
pf=<path>¥P_DOMAIN_<SID>.PFL オプシ ョ ンを使用し て tp パラ メ ータ  フ ァ
イルの場所を指定し ます。 次の例では、 SAP R/3 が e:¥ パーテ ィ シ ョ ンにイ ン ス
ト ールされている こ と を前提にし ています。

pf=e:¥usr¥sap¥trans¥bin¥TP_DOMAIN_<SID>.PFL 

何らかの理由でエラーが発生し た場合は、 次のコマン ド を使用し てバッ フ ァ を ク
リ ア し ます。

tp cleanbuffer <SID>

HPO で管理する各 SAP R/3 システムに対し、 この手順を繰 り 返し ます。

SAP R/3 GUI を使用して移送ファイルをインポートするには

こ の手順は、 SAP R/3 バージ ョ ン 4.x 以降でのみ実行する必要があ り ます。

1 SPI for SAP 移送フ ァ イルを適用するすべての SAP システムにロ グオン し ます。

2 SAP R/3 GUI で ト ラ ンザ ク シ ョ ン  ID 「STMS」 を入力し、 SAP 移送管理システム  
(STＭS) のロ グ イ ン  ページを表示し ます

SAPCAR コマン ド は、 どの SAP Kernel CD にも収録されています。 また、
SAP バージ ョ ン 4.6 以降では、 このコマン ド を  CAR コマン ド の代わ り に使用
し ます。

移送フ ァ イルは、 各 SAP システムに適用する必要があ り ます。
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3 SAP 移送管理システムのロ グ イ ン ページで [ 移送 ] ア イ コ ンを ク リ ッ ク し ます (
または [F5] フ ァ ン ク シ ョ ン キーを押し ます )。

4 SPI for SAP 移送フ ァ イルを イ ンポー ト する  SAP システムの SID を選択し ます。

5 [ フ ァ イル ] メ ニューで以下のオプシ ョ ンを選択し ます。

[補足 > その他の依頼 > 追加 ]

6 [ イ ンポー ト キ ューに移送依頼を追加 ] で以下を入力し ます。

a <Transport_file_name>

SPI for SAP 移送フ ァ イル名は、 HPO 管理サーバーの以下のデ ィ レ ク ト リ にあ る  
readme フ ァ イルに記述されています。

 %OvShareDir%¥Packages¥SAPTransports

b ターゲ ッ ト  ク ラ イ アン ト 番号を入力し ます ( デフ ォル ト の ク ラ イ アン ト 番号
は 000 です )。

c チェック  [✓] ア イ コ ンを選択するか、 [Enter] キーを押し て ト ラ ンザ ク シ ョ ン
要求を追加し ます。

7 目的の移送をハイ ラ イ ト し ます。

8 [依頼 > インポート ] を選択し ます。 [ イ ンポー ト 依頼 ] ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スが

表示されます。

9 ご使用のシステムに応じ て、 [ オプシ ョ ン ] タブのチェ ッ ク項目を選択し ます。

10 チェック  [✓] ア イ コ ンを ク リ ッ クするか、 [Enter] キーを押し ます。

HPO の SAP ユーザーのセッ トアップ

SPI for SAP のツール、 モニ タ、 またはア ク シ ョ ンが SAP にア ク セスでき る よ う に、
HPO に SAP R/3 ロ グオンを提供する必要があ り ます。 HPO ユーザーの自動ロ グオン
を許可する各 SID で、 以下の手順を実行し て く だ さい。

1 SAP R/3 にロ グオン し ます。

2 次の ト ラ ンザク シ ョ ンを呼び出し ます。 SU01

SPI for SAP ユーザー ロールは、 SAP ユーザー 「ITOUSER」 を作成
し た ク ラ イ アン ト にはイ ンポー ト し ないで く だ さい。 詳細は、 37 
ページの 「HPO の SAP ユーザーのセ ッ ト ア ッ プ」 を参照し て く だ
さい。 SPI for SAP ユーザー ロール移送のデフ ォル ト  ク ラ イ アン ト
は 「099」 です。

移送が選択されていない場合、 SAP は リ ス ト 内のすべての移送が選
択された もの と みな し ます。
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3 以下で指定されたパラ メ ータ を持つ ITOUSER と い う 名前のユーザーを新規に作

成し ます。

ユーザー ロールの移送はク ラ イ アン ト に依存する ため、 SPI for SAP ユーザー 
ロールの移送を イ ンポー ト し たの と 同じ  SAP ク ラ イ アン ト に SAP ユーザー 
"ITOUSER" を作成する必要があ り ます。 そ う でない と、 ユーザー ロール 「/
HPOV/SAPSPI_MONITORING*」 を新規ユーザーの 「ITOUSER」 に割 り 当て る こ
と ができ な く な り ます。

4 プロ フ ァ イルをア ク テ ィ ブ化し、 既に作成し てあ る  SAP ユーザー 「ITOUSER」

に割 り 当てます。

SPI for SAP ロールを割 り 当て る際は、 すべての必要な権限オブジェ ク ト がア ク
テ ィ ブでユーザーの比較が正常に完了する こ と の確認が重要です。 SAP はユー
ザー権限オブジェ ク ト がア ク テ ィ ブでユーザーの比較が正常に完了する こ と を緑

User roles: SAP バージ ョ ン   4.6C 以降では、 SAP ユーザー ロールを定

義する必要があ り ます。 図 4 に示す とお り に、 ト ラ ンザ ク

シ ョ ン SU01 を使用し ます。 ITOUSER には、 SPI for SAP 
ABAP 機能を実行でき る権限が必要です。 次のユーザー 
ロールを選択し て く だ さい。

• /HPOV/SAPSPI_MONITORING_TCODE

特定の SAP ト ラ ンザ ク シ ョ ンを使用する こ と ができ、
SPI for SAP の機能は何らの制限も受けません。

• /HPOV/SAPSPI_MONITORING_NO_TCD

このユーザー ロールには、 SAP ト ラ ンザク シ ョ ン認証 
(NO_TCD) が含まれておらず、SAP ユーザーによ る  SPI 
for SAP アプ リ ケーシ ョ ン またはオペレータ起動ア ク
シ ョ ンの起動を阻止する こ と によ り 、 SPI for SAP の機
能を制限し ます。 ただし、 SAP ユーザーは SAP にロ グ
イ ンする こ と はでき ます。

• /HPOV/SAPSPI_SECURITY_MON

r3monsec モニ タ を使用し て SAP システムのセキ ュ リ
テ ィ を監視する場合、 ITOUSER ( または、 r3monsec 
を実行するユーザー ) に /HPOV/
SAPSPI_SECURITY_MON 内で定義された権限の SPI 
for SAP security ユーザー ロールを割 り 当ててお く 必要
があ り ます。

User type: DIALOG - [User type] が DIALOG に設定されていない状態

で、 対応するパス ワード が定義されていない と 、 SAP GUI 
が機能せず、 オペレータ起動ア ク シ ョ ンや HPO 内のアプ

リ ケーシ ョ ンの多 く が機能しな く な り ます。 ただし、 CPIC/
SYSTEM  ユーザーの場合は、 パフ ォーマン ス と イベン ト

の監視機能は正常に動作し ます。

Initial 
password:

SAP で使用可能な任意の値 ( ただし  HPSAP_30 を除 く ) - 
パス ワード  HPSAP_30 は、 SPI for SAP の中央設定フ ァ イ

ル r3itosap.cfg の =default 値の使用に関連付け られ

ます。 =default 値を使用する場合は、 HPSAP_30 を入力

でき ません。 この入力が必要になるのは、 セ ッ ト ア ッ プ完
了後に SAP に (ITOUSER と し て ) 初めて ロ グ イ ンする と

きです。 こ の と きに ITOUSER のパス ワー ド を設定する よ

う 求められます。
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第 3 章: SAP 固有タスクの設定
色で示し、 ユーザー権限オブジェ ク ト をア ク テ ィ ブにユーザーの比較が完了する
よ う にする必要があ る こ と を赤色で示し ます。

5 ITOUSER と し て SAP R/3 にロ グオン し ます。

6 ITOUSER に対し て 初に定義されたパス ワード を変更する よ う 求められます。

独自の SAP ユーザー ロ グ イ ンを定義する必要がな く 、 SPI for SAP の中央モニ タ

設定フ ァ イル r3itosap.cfg の =default 値を使用する場合は、 新しいパス

ワード  HPSAP_30 を入力し ます。

図 4 ITOUSER に対する SAP R/3 4.6C のユーザー ロール

SPI for SAP モニタの設定値のセッ トアップ

SAP 固有のタ ス クの 終手順と し て、 設定フ ァ イルを管理対象 ノード に配布する前に 
各 Smart Plug-in for SAP モニ タ用のモニ タ固有設定フ ァ イルの初期設定値をセ ッ ト
ア ッ プする必要があ り ます。 Smart Plug-in for SAP には、 下の表 7 に示すモニ タが含
まれています。

表 7 Smart Plug-in for SAP のモニタ

モニタ名 説明

r3monaco TemSe コールのア ラー ト 収集

r3monale ALE モニ タ

r3monal CCMS モニ タ

r3monchg システム変更モニ タ

r3moncts システムモニ タの修正と 移送
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Smart Plug-in for SAP に も、 ツールを設定し配布する方法が以下のよ う に 2 つあ り ま
す。

モニ タ設定の詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP オン ラ イ ン ヘルプ 
(Windows 版 )』 を参照し て く ださ い。

r3mondev SAP ロ グフ ァ イルの ト レース  モニ タ :
<SID>/<INSTANCE>/work/dev*

r3mondmp ABAP/4 Dump モニ タ

r3mondisp ABAP/4 デ ィ スパッチャ  モニ タ

r3monjob Job モニ タ

r3monlck ロ ッ ク  チェ ッ ク  モニ タ

r3monoms a 操作モード  ス イ ッ チ モニ タ

r3monpro オペレーテ ィ ング システム プロセス  モニ タ

r3monpro SAP RFC 宛先モニ タ

r3monsec セキ ュ リ テ ィ  モニ タ

r3monspl スプール モニ タ

r3montra 移送モニ タ

r3monupd 更新モニ タ

r3monusr ユーザー モニ タ

r3monwpa ワーク  プロセスの可用性モニ タ

r3status SAP R/3 ステータ ス  モニ タ

a.SAP の変更に伴い、 SAP Netweaver 04/WebAS 07 では、 操作モード  モニ タ  
r3monoms がサポー ト されません。

表 7 Smart Plug-in for SAP のモニタ  ( 続き )

モニタ名 説明

グ ローバル 管理対象 ノードすべてに適用可能なツール

ローカル 指定された管理対象 ノード にのみ適用可能なツール
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設定ファイル ポリシーの修正

こ の手順では、 設定フ ァ イル ポ リ シー エデ ィ タ と デフ ォル ト  テンプレー ト を使用
し、 SPI for SAP で監視する  SAP R/3 サーバーで実行される  SPI for SAP R/3 モニ タのそ
れぞれに対し てグ ローバル設定フ ァ イル ポ リ シーを作成し ます。 HPO では、 変更さ
れたポ リ シーを保存する際に数字のサフ ィ ッ ク ス を付け る こ と によ り 、 変更を追跡し
ます ( ポ リ シーのバージ ョ ンが新し く なる ご と に数値が大き く な り ます。 た と えば、
デフ ォル ト のポ リ シー バージ ョ ンが 10.0 の場合、 次に保存する新しいバージ ョ ンは 
10.1 にな り ます ) 。

SPI for SAP R/3 モニタの設定ファイル ポリシーを変更するには、 以下の手順を実施
します。

1 HPO コ ン ソールに次のデ ィ レ ク ト リ を表示し ます。

[ポリシー管理 > タイプ別ポリシー > ConfigFile]

2 詳細ペイ ンで、 変更する  SPI for SAP モニ タに対応する設定フ ァ イル ポ リ シー (
例 : r3mondmp) をダブルク リ ッ ク し ます。 ABAP ダンプ モニ タ  r3mondmp の設

定フ ァ イル ポ リ シーが設定フ ァ イル ポ リ シー エデ ィ タ内に表示されます。

3 設定フ ァ イル ポ リ シーの末尾までス ク ロールし、 ご使用の環境に応じ て変更し ま

す。

4 [Save] を ク リ ッ ク し て設定フ ァ イル ポ リ シーへの変更を確認し、 エデ ィ タ を終了

し ます。 新しいバージ ョ ンの SPI for SAP R/3 モニ タの設定ポ リ シーは、 詳細ペイ

ンのポ リ シー リ ス ト に表示されます。

SPI for SAP では、 変更された設定フ ァ イル内にエラーが検出される と、 問題の内
容を示す メ ッ セージが表示されます。 た と えば、 モニ タ設定フ ァ イルで ト レース  
レベル (info、 all、 debug) の設定時にキーワード  TraceLevel のスペルを誤る と、 変
更し たフ ァ イルの保存時に、 42 ページの 図 5  に示すと お り 、 [TraceLeevel is 
an unknown keyword] のよ う な メ ッ セージが表示されます。 フ ァ イルを再度保
存をする前に、 問題を見つけて修正する必要があ り ます。 SPI for SAP では、 変更
されたフ ァ イルが有効であ る こ と が確認される と、 フ ァ イルが保存され、 フ ァ イ
ルのバージ ョ ン番号も  1 つ上が り ます。

SPI for SAP には、 各設定フ ァ イルのデフ ォル ト 設定フ ァ イル ポ リ シーが用意
されています。 初の配布ではデフ ォル ト 設定を使用でき ますが、 ご使用の 
SAP 環境の要件に応じ て設定を変更する必要があ り ます。

こ こ で使用されている フ ァ イル名 r3mondmp.cfg は一例です。 デ
フ ォル ト の設定フ ァ イルを変更し たい場合は、 SAP R/3 管理対象
ノード に配布 ( および実行 ) する  Smart Plug-in for SAP モニ タのそれ
ぞれに対応する グ ローバル設定フ ァ イルを編集し ます。

HPO のツールを使用し て r3moncol 構造の設定フ ァ イルを編集す
る場合、 編集し たフ ァ イルを保存し よ う とする と、 SPI for SAP が自
動的にフ ァ イルの内容の有効性を評価し、 設定エラーを含むフ ァ イ
ルは保存させません。 有効性評価ツール と ツールが生成する メ ッ
セージについての詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP オン
ラ イ ン ヘルプ (Windows 版 )』 を参照し て く だ さ い。
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設定ファイル ポリシーの修正
5 47 ページの 「SPI for SAP ポ リ シーの管理対象 ノー ドへの配布」 で説明されている

よ う に、 新し く 作成された設定フ ァ イル ポ リ シーを SAP R/3 管理対象 ノ ード に配

布し ます。

図 5 設定ファイルの構文解析エラー
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4

HPOM 管理タスクの設定

SPI for SAP 設定作業の こ の段階では、 HPO コ ン ソールを使用し て SPI for SAP を  
HPO と 統合し、 すべての SAP アプ リ ケーシ ョ ン サーバーを HPO の管理下に置
き ます。 こ の項では、 次のタ ス ク を完了し ます。

1 43 ページの 「監視対象の SAP R/3 システムの指定」

2 47 ページの 「Smart Plug-in for SAP モニ タの設定」

3 47 ページの 「SPI for SAP ポ リ シーの管理対象 ノ ードへの配布」

監視対象の SAP R/3 システムの指定

この項では、 設定フ ァ イル ポ リ シー エデ ィ タ を使用し て、 Smart Plug-in for SAP 
で監視する  SAP R/3 システムを定義する方法を述べます。 Smart Plug-in for SAP 
によ り 監視する  SAP R/3 システムは、 設定フ ァ イル r3itosap.cfg に定義し ま
す。

SPI for SAP への監視対象 SAP R/3 クライアン トの指定

1 HPO コ ン ソールに次のデ ィ レ ク ト リ を表示し ます。

この項で述べる タ ス クは、 SPI for SAP を使って監視する  SAP R/3 システムが
すでに HPO 管理対象 ノード であ る こ と を前提 と し ています。 こ の前提に該
当し ない場合は、 HPO のオン ラ イ ン ヘルプで HPO への管理対象ノ ード の追
加方法に関する説明を参照し て く だ さい。
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監視対象の SAP R/3 システムの指定
[ポリシー管理 > ポリシー グループ > SPI for SAP]

2 HPO コ ン ソールで、 global_r3itosap ポ リ シー テンプレー ト を見つけてダブ

ルク リ ッ ク し ます。 45 ページの 図 6  に示すよ う に、 設定フ ァ イル ポ リ シー エ
デ ィ タに選択し たフ ァ イルが表示されます。

3 r3itosap.cfg 設定フ ァ イルに例示されている書式を使用し、 SPI for SAP で監

視する各 SAP R/3 イ ン ス タ ン スに対し て HostSapAssign エン ト リ を追加し ます。

r3itosap.cfg にエン ト リ を追加する際に、 以下の重要点を念頭に置いておい

て く だ さい。

• 各 HostSapAssign エン ト リ に指定された言語は SPI for SAP モニ タが SAP にロ
グ イ ンする際に使用する言語を決定し、 現在  SPI for SAP 移送でサポー ト さ
れている言語の 1 つでなければな り ません。 例 : =EN ( 英語 ) または =JA ( 日
本語 )。 こ こ で指定する言語は SAP GUI の起動時に使用する言語には影響し
ません。

• SPI for SAP が SAP システムのステータ スの監視に使用する ツール r3status 
は、 r3itosap.cfg 内で指定し た SAP システムが存在する こ と を確認し ませ
ん。 r3status は、 例えばタ イプ ミ スなどのために、 指定された SID を見つ
け る こ と ができ ない場合、 SID が利用不可であ る と報告し ます。

• SPI for SAP では、 モニ タ設定フ ァ イル r3itosap.cfg で、 文字列
「=default」 がデフ ォル ト の ITOUSER パス ワード  「HPSAP_30」 に関連付け
られています。 独自の SAP ユーザー ロ グ イ ンを使用する場合は、 =default 
を適切なユーザー パス ワード で置換する必要があ り ます。 HPO ポ リ シー エ
デ ィ タ を使用し て r3itosap.cfg フ ァ イルを編集する場合は、 フ ァ イルの
保存時にパス ワード が自動的に暗号化されます。 デフ ォル ト では、 SPI for 

ユーザーが CCMS を表示および管理する権限を持つよ う に、 各 SAP 
R/3 ク ラ イ アン ト に対し、 SAP R/3 ユーザーをセ ッ ト ア ッ プする必要
があ り ます。 19 ページの 「始める前に」 で作成し た SAP ク ラ イ ア
ン ト の リ ス ト には、 各設定行に対し て必要と な る情報が含まれてい
ます。 HPO に対し て SAP ユーザーを設定する方法の詳細は、 37 
ページの 「HPO の SAP ユーザーのセ ッ ト ア ッ プ」 を参照し て く だ
さい。
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SAP は、 メ ッ セージを生成する管理対象 ノ ード の名前を、 SAP 変数 
SAPLOCALHOST 内に定義されたホ ス ト 名と し て解決し ます。

図 6 r3itosap.cfg ファイルの編集

4 r3itosap.cfg フ ァ イルに追加する ホ ス ト が高可用性ク ラ ス タに設定されている

場合は、 r3itosap.cfg フ ァ イルのホス ト マ ッ ピング セ ク シ ョ ンに さ らにエン ト

リ を追加する必要があ り ます。 ホ ス ト マ ッ ピング  セ ク シ ョ ンの情報は、 高可用性

ク ラ ス タ内の物理的な ノード 名を  SAP 変数 SAPLOCALHOST で定義された ノ ー

ド 名 と 、 HPO コ ン ソールまたはサービ ス  マ ッ プに表示された と きに ク ラ ス タか

らの メ ッ セージに関連付ける ホス ト 名にマ ッ ピ ングする ために使用されます。

r3itosap.cfg フ ァ イルに指定されたホス ト 名は、 HPO で識別し、 解決でき な
ければな り ません。 長いホ ス ト 名または短いホ ス ト 名のどち ら を使用するかは、
ネ ッ ト ワークにセ ッ ト ア ッ プし た名前解決に応じ て選択し ます。

ク ラ ス タのホ ス ト 名は、 カンマ区切 り の リ ス ト の形式で HostMapping エン ト リ に
表示されます。 HostMapping エン ト リ の 後の項目は、 高可用性ク ラ ス タ内の
ノ ード によ って生成される メ ッ セージに関連付ける ホ ス ト 名を定義し ます。 以下
に例を示し ます。

=ClusterHostA,ClusterHostB,SAPLOCALHOST =<HPOM_Msg_Node>

45 ページの例 1 には、SPI for SAP を使用し て高可用性ク ラ ス タ を監視する場合に 
r3itosap.cfg フ ァ イルのホ ス ト マ ッ ピング セ ク シ ョ ンに追加するエン ト リ を
示し ます。 この ク ラ ス タ内の 2 つの物理 ノ ード の名前は、 「True」 と 「False」 で
あ り 、 SAP 変数 SAPLOCALHOST は 「maybe」 と し て定義されています。 ク ラ ス
タからの メ ッ セージに関連付ける ホ ス ト の名前は 「mezcal」 です。

例 1:  クラスタの SAP ホストのマッピング

# cluster host mapping
HostMapping =EP7 =78 =true.com,false.com,maybe.com =mezcal.com

短いホ ス ト 名は、 r3itosap.cfg フ ァ イルのホ ス ト マ ッ ピング セ
ク シ ョ ンでは使用でき ません。 r3itosap.cfg フ ァ イルのホ ス ト
マ ッ ピング セ ク シ ョ ンに指定するすべてのホ ス ト 名には、 完全修飾
ホ ス ト 名を使用し て く ださ い。
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監視対象の SAP R/3 システムの指定
高可用性ク ラ ス タでは、 上記の例の HPO メ ッ セージ <HPOM_Msg_Node> に関連
付ける ホ ス ト 名は通常、 SAPLOCALHOST に定義されたホス ト と同じです ( ただ
し必須ではあ り ません )。 SAPLOCALHOST が <HPOM_Msg_Node> と 同じかど う
かによ って、 ホ ス ト マ ッ ピング セ ク シ ョ ンに含める必要のあ る情報が以下のよ う
に異な り ます。

• SAPLOCALHOST と  <HPOM_Msg_Node> が同じ ホ ス ト の場合 :

物理ク ラ ス タ  ノード の リ ス ト には、 SAPLOCALHOST のエン ト リ は不要で
す。 以下に例を示し ます。

=ClusterHostA,ClusterHostB =<HPOM_Msg_Node>

• SAPLOCALHOST と  <HPOM_Msg_Node> が同じ ホ ス ト でない場合 :

物理ク ラ ス タ  ノード の リ ス ト の 後に、 SAPLOCALHOST のエン ト リ を追加
し ます。 以下に例を示し ます。

=ClusterHostA,ClusterHostB,SAPLOCALHOST =<HPOM_Msg_Node>

自動ア ク シ ョ ン またはオペレータ起動ア ク シ ョ ンが、 SAP イ ン ス タ ン スが高可用
性ク ラ ス タで実行されている ノー ド上で確実に SAP GUI を開 く こ と ができ る よ う
に、 r3itosap.cfg フ ァ イルに HostSapAssign エン ト リ を追加する必要があ り ま
す。 これによ り 、 変数 <HPO_Msg_Node> に定義されている ク ラ ス タ ホ ス ト 名を
指定し ます。

HPO エージェ ン ト のホ ス ト 名と  IP ア ド レ スの設定が、 SPI for SAP の中央設定
フ ァ イル r3itosap.cfg のホ ス ト マ ッ ピ ング セ ク シ ョ ンに定義し た設定を無効
にし て、 ク ラ ス タから送信された メ ッ セージに間違ったホ ス ト 名が表示される と
い う 問題を回避する方法の詳細は、  58 ページの 「ク ラ ス タ  ノー ド上のホ ス ト  
マ ッ ピング」 を参照し て く だ さい。

5 変更内容を保存し てポ リ シー エデ ィ タ を終了し ます。 ポ リ シーを保存する場合

は、 設定フ ァ イルのポ リ シー タ イプの命名規則を使用する こ と をお勧めし ます (
例 : global_r3itosap)。

6 SPI for SAP を使用し て監視する管理対象 ノ ード に r3itosap.cfg ポ リ シーを配

布し ます。 変更し た r3itosap.cfg ポ リ シーを右ク リ ッ ク し、 以下の メ ニュー 
オプシ ョ ンを使用し ます。

[すべてのタスク > 配布先ノード ...]

高可用性ク ラ ス タ内のすべての物理 ノード は、 HPO コ ン ソールに表示する必
要があ り ます。 また、 HPO コ ン ソールに、 上記の例の <HPO_Msg_Node>  に
定義する ホ ス ト をシステム  タ イプ 「その他」 ( メ ッ セージのみ ) と し て追加
する必要があ り ます。 高可用性環境での SPI for SAP のセ ッ ト ア ッ プの詳細
は、  57 ページの 「ク ラ ス タ環境における  SPI for SAP の設定」 を参照し て く
ださい。

r3itosap.cfg ポ リ シーの情報は、 サービ ス自動検出ポ リ シーの r3sdisc 
によ って SAP ラ ン ド ス ケープのサービ ス  ビ ューの生成に使用されます。
サービ ス  ビ ュー機能を使用する予定の場合は、 サービ ス自動検出を実行する
前に、 サービ ス  ビ ューを生成する管理対象 ノ ード に r3itosap.cfg ポ リ
シーを配布し て く だ さい。 サービ ス検出の実行 と サービ ス  ビ ューの設定の詳
細は、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP オン ラ イ ン  ヘルプ (Windows 版 )』
を参照し て く だ さい。
46



第 4 章: HPOM 管理タスクの設定
Smart Plug-in for SAP モニタの設定

SAP R/3 サーバーに配布され、 HPO が管理する  SPI for SAP モニ タには、 監視対象お
よび監視方法に関する情報が必要 と な り ます。 モニ タはこ の情報を  Smart Plug-in for 
SAP にイ ン ス ト ールされているデフ ォル ト 設定フ ァ イルから取得し ます。 それぞれの 
SPI for SAP モニ タには、 専用 のデフ ォル ト 設定フ ァ イルがあ り ます。

こ の手順では、 設定フ ァ イルのポ リ シー エデ ィ タ を使用し、 SAP R/3 サーバーで実行
される  SPI for SAP モニ タのそれぞれに対し て ( デフ ォル ト  フ ァ イルを元に ) グ ロー
バル設定フ ァ イルを編集し ます。 設定フ ァ イルを編集後、 HPO に標準装備されてい
るポ リ シー配布機能を使い、 それら を  SAP R/3 サーバーに配布し ます。

Smart Plug-in for SAP モニタの既存の設定ファイル ポリシーを変更するには

1 HPO のコ ン ソール ツ リ ーに次のデ ィ レ ク ト リ を表示し ます。

[ポリシー管理 > ポリシー グループ > SPI for SAP]

2 詳細ペイ ンで、 設定対象モニ タに関連する各設定フ ァ イル  ( 例 : 
global_r3mondmp フ ァ イル ) を探し てダブルク リ ッ ク し ます。 45 ページの 図 6  
に示すよ う に、 設定フ ァ イル ポ リ シー エデ ィ タに選択し たフ ァ イルが表示され

ます。

3 その他のグ ローバル設定フ ァ イルはすべてデフ ォル ト の状態で使用でき ますが、
初は必要のない メ ッ セージを含め、 多数の メ ッ セージを生成し ます。 た と え

ば、 必要な メ ッ セージのみを受信する よ う に設定フ ァ イルを変更し たい場合は、

[ConfigFile] コ ンテンツ  ボ ッ ク スの 後までス ク ロールし て 、 警告定義を必要に

応じ て変更し ます。 SPI for SAP モニ タのコ ンテンツ と 構文の詳細は、 『HP 
Operations Smart Plug-in for SAP オン ラ イ ン ヘルプ (Windows 版 )』 を参照し て く だ

さ い。

4 ポ リ シーを保存し、 設定フ ァ イル ポ リ シー エデ ィ タ を終了し ます。 SPI for SAP 
r3mondmp モニ タに対し て変更された設定フ ァ イル ポ リ シーは、 詳細ペイ ンの

ポ リ シー リ ス ト に表示されます。

5 47 ページの 「SPI for SAP ポ リ シーの管理対象 ノー ドへの配布」 で説明されている

よ う に、 変更された設定フ ァ イル ポ リ シーを SAP R/3 管理対象 ノ ード に配布し ま

す。

SPI for SAP ポリシーの管理対象ノードへの配布

SPI for SAP ポ リ シーは、 ポ リ シー グループ SPI for SAP のデフ ォル ト  グループに分類
されます。 SPI for SAP ポ リ シー グループは次の通 り です。

• SAP ITS 6.20

この  45 ページの 図 6  に示す r3itosap.cfg フ ァ イルは、特定の 1 
つのモニ タに関連付け られた ものではな く 、 他のすべてのモニ タが
管理する  SAP システムにロ グオンする ために使用する、 SPI for SAP 
の中央設定フ ァ イルです。 こ のフ ァ イルは、 編集が必須な唯一のグ
ローバル設定フ ァ イルです。

HPO のツールを使用し て r3moncol 構造の設定フ ァ イルを編集す
る場合、 編集し たフ ァ イルを保存し よ う とする と、 SPI for SAP が自
動的にフ ァ イルの内容の有効性を評価し、 設定エラーを含むフ ァ イ
ルは保存させません。 有効性評価ツール と ツールが生成する メ ッ
セージについての詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP オン
ラ イ ン ヘルプ (Windows 版 )』 を参照し て く だ さ い。
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• SAP R/3 4.6/6.x CentralInstance

• SAP R/3 4.6/6.x/7.0 AppServer

• SAP R/3 7.0 CentralInstance

1 つの管理対象 ノ ード に割 り 当て られるのは 1 つのポ リ シー グループのみです。 割 り
当て られるポ リ シー グループは、 管理 ノ ード で実行されている ソ フ ト ウ ェ ア と その
バージ ョ ン、 およびその管理 ノード がセン ト ラル イ ン ス タ ン スであ るかアプ リ ケー
シ ョ ン サーバーのどち らであ るかによ って決定されます。

SPI for SAP のデフ ォル ト  ポ リ シー グループには、 Smart Plug-in for SAP で提供される
すべての SAP R/3 モニ タが含まれています。 ポ リ シー グループを配布する と 、 グ
ループに含まれるモニ タが自動的に有効にな り ます。 さ らに、 すべての SPI for SAP 
ポ リ シーは 「SPI for SAP Instrumentation」 カテゴ リ に所属する ため、 SPI for SAP ポ リ
シーまたはポ リ シー グループを配布する と、 ポ リ シー配布操作によ って、 必要な SPI 
for SAP プロ グ ラ ムの配布が ト リ ガ されます。 SPI for SAP プロ グ ラ ム パッ ケージに
は、 SPI for SAP の機能が正常に動作する ために必要な、 ア ク シ ョ ン、 コマン ド、 およ
びモニ タが含まれています。

不要なメ ッセージの受信を避けるには

1 デフ ォル ト  ポ リ シー グループのコ ピーを作成し、 そのコ ピーを修正し、 必要な

モニ タおよびポ リ シーのみを含むポ リ シー グループを独自に作成し ます。

2 Smart Plug-in for SAP で管理する ノ ード にポ リ シーやモニ タ を配布する前に、 ご使

用の環境に合わせてポ リ シーやモニ タ を調整し て く だ さい。 これによ り 不要な
メ ッ セージの受信を回避でき ます。

ポリシー グループを作成するには

HPO 管理者 と し て、 49 ページの 図 7 に示されている よ う に、 独自のポ リ シー グルー
プを作成し ます。 次に、 新しいポ リ シー グループから不要なポ リ シーおよびモニ タ
を削除し ます。

1 [ポリシー グループ ] の項目を展開し、 [SPI for SAP] を展開し て、 Smart Plug-in 
for SAP のデフ ォル ト  ポ リ シー グループをすべて表示し ます。

2 [SPI for SAP] を選択し て右ク リ ッ ク し、 次の メ ニューを選択し て、 新しいポ リ

シー グループを作成し ます。

[新規作成 > ポリシー グループ ]

3 新しいポ リ シー グループの名前および説明をフ ィ ール ド に入力し、 [OK] を ク リ ッ

ク し ます。

4 左のペイ ンでポ リ シーのコ ピー元 と な る既存のポ リ シー グループを選択し ます。

選択し たポ リ シー グループは、 詳細ペイ ンの新しいポ リ シー グループに重なる

よ う に ド ラ ッ グ し、 先ほど作成し たポ リ シー グループに ド ロ ッ プし ます。

ア ラー ト  モニ タの設定フ ァ イル ポ リ シーは、 対応する ア ラー ト  モニ タ自体
を配布する前に配布し て く だ さい。 ア ラー ト  モニ タは、 起動時にこれらの設
定フ ァ イルを読み取 り ます。 た と えば、 対応する ア ラー ト  モニ タであ る  
r3moncts を配布する前に r3moncts 設定フ ァ イル ポ リ シーを配布し てお
かなければな り ません。 詳細は、 47 ページの 「Smart Plug-in for SAP モニ タ
の設定」 を参照し て く だ さい。
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ポリシー グループを配布するには

次の手順に従い、 新しいポ リ シー グループを SAP R/3 ノ ード に配布し ます。 管理対
象 ノード にイ ン ス ト ールし た SAP R/3 のバージ ョ ン と、 その管理対象ノ ード がセン ト
ラル イ ン ス タ ン スであ るかアプ リ ケーシ ョ ン  サーバーであ るかによ り 配布するポ リ
シーと ポ リ シー グループが異な り ます。

1 コ ン ソール ツ リ ーで、 作成し た新しいポ リ シー グループ ( 必要なモニ タ も含む ) 
を選択し て右ク リ ッ ク し、 次の メ ニュー オプシ ョ ンを使用し ます。

[すべてのタスク > 配布先ノード ...]

2 [ ポ リ シーの配布先 ... ] ウ ィ ン ド ウ を使用し、 新しいポ リ シー グループの配布先

と な る管理対象 ノード を選択し ます。

3 [OK] を ク リ ッ ク し て配布を終了し ます。

4 ポ リ シーが正常に配布されたかど う かを確認するには、 管理 ノ ード を右ク リ ッ ク
し、 表示される ド ロ ッ プ ダウ ン  メ ニューから次のオプシ ョ ンを選択し ます。

[ポリシー インベント リ > 配布ジョブ ]

図 7 ポリシー グループからのポリシーの削除

SAP R/3 専用のポ リ シー グループに個々のポ リ シーが不足し ている
場合に、 以上の手順を使用し て配布し ます。

モニ タによ っては SAP の設定が必要 と なる場合があ り ます。 SAP 固
有のタ ス ク の情報の詳細は、 「HPOM 管理タ ス ク の設定」 (43 ページ
) を参照し て く だ さい。
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5

高可用性環境での SPI for SAP

この項では、 SPI for SAP を MC/ServiceGuard または Microsoft ク ラ ス タ などの高
可用性環境にイ ン ス ト ールし、 設定する手順について説明し ます。 この項では、
設定に関する説明に焦点を当てていますが、 SPI for SAP に関する限 り 、 他の高
可用性環境において も基本的な概念は同じです。

この項は以下の ト ピ ッ ク で構成されています。

• 52 ページの 「ク ラ ス タ構成」

SAP R/3 ラ ン ド スケープにおける も一般的な高可用性ソ フ ト ウ ェ アの実装
の概要です。

• 54 ページの 「始める前に」

ク ラ ス タ環境に SPI for SAP を イ ン ス ト ールし、 設定する前に注意すべき事項
のチェ ッ ク  リ ス ト です。

• 56 ページの 「ク ラ ス タ環境における  SPI for SAP のイ ン ス ト ール」

ク ラ ス タ環境に SPI for SAP を イ ン ス ト ールする手順を説明し ます。

• 57 ページの 「ク ラ ス タ環境における  SPI for SAP の設定」

SPI for SAP を ク ラ ス タ環境に設定する際の ヒ ン ト と注意事項です。

この項では、 SPI for SAP を設定し て、 高可用性環境で構成されている管理対
象 ノ ード上で SAP を管理する方法について説明し ます。 高可用性環境で 
HPO 管理サーバーを設定する場合は、 HPO のマニュ アルを参照し て く だ さ
い。
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クラスタ構成
• 65 ページの 「ク ラ ス タ環境でのパフ ォーマン ス  ツール」

ク ラ ス タ環境における  SPI for SAP に も効果のあ る  HP Performance Agent ツール
のセ ッ ト ア ッ プ方法 と使用方法を説明し ます。

• 65 ページの 「ク ラ ス タ環境でのサービ ス  レポー ト と パフ ォーマン ス  グ ラ フ」

ク ラ ス タ環境内の管理対象 ノ ード に対する  SPI for SAP サービ ス  レポー ト と パ
フ ォーマン ス  グ ラ フの生成方法を説明し ます。

• 66 ページの 「ク ラ ス タ環境でのサービ ス  ビ ュー」

SPI for SAP に付属のツールを使用し て、 SAP 環境のサービ ス  ビ ューを自動的に生
成でき ます。

• 66 ページの 「ク ラ ス タ環境での SPI for SAP ソ フ ト ウ ェ アの削除」

ク ラ ス タ環境内の管理対象 ノ ード から  SPI for SAP を削除する方法を説明し ます。

クラスタ構成

SAP R/3 ラ ン ド スケープでの も一般的な高可用性ソ フ ト ウ ェ アの実装は、 ク ラ ス タ

内にセン ト ラル イ ン ス タ ン ス  サーバーとデータベース  サーバーを構成し、 単一の統

合高可用性パッ ケージをセン ト ラル イ ン ス タ ン ス  サーバーにイ ン ス ト ールする、 ま

たは、 2 つの個別の高可用性パッ ケージをセン ト ラル イ ン ス タ ン ス  サーバーと デー

タベース  サーバーにそれぞれイ ン ス ト ールする形態のいずれかです。 アプ リ ケー

シ ョ ン サーバーは、 一般的には、 高可用性ク ラ ス タの一部 と し ては構成し ません。

こ の項では、 以下の 2 つの構成を詳し く 説明し ます。

• シングル パッ ケージ構成

シングル パッ ケージ構成では、 SAP データベース と セン ト ラル イ ン ス タ ン スが同
一のサーバー上に位置し、 同一の高可用性パッ ケージに含まれます。 問題が発生
し た場合には、 統合パッ ケージは一時的に引き継ぎ ノード に切 り 替え られます。

• ツ イ ン パッ ケージ構成

ツ イ ン パッ ケージ構成では、 SAP データベース と セン ト ラル イ ン ス タ ン スは、 そ
れぞれ個別のサーバー上に位置し ます。 ホ ス ト  ノー ド または引き継ぎ ノード で障
害が発生し た場合には、 どち らのパッ ケージ も、 一時的に代替 ノー ドへ切 り 替え
る こ と ができ ます。

シングルパッケージ構成

シングル パッ ケージの概念では、 通常時にデータベース と セン ト ラル イ ン ス タ ン ス

を実行するサーバーが、 も う  1 台のサーバーと と もに単一の ク ラ ス タ内に含まれま

す。 も う 一方のサーバーは、 パッ ケージの切 り 替えが発生し た際に引き継ぎ ノ ード と
し て動作し ます。 引き継ぎ ノ ード には、 次のいずれかの役割を果た し ている システム
を使用する こ と ができ ます。

• SAP アプ リ ケーシ ョ ン サーバー

• SAP R/3 のテス ト または開発用システム

• 待機用システム

53 ページの 図 8  では、 ク ラ ス タに含まれていないアプ リ ケーシ ョ ン  サーバーは、 ク
ラ ス タ  パッ ケージを実行し ている ノード の固定 IP ア ド レ ス を参照するのではな く 、
再配置可能 IP ア ド レ スで ク ラ ス タ  パッ ケージ ( ③ ) を参照し ます。 障害が発生する
と 、 ホ ス ト  ノ ード  ( ク ラ ス タ  ノ ード  ① ) 上のセン ト ラル イ ン ス タ ン ス と データベー
スが停止され、 引き継ぎ ノー ド  ( ク ラ ス タ  ノ ード  ② ) 上で再開されます。 同時に、 ホ
ス ト  ノ ード上の共有デ ィ ス クは非ア ク テ ィ ブ化され、 引き継ぎ ノード上で再びア ク
テ ィ ブ化されます。
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図 8 シングル パッケージ構成

ク ラ ス タ  ソ フ ト ウ ェ アによ る これらのア ク シ ョ ンが完了する と、 アプ リ ケーシ ョ ン  
サーバーはセン ト ラル イ ン ス タ ン ス と データベース  (53 ページの 図 8  の ③ ) に再接
続でき ます。 この と き、 アプ リ ケーシ ョ ン  サーバーは、 切 り 替え前 と同じ再配置可
能 IP ア ド レ ス を使用し て接続し ます ( その名前が示す通 り 、 IP ア ド レ スはパッ ケー
ジ と と も に移動し ます )。

ツイン パッケージ構成

ツ イ ン パッ ケージ構成では、 セン ト ラル イ ン ス タ ン ス と データベース をそれぞれ個
別のサーバーにイ ン ス ト ールし ます。 こ こ では 53 ページの 図 9  に示すと お り 、 便宜
上それぞれの ク ラ ス タ  ノ ード を  ① および ② と呼びます。 セン ト ラル イ ン ス タ ン ス  
サーバーとデータベース  サーバーは高可用性ク ラ ス タ を形成し、 パッ ケージ切 り 替
え時には両方のサーバーが相手の引き継ぎ ノー ド と し て動作し ます。

図 9 パッケージ切り替え前のツイン パッケージ構成
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始める前に
アプ リ ケーシ ョ ン サーバーはク ラ ス タには含まれていません。 53 ページの 図 9  に示

すよ う に、 アプ リ ケーシ ョ ン  サーバーは、 ク ラ ス タ  ノー ド  ① および ② の固定 IP ア
ド レ スではな く 、 それぞれのパッ ケージの再配置可能 IP ア ド レ スでパッ ケージを参

照し ます。

セン ト ラル イ ン ス タ ン ス  サーバーで障害が特定される と 、 ク ラ ス タ  ノ ード  ( ③ ) の
セン ト ラル イ ン ス タ ン ス  ( ① ) は停止され、 ク ラ ス タ  ノード  ( ② ) で再起動されま

す。 同時に、 ホ ス ト  ノ ー ド 上のセン ト ラル イ ン ス タ ン スの共有デ ィ ス クは非ア ク

テ ィ ブ化され、 引き継ぎ ノ ード上で再びア ク テ ィ ブ化されます。

54 ページの 図 10  は、 SAP セン ト ラル イ ン ス タ ン ス  パッ ケージ ( ③ ) の切 り 替え後

の状況を示し ています。セン ト ラル イ ン ス タ ン ス  パッ ケージが ク ラ ス タ  ノ ード  ( ② ) 
上で起動および実行される と間も な く 、 アプ リ ケーシ ョ ン  サーバーは、 フ ェ イル

オーバー前と 同じ  IP ア ド レ ス を使用し てセン ト ラル イ ン ス タ ン スに再接続でき ます。

セン ト ラル イ ン ス タ ン ス  パッ ケージの再配置可能 IP ア ド レ スは、 その名が示す通

り 、 フ ェ イルオーバー発生時にパッ ケージ と と もに移動し ます。

図 10 パッケージ切り替え後のツイン パッケージ構成
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ソフ トウェアの要件

ご使用の SAP ラ ン ド スケープにおいて、 ク ラ ス タ  ソ フ ト ウ ェ アが正し く イ ン ス ト ー
ルおよび設定され、 ク ラ ス タが正常に機能し ている必要があ り ます。 た と えば、 セン
ト ラル イ ン ス タ ン ス  サーバー とデータベース  サーバーに単一のパッ ケージを設定す
るか、 それぞれのサーバーにパッ ケージを個別に設定するかを決定する必要があ り ま
す。 こ こ での決定が後の設定手順で重要にな り ます。

構成の要件

高可用性ク ラ ス タ内の SAP サーバーは、 適切な HPO のエージェ ン ト  ソ フ ト ウ ェ ア と
機能がイ ン ス ト ールおよび実行されている  HPO 管理対象 ノ ード と し て設定されてい
る必要があ り ます。

サービス レポート とパフォーマンス グラフ

高可用性ク ラ ス タ内のすべての ノ ード に対し て SPI for SAP のサービ ス  レポー ト と パ

フ ォーマン ス  グ ラ フ を生成し たい場合は、 以下の条件を満たす必要があ り ます。

• 適切な Performance Agent 機能 (HP Software Embedded Performance Component また
は HP Performance Agent ) がイ ン ス ト ールおよび設定され、 ク ラ ス タ内のすべての
ノ ード で使用可能になっている こ と。

• 適切な SPI for SAP Performance サブエージェ ン ト 機能がイ ン ス ト ールおよび設定さ
れ、 高可用性ク ラ ス タ内のすべての物理 ノ ード で使用可能になっている こ と。 SPI 
for SAP Performance サブエージェ ン ト のイ ン ス ト ール と設定の詳細は、 『HP 
Operations Smart Plug-in for SAP オン ラ イ ン ヘルプ (Windows 版 )』 を参照し て く だ
さ い。

• HP Performance Manager と  HP Reporter が、 高可用性ク ラ ス タ内の ノ ード を参照で
き るマシン上にイ ン ス ト ールされ、 正し く 設定され、 使用可能であ る こ と。 これ
らのサービ スは、 通常はク ラ ス タの一部ではない ( ク ラ ス タの一部とする必要が
ない ) こ と に注意し て く だ さい。

サービス ビュー

SPI for SAP に付属のツールを使用し て、 サービ ス  ビ ューを自動的に生成する こ と が
でき ます。 SPI for SAP でサービ ス  ビ ューを使用し たい場合は、 SAP 環境内で SPI for 
SAP の監視対象と するサービ ス を参照でき る よ う に設定する必要があ り ます。

高可用性ク ラ ス タ内のすべての物理 ノード は、 HPO コ ン ソールに追加されて
いな く てはな り ません。 さ らに、 r3itosap.cfg フ ァ イルの host-mapping セ
ク シ ョ ンに HPO メ ッ セージ ホ ス ト 名と し て定義し たホ ス ト 名について、
HPO コ ン ソールで、 システム タ イプを 「その他」 ( メ ッ セージのみ ) と し て
ホス ト を追加する必要があ り ます。 詳細は、  43 ページの 「監視対象の SAP 
R/3 システムの指定」 を参照し て く だ さい。

サービ ス検出プロセスは、 r3itosap.cfg フ ァ イルに保存されている情報
を使用し、 監視対象の SAP システムを決定し ます。 r3itosap.cfg フ ァ イ
ルの Host - Mapping セ ク シ ョ ンに、 高可用性ク ラ ス タ内の ノー ド名を入力す
る必要があ り ます。 詳細は、  57 ページの 「ク ラ ス タ環境における  SPI for SAP 
の設定」 を参照し て く だ さい。
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クラスタ環境における SPI for SAP のインストール

高可用性環境で SPI for SAP を使用するには、 HPO エージェ ン ト と  SPI for SAP イ ン ス
ト ル メ ンテーシ ョ ン、 およびポ リ シーを、 ク ラ ス タ内の SAP パッ ケージが実行され
るすべての ノ ード、 つま り ホ ス ト  ノード と引き継ぎ ノ ード にイ ン ス ト ールする必要
があ り ます。

SPI for SAP を ク ラ ス タ  ノ ード に配布する前に、 適切な SPI for SAP のポ リ シーを配布

する必要があ り ます。 た と えば、 SAP R/3 4.6/6.x セン ト ラル イ ン ス タ ン ス を含むパッ

ケージを実行するすべての管理対象 ノー ド には、 SAP R/3 4.6/6.x Central 
Instance などのセン ト ラル イ ン ス タ ン ス  ポ リ シー グループを配布する必要があ り

ます。 また、 SAP R/3 7.0 セン ト ラル イ ン ス タ ン ス を含むパッ ケージを実行するすべ

ての管理対象 ノ ード には、 ポ リ シー グループ SAP R/3 7.0 CentralInstance を
配布する必要があ り ます。

ノ ード上で SAP イ ン ス タ ン スが実行されていない場合には SPI for SAP モニ タはイ ン

ス ト ール直後から機能し ますが、 メ ッ セージは生成されません。 SAP パッ ケージが実

行されていない待機 ノ ード で SAP ダ イ ア ロ グを開 く  SPI for SAP ツールを実行し よ う

とする と、 エ ラーが返される こ と に注意し て く だ さい。

すでに管理対象ク ラ ス タ  ノ ード上でアプ リ ケーシ ョ ン  サーバー イ ン ス タ ン スが実行

中の場合は、 モニ タが実行されてアプ リ ケーシ ョ ン  サーバー イ ン ス タ ン スに関連す

る メ ッ セージを生成し ます。 通常セン ト ラル イ ン ス タ ン ス  サーバー上でのみ実行さ

れるモニ タは、 そのモニ タがパッ ケージ切 り 替え後に開始された場合に、 アプ リ ケー
シ ョ ン サーバー イ ン ス タ ン スの障害に関連する メ ッ セージを生成し ないよ う に設定

する必要があ り ます。 これによ り 、 メ ッ セージが重複し た り 、 紛らわしい メ ッ セージ
が生成された り する こ と を防止でき ます。 詳細は、 62 ページの 「特別な設定を必要

と する ケース」 を参照し て く だ さい。

SPI for SAP モニタをインストールするには

SPI for SAP モニ タ を高可用性環境にイ ン ス ト ールするには、 通常の環境へのイ ン ス
ト ール と同じ よ う に、 標準の HPO ポ リ シー配布の メ カニズムを使用し ます。 唯一の
違いは、 ク ラ ス タ内の各物理 ノード に対し て以下の操作が必要な点です。

1 前提条件

こ の項で説明する  SPI for SAP モニ タのイ ン ス ト ールを始める前に、 33 ページの
「SAP 固有タ ス ク の設定」 の項で説明し たすべての手順を完了し ている こ と を確
認し ます。 こ こ では、 SAP と  HPO が効率的に通信する ために必要な、 適切なア
カ ウ ン ト 、 ロ グオン、 パス、 および権限を設定するプロセスが一通 り 説明されて
います。

SPI for SAP のア ク シ ョ ン、 コマン ド 、 モニ タ、 およびポ リ シーのイ ン ス ト ー
ルを開始する前に、 SAP 環境の日次バッ ク ア ッ プが正し く セ ッ ト ア ッ プ さ
れ、 復元に使用でき る有効なバッ ク ア ッ プが用意されている こ と を確認し て
く だ さい。

こ の項で説明する  SPI for SAP のイ ン ス ト ール と 設定を始める前に、 適切な
ユーザー アカ ウ ン ト と 権限が SAP および HPO の両方にセ ッ ト ア ッ プ されて
いない と、 SPI for SAP のア ク シ ョ ン、 コマン ド、 およびモニ タが正常に機能
し ません。 このよ う な環境では、 誤った メ ッ セージや重複し た メ ッ セージが
生成された り 、 不正なパフ ォーマン ス  データが収集されて し まいます。
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2 高可用性ク ラ ス タ を反映し た r3itosap.cfg フ ァ イルのセ ッ ト ア ッ プ

r3itosap.cfg フ ァ イルの Host-mapping セ ク シ ョ ンに、 高可用性ク ラ ス タの設
定情報を入力する必要があ り ます。 r3itosap.cfg フ ァ イルは、 SPI for SAP で
監視する  SAP システムを指定する ためのフ ァ イルです。 r3itosap.cfg フ ァ イ
ルの詳細は、  43 ページの 「監視対象の SAP R/3 システムの指定」 を参照し て く だ
さ い。

3 モニ タ設定のチェ ッ ク

ク ラ ス タ  ノ ード上で実行する  SPI for SAP モニ タ を設定し ます。 高可用性ク ラ ス
タ内のすべての ノード に対する設定は同一でな く てはな り ません。 同一に設定し
てお く と 、 パッ ケージの切 り 替え後に、 紛らわしい メ ッ セージや誤解を まね く 可
能性のあ るパフ ォーマン ス  データが生成されるのを回避でき ます。 詳細は、 39 
ページの 「SPI for SAP モニ タの設定値のセ ッ ト ア ッ プ」 を参照し て く だ さい。

4 SPI for SAP コ ンポーネン ト の配布

HPO コ ン ソールを使用し て、 ク ラ ス タ内の各物理ノ ード に適切な SPI for SAP コ
ンポーネン ト を配布し ます。 配布するポ リ シーは、 管理対象 ノ ード で実行されて
いる  SAP のバージ ョ ン と一致し ていな く てはな り ません。 さ らに、 ク ラ ス タ内の

すべての ノード に対し て、 全 く 同一のコ ンポーネン ト  ( イ ン ス ト ル メ ンテーシ ョ

ンおよびポ リ シー ) を配布する必要があ り ます。 同一のコ ンポーネン ト を配布す

る こ と で、 SAP イ ン ス タ ン スがど こ で実行されているかに関係な く 、 SPI for SAP 
が同じ  SAP イ ン ス タ ン ス を同じ方法で監視し続け る よ う にする こ と ができ ます。

HPO 管理対象 ノードへの SPI for SAP コ ンポーネン ト の配布の詳細は、 43 ページ

の 「HPOM 管理タ ス ク の設定」 を参照し て く だ さい。 高可用性ク ラ ス タ内の各

ノ ード に対し て、 すべての手順を実行する必要があ り ます。

5 特別な考慮点

高可用性 ク ラ ス タの各ノ ード上で、 各モニ タが、 フ ェ イルオーバーによ るパッ
ケージの切 り 替えの前に も後で も、 履歴フ ァ イル r3<monitor_name>.his を確
実に参照でき る よ う にし ます。 これには、 各モニ タの設定フ ァ イル 
r3<monitor_name>.cfg で履歴パス を設定し ます。 SPI for SAP モニ タ履歴フ ァ
イルの場所と 、 設定または変更が必要なオプシ ョ ンの詳細は、 60 ページの 「高可
用性ク ラ ス タにおける履歴フ ァ イルの監視」 を参照し て く だ さい。

クラスタ環境における SPI for SAP の設定

ホ ス ト  ノード と 引き継ぎ ノ ード が同一の役割を持つ高可用性ク ラ ス タでは、 SPI for 
SAP を  2 回設定するの と 同様の方法で SPI for SAP を設定でき ますが、 以下の点につ
いて注意が必要です。

1 SPI for SAP の SAP ロ グオン と ユーザー アカ ウ ン ト

r3itosap.cfg フ ァ イルの HostSapAssign セ ク シ ョ ンを使用し て、 SAP ロ グオン、
アカ ウ ン ト など をセ ッ ト ア ッ プし ます。 これらの設定は、 ク ラ ス タ内のすべての
物理ノ ード上の SPI for SAP について必要です。 詳細は、 62 ページの 「高可用性
環境での SAP ロ グオンの定義」 を参照し て く だ さい。

2 監視対象と する高可用性ク ラ ス タ  ノー ド の情報の SPI for SAP への登録 

r3itosap.cfg フ ァ イルの Host-mapping セ ク シ ョ ンに、 高可用性ク ラ ス タの設
定情報を入力する必要があ り ます。 r3itosap.cfg フ ァ イルは、 SPI for SAP で

こ の規則の唯一の例外は、 引き継ぎ ノード がすでにアプ リ ケーシ ョ ン  サー
バー と し て設定されている場合です。 詳細は、 62 ページの 「特別な設定を必
要とする ケース」 を参照し て く だ さい。
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監視する  SAP システムを指定する ためのフ ァ イルです。 た と えば、 高可用性ク ラ
ス タ内の物理ホ ス ト 名と 、 ク ラ ス タか ら発生し た メ ッ セージを  HPO コ ン ソール
に表示する際に関連付ける仮想ホ ス ト 名または再配置可能ホ ス ト 名を指定する必
要があ り ます。 さ らに、 物理 ノー ド の リ ス ト に、 SAPLOCALHOST に定義された
ホ ス ト 名を指定する必要も あ り ますが、 指定する必要があ るのは、 このホ ス ト の
名前が受信 メ ッ セージ と関連付けたいホ ス ト 名 と異なる場合のみです。

r3itosap.cfg フ ァ イル、 host-mapping セ ク シ ョ ンに追加の必要なエン ト リ 、 お
よび必要な構文の詳細は、  43 ページの 「監視対象の SAP R/3 システムの指定」 を
参照し て く だ さい。

3 SPI for SAP モニ タの設定

ク ラ ス タ内の、 パッ ケージを実行する よ う 設定されているすべての物理 ノード
で、 SPI for SAP モニ タ を全 く 同一に設定する必要があ り ます。 SPI for SAP モニ タ

の設定の詳細は、  47 ページの 「Smart Plug-in for SAP モニ タの設定」 を参照し て

く だ さい。

ク ラ ス タ内の特定の ノ ード に固有のローカル設定をする こ と はお勧めし ません。
固有の設定をする と 、 パッ ケージが切 り 替わった後に監視条件が変わって し ま う
可能性があ り ます。 62 ページの 「特別な設定を必要 とする ケース」 は、 この規則
の例外を示し ています。

4 SPI for SAP コ ンポーネン ト の配布

こ の作業では、 パッ ケージが設定および実行されている高可用性ク ラ ス タ内のす
べての物理ノ ード に、 適切な SPI for SAP コ ンポーネン ト を割 り 当ておよび配布し
ます。 SPI for SAP コ ンポーネン ト の配布の詳細は、  47 ページの 「SPI for SAP ポ
リ シーの管理対象ノ ードへの配布」 を参照し て く だ さい。

5 SPI for SAP モニ タの履歴フ ァ イル

フ ェ イルオーバー パッ ケージ切 り 替えの前と後の両方で、 各 SPI for SAP モニ タ

が正しい履歴フ ァ イルを確実に使用でき る よ う にし ます。 詳細は、 60 ページの

「高可用性ク ラ ス タにおける履歴フ ァ イルの監視」 を参照し て く だ さい。

6 個々の SAP 環境に特別な要件

個々の SAP 環境特有の要件を SPI for SAP モニ タが確実に認識する よ う にし ます。
詳細は、 62 ページの 「特別な設定を必要とする ケース」 を参照し て く だ さい。

クラスタ  ノード上のホスト  マッピング

HPO DCE エージ ェ ン ト は、 高可用性ク ラ ス タ内で複数の IP ア ド レ スが単一の物
理 ノード に割 り 当て られている こ と を検出する と、 該当する  IP ア ド レ スに関連付
け られた ク ラ ス タ  ノ ード の HPO 管理サーバーに登録されたホ ス ト 名を示す メ ッ
セージを送信し ます。 これは、 メ ッ セージが送信された時点で ク ラ ス タ  パッ ケー
ジが実行されていた ノ ード の名前です。

こ の動作は ク ラ ス タ環境での HPO DCE エージェ ン ト の機能ですが、 SPI for SAP 
のホ ス ト  マ ッ ピングの機能を無効にし、 場合によ っては、 コ ン ソールに表示され
る メ ッ セージに間違った名前が関連付け られている状況が発生する可能性があ り
ます。 ホ ス ト  マ ッ ピング機能に確実に本来の動作を させ、 正しいホ ス ト 名が高可

HPO エージェ ン ト が ク ラ ス タ内の物理 ノード上で起動し ている場
合、 追加の手動設定手順を実行し、 コ ン ソールの メ ッ セージが必ず
正しい ノード 名を表示する必要があ り ます。 詳細は、  58 ページの
「ク ラ ス タ  ノ ード上のホ ス ト  マ ッ ピング」 を参照し て く だ さい。

ク ラ ス タ内の引き継ぎ ノード がアプ リ ケーシ ョ ン  サーバー と し ての役割も果
たす場合は、 設定手順を開始する前に、 62 ページの 「特別な設定を必要 とす
る ケース」 の説明を必ずお読み く だ さい。
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用性ク ラ ス タから送信される  SPI for SAP メ ッ セージに表示される よ う にするに
は、 以下のよ う に HPO ノー ド上で DCE エージ ェ ン ト 機能を無効化する必要があ
り ます。

1 HPO DCE エージェ ン ト を実行し てお り 、 コマン ド  shell をオープンする高可用性

ク ラ ス タの物理 ノード に、 管理者権限のあ るユーザーでロ グオン し ます。

2 opcinfo フ ァ イルの場所を特定し、 編集用に開き ます。 opcinfo フ ァ イルは次

の場所にあ り ます。

• UNIX および Linux オペレーテ ィ ング システム :

/opt/OV/bin/OpC/install/opcinfo

• Microsoft Windows オペレーテ ィ ング システム :

%OvAgentDir%¥bin¥OpC¥install¥opcinfo

3 HPO が管理する  DCE エージェ ン ト については、 高可用性ク ラ ス タ内の各物理

ノ ード上の opcinfo フ ァ イル内の  OPC_SET_PROXY_FLAG_FOR_IP_ADDRESSES 
キーワード を使用し て、 ク ラ ス タ  ノー ド の 1 つから送信された メ ッ セージがコ ン

ソールに表示される際に、 HPO 管理サーバー上に登録されている ク ラ ス タ  ノ ー

ド 名に置き換え るパ ッ ケージの IP ア ド レ ス  ( 仮想 ノード ) を指定し ます。 例 :

OPC_SET_PROXY_FLAG_FOR_IP_ADDRESSES <Pkg_IP_Address>

ご使用の高可用性ク ラ ス タで複数のパッ ケージ (SAP 用 と  Oracle 用など ) が実行
されている場合は、 次のよ う にカンマ (",") を使用し て リ ス ト 内の複数の IP ア ド
レ ス を区切 り ます。

OPC_SET_PROXY_FLAG_FOR_IP_ADDRESSES ¥ 
<SAP_Pkg_IP_Address,Oracle_Pkg_IP_Address,...>

4 次のコマン ド を使用し て、 新しい設定でエージェ ン ト を再起動させます。

opcagt -kill; opcagt -start

59 ページの例 2 に、 opcinfo フ ァ イルでのプロ キシ フ ラ グの設定方法を示し ます。

例 2:   opcinfo ファイルでのプロキシ フラグの設定

#############################################################
# File:         opcinfo
# Description:  Installation Information of HPO Managed Node
# Package:      HP Operations
#############################################################
OPC_INSTALLED_VERSION A.07.29
PERF_INSTALLED_VERSION A.07.27
SVCDISC_INSTALLED_VERSION A.07.28
COMM_INSTALLED_VERSION 2.6.8.0
OPC_MGMT_SERVER pc057.test.test
OPC_INSTALLATION_TIME 01/15/06 16:58:51
OPC_SG FALSE
OPC_SET_PROXY_FLAG_FOR_IP_ADDRESSES 12.34.67.89

OPC_SET_PROXY_FLAG_FOR_IP_ADDRESSES の IP ア ド レ ス定
義の リ ス ト 内では空白は使用でき ません。 OPC_IP_ADDRESS に指
定された IP ア ド レ スは IP ア ド レ スの リ ス ト に含めないよ う にし て
く だ さい。
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高可用性クラスタにおける履歴ファイルの監視

SPI for SAP のア ラー ト  モニ タであ る  r3monal、 r3mondev、 r3monpro、 および 
r3status は、 それぞれ個別の履歴フ ァ イルを持ちます。 履歴フ ァ イルの拡張子は 
.his です。 た と えば、 r3monal.his と な り ます。 いずれかの SPI for SAP モニ タが

開始する ご と に、 そのモニ タは履歴フ ァ イル r3<monitor_name>.his の内容に基づ

いて 後に監視された イベン ト を判別し、 今回の監視の開始点を決定し ます。 この メ
カニズムは、 同じ メ ッ セージを繰 り 返し生成し ないよ う にする ための ものです。

r3monal は、 監視対象の SAP システムが実行中で、 SPI for SAP モニ タが接続でき る

場合にのみ、 それぞれの履歴フ ァ イルに新しい情報を書き込む、 と い う 点に注意し て
く だ さい。 監視対象の SAP システムが実行中でない場合には、 新のモニ タの実行

を反映し て タ イ ム ス タ ンプのみを更新し ます。 一方、 r3mondev、 r3monpro、

r3status の各モニ タは、 監視対象の SAP システムが実行中かど う かに関係な く 、

モニ タ を起動する ご と にそれぞれの履歴フ ァ イルに書き込みを行います。

例 3:  r3monal モニタの履歴ファイル r3monal.his

#-----------------------------------------------------------
# Keyword SAP SAP SAP Last Scan
# System Number Instance Time
LastScannedSystem =SP6 =33 =DVEBMGS33 =1073908785
----------------------------------------------------------------

SPI for SAP モニ タの履歴フ ァ イルは、 管理対象 ノ ード に常駐し ます。 こ の管理対象

ノ ード でモニ タは、 各モニ タの設定フ ァ イル r3<monitor_name>.cfg で指定された

デ ィ レ ク ト リ で実行されています。 デフ ォル ト では、 このデ ィ レ ク ト リ は、 MS 
Windows 管理対象 ノ ード の場合は %OVAGENTDIR%¥conf¥sapspi であ り 、 AIX 以外

のすべての UNIX 管理対象 ノード の場合は /var/opt/OV/conf/sapspi です。 AIX 
は、 DCE または HTTPS 管理対象ノ ード にデ ィ レ ク ト リ  /var/[lpp | opt]/OV/
conf/sapspi を使用し ます。

SPI for SAP モニ タが履歴フ ァ イルを検出でき ない、 または読み込めない場合、 モニ タ

はその時点を初回の起動であ る と仮定し て監視を開始し ます。 ただし、 ア ラー ト  モ
ニ タ  r3moncol は例外で、 SAP ア ラー ト  ロ グ データベースの該当のテーブルを読み

込み、 モニ タ開始前の 2 日間に集められた情報について SAP の ト レース  フ ァ イル と

ロ グ フ ァ イルを解析し ます。 この動作によ り 、 重複し た メ ッ セージが大量に発生す

る可能性があ り ます。

ク ラ ス タパッ ケージが他の ノ ード に切 り 替わった場合、 SPI for SAP モニ タは障害を起

し た ク ラ ス タ  ノード 上に保存されている 新の履歴フ ァ イルにア ク セスでき な く な

り ます。 こ の場合、 すでに HPO コ ン ソールに送信済みの問題に関する メ ッ セージが

重複し て生成される可能性があ り ます。

パッ ケージの切 り 替え後も  SPI for SAP モニ タ履歴フ ァ イルをモニ タが利用でき る よ

う にするには、 ク ラ ス タ内のパッ ケージを実行する各物理 ノード で、 各モニ タの履歴
フ ァ イルを ローカルに保存し、 適切なモニ タ固有の設定フ ァ イルにローカル履歴パス
を定義する必要があ り ます。 61 ページの例 4 は、 r3monale モニ タの設定フ ァ イルの

例を示し ています。 この例では、 履歴パスは ク ラ ス タ  ノー ド で実行されているオペ

レーテ ィ ング システムに応じ て設定されています。 この設定は変更可能です。 さ ら

に、 モニ タ を実行する物理ク ラ ス タ  ノ ード名に合わせて <hostname> を変更する こ

と ができ ます。

SPI for SAP モニ タが履歴フ ァ イルを検出でき ない、 または読み込めない場
合、 モニ タは 新のモニ タ実行がいつであったかを知る こ と ができず、 報告
が必要なア ラー ト と 無視し てかまわないア ラー ト の区別がつかな く な り ま
す。
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例 4:  <monitor>.cfg ファイルでの履歴ファイル パスの変更

#------------------------------------------------------------
# History hostname path
# Path
#
HistoryPathUnix =<hostname_1> =default
HistoryPathAIX =<hostname_2> =default
HistoryPathWinNT =<hostname_3> =default
#-----------------------------------------------------------

設定フ ァ イルを こ のよ う に変更する と、 パッ ケージの切 り 替えの際に も  SPI for SAP 
モニ タは履歴フ ァ イルの場所を特定でき、 ほ と んどの場合に、 重複し た メ ッ セージを
送信し ないよ う にする こ と ができ ます。 引き継ぎ ノー ド から ク ラ ス タ内のホ ス ト  
ノ ードへパッ ケージが再度切 り 替わった場合にも、 同様のプロセスがあてはま り ま
す。

アラート  モニタについての特別な考慮点

こ の項では、 高可用性環境に SPI for SAP ア ラー ト  モニ タ をセ ッ ト ア ッ プする ための

情報を記載し ています。 ア ラー ト  モニ タ設定フ ァ イルの内容および特に r3monal の
キーワード についての詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP オン ラ イ ン  ヘル

プ (Windows 版 )』 を参照し て く だ さい。 SPI for SAP ア ラー ト  モニ タ を高可用性環境

にセ ッ ト ア ッ プするには、 以下の手順を実行する必要があ り ます。

1 r3monal モニ タで、 SAP の CCMS ア ラー ト に対する自動確認応答の機能を有効 
(=1) にし て、 重複し た メ ッ セージが HPOM コ ン ソールに表示されないよ う にし ま

す。

2 CCMS から  HPOM コ ン ソールに転送し たい メ ッ セージについて、た と えば CCMS 
モニ タ  セ ッ ト を 「HPO」、 CCMS モニ タ を 「SPI Monitoring」 のよ う に定義し ま

す。 なお、 モニ タセ ッ ト 機能は XMI/XAL イ ン ターフ ェースでのみ使用可能です。

61 ページの例 5 は、 XMI/XAL イ ン ターフ ェース を使用する よ う に r3monal モニ タ

を設定する ための r3monal.cfg フ ァ イルのパラ メ ータ を示し ています。 XMI/XAL 
イ ン ターフ ェースは、 SAP 4.6 またはそれ以降で使用可能で、 ク ラ ス タ環境では 
r3monal モニ タに対し て必ず有効に設定し ます。

例 5:  CCMS 監視セッ ト

# Triggers auto-acknowledge of CCMS alerts
#------------------------------------------------------------
# CCMSAcknowledgeMessage SAP Ack. filtered Enable=1
# System Messages Disable=0
CCMSAcknowledgeMessage =SP6 =0 =1

# A Monitor Set defines the messages you want to forward to
# the HPO console. 
#------------------------------------------------------------
# Monitor Set SAP SAP Monitor Set Monitor  
# System Number    
CCMSMonitorSet =SP6 =33 =HPO =SPI-Monitoring 
-------------------------------------------------------------

履歴フ ァ イルのパスが複数の場所で定義されている場合、 た と えば環境変数 
SAPOPC_HISTORYPATH と  r3<monitor_name>.cfg モニ タ設定フ ァ イルで
定義されている よ う な場合は、 環境変数 SAPOPC_HISTORYPATH の定義が優
先し ます。
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さ らに、 パッ ケージのフ ェ イルオーバーの際に r3monal が重複し た メ ッ セージを送

信し ないよ う にする ために、 キーワード  CCMSAcknowledgeMessage を使用し て、

r3monal モニ タに対し て、 SAP の CCMS ア ラー ト の自動確認応答機能を有効にする

必要があ り ます。 この機能は自動的に SAP の CCMS ア ラー ト に対し て確認応答を返

し て、 SPI for SAP がア ラー ト を繰 り 返し検出し て メ ッ セージの生成に使用するのを防

ぎます。

高可用性環境での SAP ログオンの定義

SPI for SAP を高可用性環境にセ ッ ト ア ッ プする場合は、 r3itosap フ ァ イルに、 ク ラ

ス タ内のすべての物理 ノ ー ド 上の SAP イ ン ス タ ン スへの参照を必ず記述し て く だ さ

い。 SPI for SAP は、 このフ ァ イルを使用し てすべての SAP ロ グオンを定義し ます。

こ のフ ァ イルに SAP ロ グオン情報を入力する場合は、 高可用性ク ラ ス タの物理 ノ ー

ド 名を使用する必要があ り ます。 SPI for SAP モニ タは、 ホ ス ト 名の名前検索を行 う 際

に、 パッ ケージに関連付け られた再配置可能 IP ア ド レ スではな く 、 物理ノ ード を参

照する ためです。 ク ラ ス タ環境での SAP ロ グオンの指定の詳細は、 43 ページの 「監

視対象の SAP R/3 システムの指定」 を参照し て く ださ い。

高可用性ク ラ ス タ内の引き継ぎ ノ ード がすでにアプ リ ケーシ ョ ン  サーバー と し て設
定されている場合、 セン ト ラル イ ン ス タ ン ス  (=CI) と アプ リ ケーシ ョ ン サーバー 
(=APP) の両方に対する ロ グオンは、 一部の SPI for SAP コ ンポーネン ト の問題につな
がる可能性があ り ます。 た と えば、 r3moncol と  r3monpro は、 62 ページの 「特別な
設定を必要と する ケース」 に説明されている よ う に特別な設定を必要 と し ます。

特別な設定を必要とするケース

効率やコ ス ト と いった理由から、 高可用性ク ラ ス タ内の引き継ぎ ノード がすでにアプ
リ ケーシ ョ ン  サーバーと し て使用されている場合があ り ます。 対象の環境が このよ
う な構成で、 かつ定常的に負荷が高 く 、 フ ェ イルオーバーによ るパッ ケージ切 り 替え
後にも セン ト ラル イ ン ス タ ン スが以前 と同じパフ ォーマン ス を維持する必要があ る
場合は、 フ ェ イルオーバー後に引き継ぎ ノ ード のアプ リ ケーシ ョ ン  サーバーを停止
し て、 マシンのパフ ォーマン ス をセン ト ラル イ ン ス タ ン スのみに使用させる こ と も
でき ます。 そのよ う な場合には、 ユーザーからの負荷を使用可能な他のアプ リ ケー
シ ョ ン サーバーに分散し ます。

パフ ォーマン スが問題にな ら ない環境であれば、 フ ェ イルオーバーによ るパッ ケージ
切 り 替えの後も アプ リ ケーシ ョ ン  サーバー イ ン ス タ ン ス を引き継ぎ ノード上でその
ま ま実行し ておいて もかまいません。 ただし、 SAP アプ リ ケーシ ョ ン  サーバーのイ
ン ス タ ン ス を  SAP セン ト ラル イ ン ス タ ン ス と 同じマシンで実行する場合は、 確実に 
SPI for SAP モニ タに この事実を認識させて、 セン ト ラル イ ン ス タ ン ス と アプ リ ケー
シ ョ ン サーバーの両方に対し て メ ッ セージを生成し ないよ う にする必要があ り ます。
セン ト ラル イ ン ス タ ン スに対し てのみ動作する よ う に設計されている  SPI for SAP モ
ニ タは、 アプ リ ケーシ ョ ン  サーバー イ ン ス タ ン スの監視を行わないよ う にセ ッ ト
ア ッ プする必要があ り ます。 た と えば、 r3moncol と  r3monpro モニ タには特別な注
意が必要です。

SPI for SAP は、 r3itosap.cfg フ ァ イルの host-mapping セ ク シ ョ ンを使用
し て、 高可用性ク ラ ス タの設定情報を定義し ます。 この情報には、 物理ホ ス
ト 名やク ラ ス タから発信される メ ッ セージ と関連付け られた管理対象 ノード
名などが含まれます。 詳細は、  57 ページの 「ク ラ ス タ環境におけ る  SPI for 
SAP の設定」 を参照し て く だ さい。
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各 SPI for SAP モニ タにはそれぞれ固有の設定フ ァ イルがあ り 、 このフ ァ イルで、 モ
ニ タが SAP ラ ン ド スケープ内のどの SAP R/3 イ ン ス タ ン ス を監視対象 とするか、 さ
らにはどの情報を収集すべきかを定義し ます。 た と えば、 r3monpro.cfg フ ァ イルを
使用し て、 セン ト ラル イ ン ス タ ン スのプロセス またはアプ リ ケーシ ョ ン  サーバーの
イ ン ス タ ン スに関連付け られたプロセスの情報を収集する よ う   r3monpro モニ タ を設
定し ます。 『HP Operations Smart Plug-in for SAP オン ラ イ ン ヘルプ (Windows 版 )』 に
は、 個々の SPI for SAP モニ タについての多 く の情報 と と もに、 ご使用の環境の要件
に合わせる ためにどのよ う な設定が可能かについての ヒ ン ト も記載されていますの
で、 必要に応じ て参照し て く だ さい。

表 8 に、 SAP イ ン ス タ ン ス  タ イプ と モニ タ と の対応を示し ます。

引き継ぎ ノード上で実行中のアプ リ ケーシ ョ ン  サーバーに関連付け られた 
SAP イ ン ス タ ン ス番号は、 フ ェ イルオーバーによ るパッ ケージ切 り 替えの後
に引き継ぎ ノ ード で開始する  SAP セン ト ラル イ ン ス タ ン ス と関連付け られ
た SAP イ ン ス タ ン ス番号と は同じではあ り ません。

表 8 SPI for SAP モニタと  SAP インスタンス タイプ

SPI for SAP モニタ名
セン ト ラル インスタン

ス

アプリケーシ ョ
ン サーバー

r3monaco ✓

r3monale ✓

r3monal a ✓

r3monchg ✓

r3moncts ✓

r3mondev ✓ ✓

r3mondisp ✓ ✓

r3mondmp ✓

r3monjob ✓

r3monlck ✓

r3monoms b ✓

r3monpro ✓ ✓

r3monpro ✓

r3monsec ✓

r3monspl ✓

r3status ✓ ✓

r3montra ✓

r3monupd ✓

r3monusr ✓

r3monwpa ✓

a. CCMS 4.x のみ
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高可用性クラスタでの r3moncol モニタ

r3moncol モニ タは、 iDOC ステータ ス  モニ タの r3monale や ABAP ダンプ モニ タの 
r3mondmp を含むすべての SPI for SAP ア ラー ト 収集モニ タから ア ラー ト を収集し ま
す。 各ア ラー ト  モニ タは、 定義されたス ケジュールに従ってア ラー ト  コ レ ク タが確
実に実行される よ う にし、 呼び出し た関数から返される メ ッ セージを報告し ます。

r3moncol モニ タは、 SAP セン ト ラル イ ン ス タ ン ス上でのみ実行される こ と を意図し

ています。 アプ リ ケーシ ョ ン  サーバー上で実行される よ う には設計されていません。

し たがって、 高可用性ク ラ ス タ内の引き継ぎ ノード がアプ リ ケーシ ョ ン  サーバーを

実行し ている場合は注意が必要です。 フ ェ イルオーバーによ って引継ぎ ノード 上のセ
ン ト ラル イ ン ス タ ン スに切 り 替わった後で開始されるモニ タが、 アプ リ ケーシ ョ ン  
サーバーと セン ト ラル イ ン ス タ ン スのどち らの SAP イ ン ス タ ン ス を監視するかにつ

いて混乱し ないよ う に注意する必要があ り ます。

セン ト ラル イ ン ス タ ン ス と アプ リ ケーシ ョ ン  サーバーが同じ ク ラ ス タ  ノー ド で同時

に実行されている場合に起こ る問題を回避するには、 た と えば、 システムのフ ェ イル
オーバー後に引き継ぎ ノード でセン ト ラル イ ン ス タ ン スが開始された と きに 
r3moncol が起動するモニ タすべてが、 アプ リ ケーシ ョ ン  サーバーと 関連付け られた

ア ラー ト を無視し てセン ト ラル イ ン ス タ ン スのア ラー ト のみを監視する よ う する、

と いった設定が必要にな り ます。 このためには、 63 ページの表 8 に リ ス ト されている  
SPI for SAP の各セン ト ラル イ ン ス タ ン ス  モニ タの設定フ ァ イルを変更し て、 モニ タ

と 特定の SAP セン ト ラル イ ン ス タ ン ス番号 (00 など ) を関連付けます。 デフ ォル ト で

は、 SPI for SAP モニ タは、 ノ ード上にあ るすべての SAP イ ン ス タ ン ス を監視する よ

う に設定されます。 こ こ で取 り 上げた特別なケースでは、 監視の不要なアプ リ ケー
シ ョ ン サーバー イ ン ス タ ン スが含まれて し まいます。

例 6 は、 モニ タ  r3monale を引き継ぎ ノード  nodename2.com 上のセン ト ラル イ ン ス
タ ン ス  ( た と えば 00) のみを監視し、 すでに実行中のアプ リ ケーシ ョ ン  サーバー ( た
と えば 01) のイ ン ス タ ン ス を監視し ないよ う に設定し た場合の、 引き継ぎ ノ ード上の 
r3monale モニ タの設定フ ァ イルを示し ています。 このフ ァ イルに指定する ノード名
は、 物理ク ラ ス タ  ノ ード名であ る こ と に注意し て く だ さい。 < CI> はセン ト ラル イ ン
ス タ ン スの SID を参照し ます。 また、 64 ページの例 6 と  65 ページの例 7 に示す設定
フ ァ イルは、 一部省略されてお り 、 便宜上 (...) と い う 形式で表されています。

例 6:  r3monale モニタを SAP インスタンス番号に関連付ける

#AlertMonFun SAP SAP SAP SAP Alert Enable=1 (...)
# Host Sys Num Client Monitor Disable=0 (...)
#------------------------------------------------------------------
AlertMonFun =node2.com =<CI> =00 =099 =ALE =1 (...)

高可用性クラスタでの r3monpro モニタ

r3monpro モニ タは、 ダ イ ア ロ グ、 エンキ ュー、 ア ッ プデー ト 、 バッチ、 デ ィ スパッ
チ、 メ ッ セージ、 ゲー ト ウ ェ イ、 およびスプール ワーク プロセスなど、 指定された 
SAP イ ン ス タ ン スに関連付け られたすべてのプロセス を スキ ャ ン し、 確認し ます。 ま
た、 r3monpro モニ タはデータベース  プロセスの監視に使用する こ と もでき ます。

高可用性ク ラ ス タ内の引き継ぎ ノ ード がアプ リ ケーシ ョ ン  サーバーを実行し ている

場合、 パッ ケージの切 り 替え後にそのパッ ケージによ って開始される  r3monpro モニ

タは、 セン ト ラル イ ン ス タ ン スに属するプロセス と 同様にアプ リ ケーシ ョ ン  サー

バーに関連付け られたプロセス も監視が必要であ る こ と を認識し ないこ と に注意する
必要があ り ます。 アプ リ ケーシ ョ ン  サーバーに関連付け られたプロセス を監視対象

と し て認識させる  1 つの方法は、 r3monpro が監視するプロセスの正確な番号を  

b. SAP の変更に伴い、 WebAS 7.0 では、 操作モード  モニ タ  r3monoms 
がサポー ト されません。
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r3monpro.cfg フ ァ イルに指定する こ と です ( カ ラ ム Process number=#)。 監視対

象のプロセスの番号は、 各 ノ ード においてフ ェ イルオーバーによ るパッ ケージ切 り 替
えの前後で同じであ る必要があ り ます。

さ らに、 複数の SAP イ ン ス タ ン ス を実行する ノ ード  ( た と えばパッ ケージ切 り 替えの

後など ) で、 特定の SAP イ ン ス タ ン スに属するプロセスだけを監視する よ う に 
r3monpro モニ タ を設定し たい場合には、 どの SAP イ ン ス タ ン ス を監視すべきかを認

識する よ う に r3monpro モニ タ を設定する必要があ り ます。 監視すべき イ ン ス タ ン ス

を認識させるには、 ク ラ ス タ内の引き継ぎ ノー ド上の r3monpro.cfg フ ァ イルを、

各 SAP イ ン ス タ ン ス番号 ( カ ラ ム  SAP Number= に定義 ) が適切なプロセス名 と 定義

されたプロセス  イ ン ス タ ン スの番号に リ ン クする よ う に変更し ます。 例 7 を参照し

て く だ さい。

例 7:  r3monpro モニタを SAP インスタンス番号に関連付ける

#AlertInstMonPro SAP SAP Process Enable Mode Proc (...)
# Sys Num Name =1 Num (...)
#------------------------------------------------------------------
AlertInstMonPro =T11 =00 =dw.sapSID* =1 =Min =9 (...)
AlertInstMonPro =T11 =01 =dw.sapSID* =1 =Min =6 (...)

クラスタ環境でのパフォーマンス ツール

Performance Agent ( または HP Software Embedded Performance Component) を使用し て、

高可用性環境の SAP R/3 を監視する場合は、 ク ラ ス タ内の両方の ノ ード、 つま り ホ ス

ト  ノ ード と 引き継ぎ ノード に Performance Agent を イ ン ス ト ールし て、 両方の ノ ード

の同じ SAP システム ID を監視する よ う に Performance Agent を設定する必要があ り ま

す。

フ ェ イルオーバーと その後のパッ ケージ切 り 替えが実行される と、 Performance Agent 
はホ ス ト  ノ ード上での SAP メ ト リ ッ ク の値の収集を停止し、 引き継ぎ ノ ード でパッ

ケージが開始される と同時に、 引き継ぎ ノ ード の監視および適切な SAP メ ト リ ッ ク

の報告を開始し ます。 CPU やデ ィ ス ク のパフ ォーマン ス と いった物理コ ンポーネン

ト の メ ト リ ッ クは、 パッ ケージがどち らの ノー ド で実行されているかに関わらず、 引
き続き両方の ノ ード上で収集されます。 この点を考慮し て、 パフ ォーマン ス  レポー

ト と グ ラ フを生成する よ う にし て く だ さい。

クラスタ環境でのサービス レポート とパフォーマン
ス グラフ

高可用性ク ラ ス タ内のすべての ノ ード の SPI for SAP サービ ス  レポー ト と パフ ォーマ

ン ス  グ ラ フ を生成し たい場合は、 HP Performance Manager と  HP Reporter がイ ン ス

ト ールされ、 正し く 設定され、 ク ラ ス タ  ノー ド を参照でき るマシン上で実行されて

いなければな り ません。 さ らに、 適切な Performance Agent 機能 (HP Software 

SAP SPI サービ ス  レポー ト は、時間の経過と と もに ク ラ ス タ上の Performance 
Agent エージ ェ ン ト によ って収集された値を相互に関係付けます。 これは、
パッ ケージがホス ト  ノード から引き継ぎ ( バッ ク ア ッ プ ) ノ ード に切 り 替
わった場合に、 切 り 替え られた イ ン ス タ ン スの値が ク ラ ス タ内の 2 つの ノ ー
ド に分かれて し ま う こ と を意味し ます。 対象の環境がこ のケースにあてはま
る場合には、 SAP パフ ォーマン スの全容を把握する ためには両方の ノー ド か
らの報告を使用する必要があ り ます。
65



クラスタ環境でのサービス ビュー
Embedded Performance Component または HP Performance Agent) がイ ン ス ト ールおよび

設定され、 高可用性ク ラ ス タ内のすべての ノー ド で使用可能 と なっている こ と と、 適
切な SPI for SAP Performance サブエージェ ン ト 統合機能がイ ン ス ト ールされ、 正し く

設定されている こ と も確認する必要があ り ます。

SAP、 ハード ウ ェ ア、 ネ ッ ト ワーク関連の メ ト リ ッ ク を使用し て高可用性ク ラ ス タの
レポー ト と グ ラ フを生成でき ます。 これらの メ ト リ ッ クは、 Performance Agent が ク ラ
ス タ内の物理 ノ ード から収集し ます。 Performance Agent はク ラ ス タ内のすべての物理
ノ ード上で実行され、 SAP パッ ケージ と は無関係のため、 ハード ウ ェ アまたはネ ッ ト
ワーク関連の メ ト リ ッ ク を使用する レポー ト は、 SAP パッ ケージの実行されていない
期間も含むよ う に設定する こ と ができ ます。 た と えば、 パッ ケージ切 り 替え前の引き
継ぎ ノ ードやパッ ケージ切 り 替え後のホ ス ト  ノ ード を レポー ト 対象に含める こ と が
でき ます。 ステータ スや可用性などの SAP 関連の メ ト リ ッ クは、 パッ ケージを実行
し ている物理 ノ ード と ( およびパッ ケージを実行し ている期間 ) に リ ン ク し ています
ので注意し て く だ さい。

クラスタ環境でのサービス ビュー

SPI for SAP に付属のツールを使用し て、 SAP 環境のサービ ス  ビ ューを自動的に生成
する こ と ができ ます。 SPI for SAP でサービ ス  ビ ューを使用し たい場合は、 SAP ラ ン
ド スケープ内で SPI for SAP の監視対象 とするサービ ス を参照でき る よ う に設定し、
受信 メ ッ セージが ク ラ ス タ内の適切な物理 ノー ド に リ ン ク されている こ と を確認する
必要があ り ます。

サービ ス検出ポ リ シーは r3itosap.cfg フ ァ イルを読み込み、 host-mapping セ ク
シ ョ ンから  SPI for SAP が監視する  SAP システムを決定する必要があ り ます。
r3itosap.cfg フ ァ イルの host-mapping セ ク シ ョ ンでは、 高可用性ク ラ ス タ内の
ノ ード名を指定し ます。 さ らに、 ク ラ ス タの ノード から生成される メ ッ セージ と ノ ー
ド 名を関連付けます。 r3itosap.cfg フ ァ イルの内容の詳細は、  57 ページの 「ク ラ
ス タ環境における  SPI for SAP の設定」 および  43 ページの 「監視対象の SAP R/3 シス
テムの指定」 を参照し て く だ さい。

クラスタ環境での SPI for SAP ソフ トウェアの削除

SPI for SAP の ソ フ ト ウ ェ ア と機能は、 製品がイ ン ス ト ールされ設定された高可用性ク
ラ ス タ内の各物理ノ ード から削除する必要があ り ます。 これには、 以下の手順を実行
し ます。

1 ク ラ ス タ内の管理対象 ノード に SPI for SAP Performance サブエージェ ン ト を イ ン

ス ト ールし た場合は、 手順 2 に進む前に、 高可用性ク ラ ス タ内の SAP 管理対象

ノ ード から、 このサブエージ ェ ン ト と関連コ ンポーネン ト を削除する必要があ り
ます。 詳細は、 111 ページの 「管理 ノード からの SAP 管理機能の削除」 を参照し

て く だ さい。

オペレーテ ィ ング システム (OS) レポー ト はク ラ ス タ内の個々の物理ノ ード
に関連付け られている こ と に注意し て く だ さい。 これは、 SPI for SAP モニ タ
が、 SAP パッ ケージが実行されていな く て も  ( た と えばバッ ク ア ッ プ ( 引き
継ぎ ) ノ ード上で ) OS データ を収集する こ と を意味し ます。

サービ ス ツ リ ーに表示されるのは物理 ノ ード のみで、 データは任意の時点で
パッ ケージが実行されている物理 ノー ド からのみ収集されます。
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2 SPI for SAP Performance サブエージェ ン ト を削除し た ら、 高可用性ク ラ ス タ内の 
SAP 管理対象 ノー ド から  SPI for SAP コ ンポーネン ト を削除する必要があ り ます。

詳細は、 111 ページの 「管理 ノード からの SAP 管理機能の削除」 を参照し て く だ

さ い。
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6

SAP インターネッ ト  ト ランザクシ ョ ン 
サーバー (ITS) の監視

この項では、 ITS パフ ォーマン ス  モニ タ を イ ン ス ト ールおよび設定し、 SAP イ
ン ターネ ッ ト  ト ラ ンザ ク シ ョ ン サーバー 6.20 の負荷と パフ ォーマン ス を監視す
る  SPI for SAP の機能を 大限に活用する方法について説明し ます。 こ の項の操
作手順は、 HP Software Embedded Performance Component (CODA) または 
Performance Agent が ITS パフ ォーマン ス  モニ タ を起動するすべての HPO 管理対
象 ノー ド で利用でき る こ と を前提に説明し ます。

HPO 管理対象 ノード に ITS パフ ォーマン ス  モニ タ  を イ ン ス ト ールするには、 以
下の手順を実行する必要があ り ます。 各手順の詳細については、 以降の項で説明
し ます。

•  70 ページの 「イ ン ス ト ールの前提条件」

•  70 ページの 「ITS モニ タのセ ッ ト ア ッ プ」

•  71 ページの 「ITS パフ ォーマン ス  モニ タプロ グ ラ ムの配布」

•  72 ページの 「ITS 設定フ ァ イル ポ リ シーの配布」

•  72 ページの 「ITS ポ リ シーの ITS ノ ードへの配布」

SPI for SAP の ITS モニ タは、 Agate サーバーを監視する目的で設計されてい
ます。 ご使用の環境で Agate サーバー と  Wgate サーバーを個別のホ ス ト で実
行し ている場合は、 Agate サーバーを実行し ている ホ ス ト に ITS パフ ォーマ
ン ス  モニ タ を必ずイ ン ス ト ールし て く だ さい。
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インストールの前提条件
•  73 ページの 「ITS 設定フ ァ イル ポ リ シーの配布の検証」

インストールの前提条件

SPI for SAP ITS パフ ォーマン ス  モニ タ を イ ン ス ト ールする前に、 ITS パフ ォーマン ス  
モニ タのイ ン ス ト ール対象 と し て選択し た ITS AGate ノ ード が以下の要件を満た し て
いる こ と を確認し て く だ さい。

• SAP ITS イ ン ス タ ン スが次のいずれかのオペレーテ ィ ング システム上で動作し て
いる こ と

— MS Windows 2000 または Windows 2003

— SuSE Linux Enterprise Server (SLES) 8 または 9

— Red Hat Enterprise Linux (RHEL) 3 または 4

• HPO エージェ ン ト がイ ン ス ト ールされ、 実行されている こ と

• ConfigFile Policy Package for Windows Node が利用でき る こ と

• Performance Agent for MS Windows または HP Software Embedded Performance 
Component が SAP ITS 6.20 サーバー上にイ ン ス ト ールされ、 実行されている こ と

• SAP ITS 6.20 がイ ン ス ト ールされ、 設定されている こ と

• 任意 : パフ ォーマン スのグ ラ フを生成および表示する場合は、 HP Performance 
Manager が使用でき る こ と  ( ただし  ITS 6.20 サーバー コ ンピ ュータ上でな く て も
可 )

• 任意 : サービ スのレポー ト を生成および表示する場合は、 HP Reporter がイ ン ス
ト ールされ、 使用でき る こ と  ( ただし  ITS 6.20 サーバー コ ン ピ ュータ上でな く て
も可 )

• ITS パフ ォーマン ス  モニ タ  は、 HPO 管理サーバー上の次の場所に SPI  data 
collector プロ グ ラ ムが存在する こ と に依存し ています。

%OvInstallDir%¥Instrumentation¥<OS_Tree>¥SPI Data Collector

ITS モニタのセッ トアップ

SPI for SAP の ITS パフ ォーマン ス  モニ タ  は、 ITS global.srvc 設定フ ァ イルの情報
を使用し、 自動的にデフ ォル ト 設定を適用し ます。 しかし、 パフ ォーマン ス情報を収
集する よ う に ITS パフ ォーマン ス  モニ タ をセ ッ ト ア ッ プするには、 以下の設定タ ス
ク を実行する必要があ り ます。

1 環境変数 SAP_REGISTRY_PATH を設定し ます。

r3monits モニ タが AGate ノ ー ド 上の ITS 6.20 のイ ン ス ト ール場所を見つける た
めには、 環境変数 SAP_REGISTRY_PATH が ITS 6.20 XML レジス ト リ を指示する
必要があ り ます。 この変数は HPOM エージェ ン ト が参照でき る必要があ り ます。
MS Windows オペレーテ ィ  ング システム上では、 ITS 6.20 のイ ン ス ト ール時に こ
の変数が設定されます。 Linux オペレーテ ィ  ング システム上では、 ITS 6.20 ソ フ
ト ウ ェ アのイ ン ス ト ール時に手動で こ の変数を設定する必要があ り ます。

デフ ォル ト のイ ン ス ト ール デ ィ レ ク ト リ を変更し ていなければ、 環境変数 
SAP_REGISTRY_PATH の値は以下のよ う にな り ます。

• Linux オペレーテ ィ ング システム :

/usr/sap/its/6.20/config

• MS Windows オペレーテ ィ ング システム :
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C:¥Program Files¥SAP¥ITS¥6.20¥config

2 its_ping サービ ス を設定し ます。

r3monits モニ タは、 ITS 6.20 global.srvc 設定フ ァ イルの情報を使用し、 自
動的にデフ ォ  ル ト 設定を適用し ます。 しかし、 r3monits モニ タは its_ping 
サービ ス を使用し てシステム  のステータ ス を判別する ため、 ITS 6.20 管理者用 
Web コ ン ソールを使用し て its_ping.srvc フ ァ イルに以下のエン ト リ を適切な
値で追加する こ と によ り 、 its_ping サービ ス を設定し てお く 必要があ り ます。

• ~client 例 : 000

• ~language 例 : EN

• ~login 例 : <valid_SAP_user>

• ~password 例 : <password_for_valid_SAP_user>

3 its_ping サービ スの設定が正常に完了し た こ と を確認し ます。 Web ブラ ウザを

開き、 次の URL を入力し ます。

http://<WGateHost>:<WGatePort>/scripts/wgate/its_ping/
!?~agate_routing=<AGateHost>:0

its_ping サービ スの設定が正し ければ、 ア ク セス し たい SAP システムのステー
タ ス を示すページがブラ ウザに表示されます。 71 ページの 図 11  は、 ITS 6.20 管
理者用 GUI を使い、 its_ping サービ ス を設定する方法を示し ています。

図 11 ITS 6.20 管理者用 GUI を使った its_ping の設定

ITS パフォーマンス モニタプログラムの配布

1 HPO コ ン ソール ウ ィ ン ド ウで、 ITS コ ンポーネン ト を配布する  SAP SPI サーバー 
( 管理対象 ノー ド ) を右ク リ ッ ク し て選択し、 以下の メ ニュー オプシ ョ ンを選択

し ます。

[すべてのタスク > プログラムの配布 ]

2 [ プロ グ ラ ムの配布 ] ウ ィ ン ド ウで以下のコ ンポーネン ト 選択し ます。
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ITS設定ファイル ポリシーの配布
• [SPI Data Collector]

• SPI for SAP [Instrumentation]

3 [OK] を ク リ ッ ク し、 プロ グ ラ ムを配布し ます。 [ 配布ジ ョ ブ ] ウ ィ ン ド ウで配布 
状況を リ アルタ イ ムに監視でき ます。

ITS 設定ファイル ポリシーの配布

1 HPO コ ン ソールで、 次のよ う に選択し ます。

[ポリシー管理 > ポリシー グループ > SPI for SAP]

2 次のポ リ シーを選択し て右ク リ ッ ク し ます。 global_r3monits

3 SPI for SAP で管理する  ITS サーバーに r3monits 設定フ ァ イル ポ リ シーを配布

し ます。

[すべてのタスク > 配布先ノード ...]

4 ポ リ シーを配布する  HPO 管理象 ノード  (ITS サーバー ) を選択し、 [OK] を ク リ ッ

ク し ます。

5 以下の手順に従って、 ITS 設定フ ァ イル ポ リ シーが HPO 管理対象 ノード に正常

に配布された こ と を確認し ます。

a HPO コ ン ソールで、 ポ リ シー イ ンベン ト リ を確認し たい管理対象 ノード を右
ク リ ッ ク し、 次の メ ニュー オプシ ョ ンを選択し ます。

[表示 > ポリシー インベント リ ]

b 次の項目が表示された リ ス ト に含まれている こ と を確認し ます。

global_r3monits.cfg

ITS ポリシーの ITS ノードへの配布

1 HPO コ ン ソールで、 次のポ リ シー グループを選択し ます。

[ポリシー管理 > ポリシー グループ > SPI for SAP > SAP ITS 6.20]

2 次の項目を選択し て右ク リ ッ ク し ます。

• r3monits (Scheduled Task)

• SAP R3 opcmsg (Open Message Interface)

3 ポ ッ プア ッ プ メ ニューから次の メ ニ ュー オプシ ョ ンを選択し ます。

[すべてのタスク > 配布先ノード ...]

4 ポ リ シーを配布する  SAP-ITS サーバーを選択し ます。

5 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

6 以下の手順に従って、 HPO が ITS ポ リ シーが管理対象 ノード に正常に配布し た こ

と を確認し ます。

a HPO コ ン ソールで、 ポ リ シー イ ンベン ト リ を確認し たい管理対象 ノード を右
ク リ ッ ク し、 次の メ ニュー オプシ ョ ンを選択し ます。

[表示 > ポリシー インベント リ ]

b 次の項目が表示された リ ス ト に含まれている こ と を確認し ます。

• r3monits
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• SAP R3 opcmsg

ITS 設定ファイル ポリシーの配布の検証

1 HPO コ ン ソールで、 コ ン ソール ツ リ ーの管理対象 ノ ード の リ ス ト 内の ITS サー

バーを右ク リ ッ ク し て選択し、 以下の メ ニュー オプシ ョ ンを選択し ます。

[表示 > ポリシー インベント リ ]

2 HPO コ ン ソールの右側のペイ ンに、 表 9 に示す項目が表示されます。

ITS パフ ォーマン ス  モニ タ  のイ ン ス ト ール時にコ ピーされる フ ァ イルの詳細につ
いては、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP オン ラ イ ン  ヘルプ (Windows 版 )』 を
参照し て く だ さい。

表 9 ITS ポリシー インベン ト リ検証ファイル

ポリシー名 ポリシー タイプ

r3monits Scheduled task

SAP R3 opcmsg Open message interface

global_r3monits ConfigFile
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Smart Plug-in for SAP のパフォーマン
ス モニタ

この項では、 SPI for SAP パフ ォーマン ス統合パッ ケージのイ ン ス ト ール方法お
よび設定方法を説明し ます。 また、 パフ ォーマン ス  モニ タの 適な使用方法と、
SPI for SAP パフ ォーマン ス  モニ タによ り 提供される情報を  Performance Agent で
補完する方法について も説明し ます。 この項では次の ト ピ ッ ク を扱います。

• 75 ページの 「パフ ォーマン ス  モニ タの概要」 

• 76 ページの 「パフ ォーマン ス  モニ タのア ッ プグレード」

• 77 ページの 「パフ ォーマン ス  モニ タのイ ン ス ト ール / アン イ ン ス ト ール」 

• 81 ページの 「パフ ォーマン ス  モニ タ  フ ァ イルの場所」 

• 84 ページの 「パフ ォーマン ス  モニ タの設定」 

• 89 ページの 「Performance Agent 管理」 

パフォーマンス モニタの概要

SPI for SAP パフ ォーマン ス  モニ タは、 SAP R/3 パフ ォーマン ス  データ を収集し
ます。 このデータ を使用し て、 SAP R/3 業務 ト ラ ンザク シ ョ ン と その他のシステ
ム  メ ト リ ッ ク と の間で傾向を比較する こ と ができ ます。 パフ ォーマン ス  モニ タ
は、 他のアプ リ ケーシ ョ ン、 データベース、 システム、 およびネ ッ ト ワーク  
データ と連携し ながら、 収集し たデータ を一元的に監視、 管理し、 相関させる こ
と ができ ます。
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パフォーマンス モニタのアップグレード
SPI for SAP は、 SAP R/3 内部の ABAP 関数モジ ュールに RFC コールを通じ てア ク セ
ス し ます。 パフ ォーマン ス  モニ タは SAP ラ ン タ イ ム パフ ォーマン ス  データのスナ ッ
プシ ョ ッ ト を収集し ます。 さ らに、 SAP R/3 CCMS サブシステムの一部であ る  R/3 の
パフ ォーマン ス  ア ラー ト  モニ タ  (rz03) に加え、 SPI for SAP Performance Agent は 100 
以上も の新しい メ ト リ ッ ク を収集でき ます。

新しい SPI for SAP Performance Agent では、 実行対象の SAP R/3 イ ン ス タ ン ス、 実行
するパフ ォーマン ス  モニ タ、 およびその実行頻度を指定でき ます。 Performance Agent 
または HP Software Embedded Performance Component は、 定義されたパフ ォーマン ス
し きい値に対する違反を検出する と  HPO 管理サーバーに警告を送信し ます。

Windows ではサービ ス と し て実行され、 Unix では デーモン と し て実行される  SPI for 
SAP Performance Agent は、 HPO エージェ ン ト  プロセス と は独立し て実行されます。
SPI for SAP Performance Agent のプロセス を開始または停止するには、 HPO コ ン ソー
ルにあ る適切な HPO ツールを使用し ます。

パフォーマンス モニタのアップグレード

以前のバージ ョ ンの SAP/Performance サブエージェ ン ト  で定義し たデータ  ソースが

新バージ ョ ンの SPI for SAP SAP/Performance サブエージェ ン ト  で使用でき る と は限 り

ません。 場合によ っては、 新 リ リ ースの SPI for SAP で必要な形式にデータ を移行

する必要があ り ます。 既存のデータ ソースが 新バージ ョ ンの SPI for SAP で使用で

き るかど う かは、 SPI for SAP の 近のバージ ョ ンから ア ッ プグレードするか ( 非常に

) 古いバージ ョ ンから ア ッ プグレー ドするかに依存し ます。 しかし、 HP Reporter で
は、 古い Performance Agent で収集し たデータ を使用し て新しいサービ ス  レポー ト を

生成する こ と はでき ます。

また、 SAP/Performance サブエージェ ン ト をア ッ プグレードする場合、 分離し て行な

う こ と はでき ません。 SAP/Performance サブエージェ ン ト をア ッ プグレードするには、

以下の高レベルな手順を実行する必要があ り ます。

1 既存の SAP/Performance サブエージェ ン ト を削除する

SAP/Performance サブエージェ ン ト  のアン イ ン ス ト ールの詳細は、  77 ページの
「パフ ォーマン ス  モニ タのイ ン ス ト ール / アン イ ン ス ト ール」 を参照し て く だ さ
い。

2 既存の SAP/Performance サブエージェ ン ト  データおよびデータ  ソースの削除

• SPI for SAP 10.50

SPI for SAP をバージ ョ ン 10.50 から 新のバージ ョ ンにア ッ プグレードする
場合、 この手順を実行する必要はあ り ません。 既存のデータおよびデータ
ソースは引き続き使用でき ます。

• SPI for SAP 09.01

SPI for SAP をバージ ョ ン 09.01 から 新のバージ ョ ンにア ッ プグレードする
場合、 この手順を実行する必要はあ り ません。 既存のデータおよびデータ
ソースは引き続き使用でき ます。

• SPI for SAP 10.10、 08.70 または 08.70 Edition 2

SPI for SAP を  10.10、 08.70 または 08.70 Edition 2 から 新バージ ョ ンにア ッ
プグレードする場合、 既存のデータおよびデータ  ソースは新バージ ョ ンの 
SPI for SAP Performance Agent で引き続き使用でき ますが、 まず移行する必要
があ り ます。 新しい SPI for SAP  Performance Agent の設定では、 古いデータ
の場所を自動的に特定し て新しい書式に移行し ながら、 移行プロセスについ
て一通 り 案内し ます。

• SPI for SAP 08.11 以前
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バージ ョ ン 08.11 以前の SPI for SAP から ア ッ プグレードする場合、 古いデー
タ  ソースの ク リ ーンア ッ プの詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP オ
ン ラ イ ン  ヘルプ (Windows 版 )』 の Performance Agent のア ッ プグレード に関す
る項を参照し て く だ さい。

3 SPI for SAP ソ フ ト ウ ェ アのア ッ プグレー ド

詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP 設定ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

4 新しい SAP/Performance サブエージェ ン ト  ソ フ ト ウ ェ アのイ ン ス ト ール

SAP/Performance サブエージェ ン ト  のイ ン ス ト ールの詳細、  77 ページの 「パ
フ ォーマン ス  モニ タのイ ン ス ト ール / アン イ ン ス ト ール」 を参照し て く だ さい。

5 新しい SAP/Performance サブエージェ ン ト の設定

SAP/Performance サブエージェ ン ト  のイ ン ス ト ールの詳細、  84 ページの 「パ
フ ォーマン ス  モニ タの設定」 を参照し て く だ さい。

6 SPI for SAP/HP Reporter 統合のア ッ プグレー ド

SPI for SAP レポータ統合のア ッ プグレー ド の詳細は、 『HP Operations Smart Plug-
in for SAP オン ラ イ ン ヘルプ (Windows 版 )』 を参照し て く だ さい。

パフォーマンス モニタのインストール / アンインス
トール

こ の項では、 SPI for SAP パフ ォーマン ス統合パッ ケージのイ ン ス ト ールおよび設定手
順について説明し ます。 この項は、 以下の ト ピ ッ ク で構成されています。

• 77 ページの 「パフ ォーマン ス  データ  ソースの選択」

• 78 ページの 「パフ ォーマン ス  データ  ソースのデフ ォル ト 設定の変更」

• 79 ページの 「パフ ォーマン ス  モニ タ  パッ ケージの配布」

• 79 ページの 「SPI for SAP パフ ォーマン ス  パッ ケージのイ ン ス ト ール」

• 80 ページの 「SPI for SAP パフ ォーマン ス  パッ ケージのアン イ ン ス ト ール」

パフォーマンス データ  ソースの選択

HP Software Embedded Performance Component は、 名前が示す とお り 、 HPO ソ フ ト
ウ ェ アに埋め込まれてお り 、 どの HPO を イ ン ス ト ールし た場合で もデフ ォル ト で使
用でき ます。 ただし、 HPO コ ン ソールを使用し て HP Performance Agent を管理対象
ノ ード に配布する こ と も でき ます。

こ の項の説明は、 以下の点を前提 と し ています。

– Performance Agent または HP Software Embedded Performance Component
のいずれかがイ ン ス ト ールされている。

–  22 ページの表 3 に リ ス ト されている、 サポー ト 対象の SAP R/3 バー
ジ ョ ンがイ ン ス ト ールされている。

– HPO で管理する  SAP R/3 サーバーに HPO Enterprise Message/Action 
Agent がすでにイ ン ス ト ールされ、 実行されている。
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パフォーマンス モニタのインストール/アンインストール
新し く イ ン ス ト ールし た HP ソ フ ト ウ ェ ア製品のエージェ ン ト と し て HP Software 
Embedded Performance Component ではな く  HP Performance Agent を使用する  ( た と え
ば、 HP Software Embedded Performance Component をサポー ト し ない Performance 
Manager を使用でき る よ う にする ) 場合には、 デフ ォル ト での HP Software Embedded 
Performance Component の使用を、 小さ なテキス ト  フ ァ イル  nocoda.opt を設定する
こ と で無効にでき ます。 このフ ァ イルはデフ ォル ト  データ  ソース を HP Software 
Embedded Performance Component から  HP Performance Agent に変更し ます。

設定後、 nocoda.opt フ ァ イルを、 パフ ォーマン ス  データ  ソース を変更する各管理
ノ ード の特定の場所に保存する必要があ り ます。 管理対象 ノード上の nocoda.opt 
フ ァ イルの場所は、 HPO 管理サーバーおよび管理対象 ノード で実行されているオペ
レーテ ィ ング システムによ り 変わ り ます。 表 10 は、 HPO 管理サーバーによ って管理
される ノ ード の nocoda.opt フ ァ イルの場所を示し ます。

パフォーマンス データ  ソースのデフォルト設定の変更

データ  ソースのデフ ォル ト 設定を変更するには、 テキス ト  エデ ィ タ を使用し、 デー
タ  ソース を変更し たい管理対象 ノ ード の nocoda.opt フ ァ イルを開き、 以下の手順
を実行し ます。 表 11 および 例 8 に示す形式と構文を使用し て、 適切な情報を手動で
入力する必要があ り ます。 nocoda.opt フ ァ イルが存在し ない場合は、 新規作成し
ます。

1 HP Performance Agent をすべてのデータ  ソースに対するエージェ ン ト と し て指定

するには、 フ ァ イルの先頭にキーワード  ALL を入力し ます。

2 HP Performance Agent を、 特定の SAP R/3 ( または SAP R/3 ITS) イ ン ス タ ン スに連

係するデータ  ソースに対応するエージェ ン ト と し て指定するには、 nocoda.opt 
フ ァ イルの個々の行に各イ ン ス タ ン スへの参照先を記述し ます。 こ の と き、 表 11 
と 例 8 に示す形式と 構文を使用し ます。

3 変更を  nocoda.opt フ ァ イルに保存し ます。

4 nocoda.opt フ ァ イルを変更し た管理対象 ノ ード の HPO エージェ ン ト を再起動

し ます。

表 10 HPOM 7.x/8.x for Windows 管理サーバー

管理対象ノードの OS nocoda.opt ファイルの場所

AIX [DCE | HTTPS] /var/[lpp | opt]/OV/conf/dsi2ddf/
nocoda.opt

HP-UX/Linux/Solaris /var/opt/OV/conf/dsi2ddf/nocoda.opt

Windows %OvDataDir%¥conf¥dsi2ddf¥nocoda.opt

表 11 nocoda.opt ファイルの構文

対象システム 使用する形式

SAP R/3 R3_<SAP_hostname>_<SAPSID>_<SAP_instance_ 
number>_DATA

SAP R/3 ITS R3ITS_<virtual_SAPITS_instance_name>
_<SAPITS_hostname>_DATA
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例 8: nocoda.opt ファイルからの抜粋

###########################################
# Add to (or modify) the contents of this file to change the 
# data-source from the default Coda to MeasureWare
###########################################
# All hosts: 
# ALL 
# SAP R/3 hosts/instances: 
R3_ovsdsap_DEV_00_DATA 
# SAP R/3 ITS hosts/instances: 
R3ITS_SP6_00_ovspi_DATA 

パフォーマンス モニタ  パッケージの配布

こ の項では、 HPO 管理サーバーから  HPO 管理 ノ ード  システムに SPI for SAP パ
フ ォーマン ス  モニ タ  プロ グ ラ ムを配布する方法を説明し ます。

1 HPO コ ン ソールで、 プロ グ ラ ムを配布する  SAP 管理対象 ノー ド を選択し、 右ク

リ ッ ク し ます。

2 以下の メ ニ ュー オプシ ョ ンを選択し ます。

[すべてのタスク > プログラムの配布 ]

3 図 12 に示すよ う に、 次のフ ァ イルを選択し ます。

• SPI Data Collector

• SPI for SAP Performance Package

4 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

図 12 配布パッケージの選択

SPI for SAP パフォーマンス パッケージのインストール

上記の手順に従って SPI for SAP パフ ォーマン ス  パッ ケージの配布を正常に完了後、
こ の項の手順に従って HPO 管理対象 ノ ード に SPI for SAP パフ ォーマン ス  パッ ケージ
を イ ン ス ト ールし ます。
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1 HPO コ ン ソールから、 次のツール フ ォルダを選択し ます。

[ツール ] > [SPI for SAP] > [SAP R/3 Admin]

2 ご使用のオペレーテ ィ ング システム (Unix または Windows) に対応する ツールを

選択し て右ク リ ッ ク し ます ( た と えば、 UNIX の場合は Install Performance 
Package)。 ポ ッ プア ッ プ メ ニューから次の メ ニ ュー オプシ ョ ンを選択し ます。

[すべてのタスク ...] > [ツールの起動 ...]

3 以下の 図 13 に示すよ う に、 SPI for SAP パフ ォーマン ス  パッ ケージを イ ン ス ト ー

ルする  SAP 管理 ノ ード を選択し ます。 選択し たツールのオペレーテ ィ ング シス

テム (UNIX または Microsoft Windows) に対応し ている ノ ード を選択し て く だ さ

い。

4 [起動 ...] を ク リ ッ ク し て イ ン ス ト ールを開始し ます。

図 13 パフォーマンス パッケージのインストール

SPI for SAP パフォーマンス パッケージのアンインストール

SPI for SAP パフ ォーマン ス  パッ ケージを管理 ノ ード から削除する手順は、  79 ページ
の 「SPI for SAP パフ ォーマン ス  パッ ケージのイ ン ス ト ール」 の手順 と類似し ていま
す。 ただし、 イ ン ス ト ール ツールではな く 、 アン イ ン ス ト ール ツールを選択し て起
動する点が異な り ます。

SPI for SAP パフ ォーマン ス  パッ ケージを  SAP 管理対象ノ ード から削除するには、 以
下の手順に従います。

1 SPI for SAP Performance Agent を停止する これは、 以下のよ う に、 SPI for SAP の
ツールまたはコマン ド 行を使用し て実行でき ます。

• SPI for SAP アプ リ ケーシ ョ ンの PerfAgt Stop を使用し ます。 PerfAgt Stop は、
SAP R/3 UN*X または SAP R/3 NT のツール グループに入っています。

SPI for SAP パフ ォーマン ス  パッ ケージを削除する前に Performance Agent を
停止する必要があ り ます。 また、 削除完了後に、 管理 ノ ード から も SPI for 
SAP パフ ォーマン ス  モニ タ を削除し て く だ さい。 Performance Agent の停止お
よび開始の詳細は、  90 ページの 「SPI for SAP のツール」 および  89 ページの
「コマン ド行オプシ ョ ン」 を参照し て く だ さい。
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• SAP サーバー ( 管理対象ノ ード ) にロ グ イ ン し、 コマン ド行で r3perfagent 
stop と入力し ます。

2 HPO コ ン ソールから、 次のツール フ ォルダを選択し ます。

[ツール ] > [SPI for SAP] > [SAP R/3 Admin]

3 次のよ う に、 ご使用のオペレーテ ィ ング システム (Unix/Linux または MS 
Windows) に対応し ている ツールを選択し て右ク リ ッ ク し ます。

• Remove Performance Package (UNIX)

• Remove Performance Package (Windows)

4 次の メ ニュー オプシ ョ ンを使用し て、 選択し た Remove Performance Package ツー

ルを起動し ます。

[すべてのタスク ...] > [ツールの起動 ...]

5 パフ ォーマン ス  パッ ケージを削除する  SAP 管理対象 ノード を選択し ます。 選択

し たツールのオペレーテ ィ ング システム (UNIX/Linux または MS Windows) に対

応し ている ノ ード を選択し て く だ さい。

6 [起動 ...] を ク リ ッ クする と削除プロセスが開始されます。

図 14 Performance Agent の停止

パフォーマンス モニタ  ファイルの場所

こ の項では、 SPI for SAP パフ ォーマン ス  パッ ケージの一部 と し て イ ン ス ト ールされ
る フ ァ イルを、 以下のプラ ッ ト フ ォームご と に説明し ます。

• 82 ページの 「AIX のパフ ォーマン ス  モニ タ  フ ァ イル」

• 82 ページの 「HP-UX、 Solaris、 および Linux のパフ ォーマン ス  モニ タ  フ ァ イル」

• 83 ページの 「Windows のパフ ォーマン ス  モニ タ  フ ァ イル」
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こ の項で説明するパフ ォーマン ス関連のフ ァ イルのカテゴ リ は、 バイナ リ および実行
可能フ ァ イル、 設定フ ァ イル、 HP Performance Agent で必要な dsilog フ ァ イル、 お
よびテンプレー ト です。

AIX のパフォーマンス モニタ  ファイル

こ の項では、 AIX の SPI for SAP パフ ォーマン ス  パッ ケージの一部 と し て イ ン ス ト ー
ルされる フ ァ イルの一覧を示し ます。 DCE と  HTTPS の管理対象 ノード はパスで区別
されています。

• バイナ リ : /var/[lpp | opt]/OV/bin/R3PerfAgent/bin 

— r3perfconfig

SPI for SAP パフ ォーマン ス  モニ タ設定ツール。

— r3perfagent

SPI for SAP パフ ォーマン ス  モニ タ  エージェ ン ト 。

• 設定フ ァ イル : 
/var/[lpp | opt]/OV/conf/sapspi/[local | global] 

— r3perfagent.cfg

さ まざ まなパフ ォーマン ス  モニ タのグ ローバル設定フ ァ イル と ローカル設定
フ ァ イル。

• dsilog フ ァ イル : /var/[lpp | opt]/OV/bin/R3PerfAgent/data 

— R3_<HOSTNAME>_<SID>_...: 

イ ン ス ト ール時は、 このデ ィ レ ク ト リ は空です。 こ のデ ィ レ ク ト リ は、 HP 
Performance Agent 用に r3perfconfig および compdsifile.sh によ って コ
ンパイルされた dsilog フ ァ イルを  SPI for SAP が保存する ために使用し ます。

• テンプレー ト : /var/[lpp | opt]/OV/bin/R3PerfAgent/template 

— R3statistics.<PERF-MONITOR>

SPI for SAP が dsi log フ ァ イルのコ ンパイルに使用する フ ァ イル。

— Parm.UX: 

Performance Agent パラ メ ータ  フ ァ イルのテンプレー ト 。

HP-UX、 Solaris、 および Linux のパフォーマンス モニタ  ファイル

こ の項では、 HP-UX、 Solaris および Linux オペレーテ ィ ング システムにおいて、 SPI 
for SAP パフ ォーマン ス  パッ ケージの一部 と し て イ ン ス ト ールされる フ ァ イルの一覧
を示し ます。

• バイナ リ : /var/opt/OV/bin/R3PerfAgent/bin 

— r3perfconfig

SPI for SAP パフ ォーマン ス  モニ タ設定ツール。

— r3perfagent

SPI for SAP パフ ォーマン ス  モニ タ  エージェ ン ト 。

• 設定フ ァ イル : /var/opt/OV/conf/sapspi/[local | global] 

dsilog フ ァ イルを必要 とするのは、 HP Performance Agent のみです。 HP 
Software Embedded Performance Component では、 dsi-log フ ァ イルが不要で、
使用されません。
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— r3perfagent.cfg

さ まざ まなパフ ォーマン ス  モニ タの設定フ ァ イル。 このデ ィ レ ク ト リ は SPI 
for SAP Performance エージェ ン ト のポ リ シーを初めて配布し た後に SPI for SAP 
が作成する こ と に注意し て く だ さい。

• dsilog フ ァ イル : /var/opt/OV/bin/R3PerfAgent/data 

— R3_<HOSTNAME>_<SID>_...:

イ ン ス ト ール時は、 このデ ィ レ ク ト リ は空です。 こ のデ ィ レ ク ト リ は、 HP 
Performance Agent 用に r3perfconfig および compdsifile.sh によ って コ ン
パイルされた dsilog フ ァ イルを SPI for SAP が保存する ために使用し ます。

• テンプレー ト : /var/opt/OV/bin/R3PerfAgent/template 

— R3statistics.<PERF-MONITOR>:

SPI for SAP が dsi log フ ァ イルのコ ンパイルに使用する フ ァ イル。

— Parm.UX

Performance Agent パラ メ ータ  フ ァ イルのテンプレー ト 。

Windows のパフォーマンス モニタ  ファイル

こ の項では、 Windows において、 SPI for SAP パフ ォーマン ス  パッ ケージの一部 と し
て イ ン ス ト ールされる フ ァ イルの一覧を示し ます。

• バイナ リ : %OvDataDir%¥bin¥R3PerfAgent¥bin

— r3perfconfig

SPI for SAP パフ ォーマン ス  モニ タ設定ツール。

— r3perfagent

SPI for SAP パフ ォーマン ス  モニ タ  エージェ ン ト 。

— r3perfagent_service

SPI for SAP パフ ォーマン ス  モニ タ  エージェ ン ト を MS Windows のサービ ス と
し て開始 

• 設定フ ァ イル : %OvAgentDir%¥conf¥sapspi¥global

— r3perfagent.cfg

さ まざ まな SPI for SAP パフ ォーマン ス  モニ タの設定フ ァ イル。 このデ ィ レ ク
ト リ は SPI for SAP Performance エージェ ン ト のポ リ シーを初めて配布し た後に 
SPI for SAP が作成する こ と に注意し て く だ さい。

• dsilog フ ァ イル : %OvDataDir%¥bin¥R3PerfAgent¥data

— R3_<HOSTNAME>_<SID>_...

イ ン ス ト ール時は、 このデ ィ レ ク ト リ は空です。 こ のデ ィ レ ク ト リ は、 HP 
Performance Agent 用に r3perfconfig.bat および compdsifile.bat に
よ ってコ ンパイルされた dsilog フ ァ イルを  SPI for SAP が保存する ために使
用し ます。

• テンプレー ト : %OVDATADIR%¥bin¥R3PerfAgent¥template

— R3statistics.<PERF-MONITOR>

SPI for SAP が dsi log フ ァ イルのコ ンパイルに使用する フ ァ イル。

— Parm.NT

Performance Agent パラ メ ータ  フ ァ イルのテンプレー ト 。
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パフォーマンス モニタの設定

パフ ォーマン ス  モニ タの設定を開始する前に、 HP Software Embedded Performance 
Component の代わ り に Performance Agent が使用されている こ と を確認し、 表 12 に リ
ス ト された、 ご使用のシステム環境に適切な コマン ド を使って管理対象 ノード 上の 
Performance Agent を停止する必要があ り ます。

HP Performance Agent を停止後、 パフ ォーマン ス  モニ タの設定を開始でき ます。 HP 
Software Embedded Performance Component を使用し ている場合は、 パフ ォーマン ス  モ
ニ タの設定を開始する前に、 特別な手順を実行する必要はあ り ません。

こ の項では、 SPI for SAP を使用し て、 SPI for SAP がイ ン ス ト ールされていない リ
モー ト  マシンのパフ ォーマン スのし きい値を監視する方法について説明し ます。 ま
た、 パフ ォーマン ス  モニ タが定義されたスケジ ュールに従って実行される よ う にす
る、 パフ ォーマン ス  モニ タのス ケジ ューラの基礎概念について も説明し ます。

• 88 ページの 「システム パフ ォーマン スの リ モー ト 監視」

• 89 ページの 「パフ ォーマン ス  モニ タ  スケジ ューラ」

パフォーマンス モニタを設定するには

1 SPI for SAP パフ ォーマン ス  モニ タ を イ ン ス ト ールし た ノー ド で、 以下のコマン ド

を見つけ、 以下のよ う に入力し、 設定ス ク リ プ ト を実行し ます。

• MS Windows オペレーテ ィ ング システム : r3perfconfig

• UNIX および Linux オペレーテ ィ ング システム : ./r3perfconfig

画面に表示される説明に従います。 例 9 は、 ス ク リ プ ト によ り 、 検出された SID 
が番号 (SapNr) と と もに リ ス ト され、 設定する  SAP R/3 イ ン ス タ ン ス を選択する
よ う 要求される様子を示し ています。

例 9: インス トールされる SAP インスタンス

SID SapNr HostName 
------------------------

(0) AST 45 sapper
(1) DEV 50 sapper
(2) SP1 80 sapper

Choose:
(x) to configure shown system
888 to manually configure a SAP system
999 to quit
-------------------------------------------

適切な識別番号を入力し ます。 た と えば、 AST の場合は 0、 DEV の場合は 1、
SPI の場合は 2、 または新しい SAP システムを設定する場合は 888 を入力し ま
す。

表 12 Performance Agent の停止 

プラッ ト フォーム コマンド

AIX /usr/lpp/perf/bin/mwa stop

HP-UX/Solaris/Linux /opt/perf/bin/mwa stop 

MS Windows mwacmd stop
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a 指定の SAP システム ID に対し て既に有効なデータ  ソースが存在する場合、
r3perfconfig は次のよ う にそのデータ  ソース を リ ス ト し、 オプシ ョ ンを
選択する よ う に要求し ます。

Choose:
(x) to configure shown system
888 to manually configure a SAP system
999 to quit
0
Valid datasource already exists: R3_sapper_AST_45_DATA

b r3perfconfig が、 必要な新しい書式に移行でき る既存のデータ ソース を検
出し た場合、 旧データ ソースが リ ス ト され、 処理が尋ねられます。

Choose:
(x) to configure shown system
888 to manually configure a SAP system
999 to quit
1
Found an old datasource: R3_sapper_DEV_50_DATA
Should the existing datasource be migrated <yes/no>?

プロ ンプ ト に応答する前に、 以下の こ と に注意し て く だ さい。

yes 自動的に古いデータ  ソースが新しいバージ ョ ンの SPI for 
SAP Performance Agent で必要な書式に移行されます。

no 既存のデータ  ソースは変更されません。 古いデータ  ソース

は、 新しいバージ ョ ンの SPI for SAP Performance Agent では

使用でき ません。

c r3perfconfig によ って新しい書式に移行でき ない既存のデータ  ソースが
検出される と  ( た と えば、 08.70 よ り 前のバージ ョ ンの SPI for SAP に属し て
いる場合など )、 古い無効なデータ  ソースが リ ス ト され、 以下のよ う にオプ
シ ョ ンを選択する よ う に要求されます。

Choose:
(x) to configure shown system
888 to manually configure a SAP system
999 to quit
2
Found an invalid datasource: R3_sapper_SP1_80_DATA
Existing datasource cannot be migrated

d 888 を選択し て SAP R/3 SID を手動設定する場合、 設定する  SAP SID に関す
る一連の質問に答え る必要があ り ます。 これらの質問に答え るには、 SAP 管
理者と 話す必要があ るか も しれません。

パフ ォーマン ス  データの移行が完了する と、 dsilog フ ァ イルがコ ンパイルさ
れ、 以下の HP Performance Agent 設定フ ァ イルにデータ  ソースが追加されます。

— perflbd.rc (UNIX および Linux オペレーテ ィ ング システムの場合 )

— perflbd.mwc (MS Windows オペレーテ ィ ング システムの場合 )

データの移行が完了する と、 Performance Agent を再起動する よ う に 
r3perfconfig ス ク リ プ ト から要求されます。 ただし、 Performance Agent を起
動する前に、 次の手順で説明する  parm.mwc フ ァ イルの更新を行って く だ さい。

HP Software Embedded Performance Component を使用し ている場合、
UNIX および Linux オペレーテ ィ ング システム用の設定フ ァ イル名
は ddflbd.rc、 MS Windows オペレーテ ィ ング システム用の設定
フ ァ イル名は ddflbd.mwc です。
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2 Performance Agent パラ メ ータ  フ ァ イルを更新し ます。

Performance Agent を使用し ている場合は、以下の と お り にテンプレー ト  フ ァ イル 
parm.NT ( または Parm.UX。 管理対象 ノー ド にイ ン ス ト ールされているオペレー
テ ィ ング システムによ って異な り ます ) を Performance Agent の parm フ ァ イルに
追加し ます。

• UNIX および Linux オペレーテ ィ ング システム : cat parm.UX >> parm

parm フ ァ イルの場所 : /var/opt/perf/parm

• MS Windows オペレーテ ィ ング システム : type parm.NT >> parm.mwc

parm フ ァ イルは以下のデ ィ レ ク ト リ にあ り ます。

<drive_letter>¥rpmtools¥data¥parm.mwc

3 HPO 管理サーバーで r3perfagent.cfg フ ァ イルを使用し、 SPI for SAP パ
フ ォーマン ス  モニ タ を設定し ます。 これを行わない と、 87 ページの 図 15 で示す

よ う に、 すべてのモニ タがデフ ォル ト の設定で実行されます。 ただし、 これによ
り  HPO コ ン ソールに多数の不要な メ ッ セージが表示される可能性があ り ます。

2 種類の設定が可能です。

• グ ローバル : global_r3perfagent.cfg

すべての SAP R/3 サーバーに対する  SPI for SAP パフ ォーマン ス  モニ タの設定

• ローカル : local_r3perfagent.cfg

個々の SAP R/3 サーバーに対する SPI for SAP ローカル パフ ォーマン ス  モニ
タの設定

設定フ ァ イル ポ リ シー エデ ィ タ を使用し、 以下の手順で新しい 
r3perfagent.cfg フ ァ イルを作成 ( または既存のフ ァ イルを変更 ) し ます。

4 既存の設定フ ァ イルを変更するには、 以下の手順を行います。

a 詳細ペイ ンでポ リ シー ビ ューを選択し、 適切な r3perfagent.cfg フ ァ イ
ルを選択し て右ク リ ッ ク し た後、 以下の メ ニ ュー オプシ ョ ンを ク リ ッ ク し ま
す。

[すべてのタスク > 編集 ...]  

b r3perfagent.cfg フ ァ イルは、 87 ページの 図 15  のよ う に表示されます。

5 新しい設定フ ァ イルを作成するには、 以下の手順を行います。

a HPO コ ン ソール ツ リ ーで [ ポ リ シー管理 > ポ リ シー グループ ] を展開し、
[SPI for SAP] ポ リ シー グループを選択し て右ク リ ッ ク し ます。 表示された
ポ ッ プア ッ プ メ ニューから以下のオプシ ョ ンを選択し て新しい設定フ ァ イル
を追加し ます。

[新規作成 > ConfigFile]

b デフ ォル ト の global_r3perfagent.cfg フ ァ イルを ロード し、 必要な値
を変更し てフ ァ イルを保存し ます。 ローカル設定フ ァ イルを作成し たい場合
は、 ローカル設定フ ァ イルの名前には、 以下のよ う にローカル設定の対象と
な る コ ン ピ ュータの名前を含める こ と をお勧めし ます。

この手順は、 HP Software Embedded Performance Component には実行し ま
せん。

アス タ リ ス ク  (*) のワ イル ド  カード を使用する と、 parm フ ァ イル内
の複数の SAP R/3 イ ン ス タ ン ス を表すこ と ができ ます。

グ ローバル設定フ ァ イルの設定は、 ローカル設定を持たないすべて
の ノ ード で使用されます。 両方のフ ァ イルが存在する場合は、 ロー
カル設定がグ ローバル設定よ り 優先されます。
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<machine_name>_r3perfagent.cfg

変更し たポ リ シーは管理対象 ノー ド  (<machine_name>) に配布し、 Performance 
Agent および SPI for SAP パフ ォーマン ス  モニ タの双方を再起動し て く だ さ
い。 これによ り 、 変更された設定がア ッ プロー ド され、 適用されます。 デ
フ ォル ト の設定は以下の とお り です。

— すべての SPI for SAP パフ ォーマン ス  モニ タが、 すべての SAP ホ ス ト 名、
システム、 番号およびク ラ イ アン ト に対し て有効です。

— ポー リ ング間隔は各モニ タに対し て分単位で設定されます。

— Hold Connections オプシ ョ ンは無効です。

— パフ ォーマン ス  モニ タのスケジューラは、 予定よ り  10 分遅れる と メ ッ
セージを送信し ます。

— パフ ォーマン ス  モニ タのスケジューラは、 予定よ り  13 分遅れる と再起動
する よ う に設定されます。

6 変更し たポ リ シーを配布し ます。

a 配布するポ リ シーを選択し、 右ク リ ッ ク し ます。

b ポ ッ プア ッ プ メ ニューから  [ 配布 ] メ ニュー オプシ ョ ンを選択し ます。

7 シ ェルで以下のコマン ド を入力するか、 適切な SPI for SAP ツール グループの メ

ニュー オプシ ョ ンを使用し て、 管理対象ノ ード上の Performance Agent を起動 ( ま

たは停止、 再起動 ) し ます。

• UNIX および Linux オペレーテ ィ ング システム :

mwa [stop | start]

• MS Windows オペレーテ ィ ング システム :

mwacmd [stop | start]

図 15 デフォルト  グローバル設定ファイル r3perfagent.cfg
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パフォーマンス モニタの設定
8 管理ノ ード で r3perfagent コマン ド を見つけ、 SPI for SAP パフ ォーマン ス  モ
ニ タ を起動 ( または停止、 再起動 ) し ます。 SPI for SAP パフ ォーマン ス  モニ タ  
フ ァ イルの場所の詳細は、 81 ページの 「パフ ォーマン ス  モニ タ  フ ァ イルの場所」

を参照し て く だ さい。 SPI for SAP パフ ォーマン ス  モニ タの制御は SPI for SAP 
ツールを使用し て、 または管理 ノード上でシェルに以下のコマン ド を入力し て行
な う こ と ができ ます。

• UNIX および Linux オペレーテ ィ ング システム :

./r3perfagent [stop | start]

• MS Windows オペレーテ ィ ング システム :

r3perfagent_service [-e | -s]

システム パフォーマンスのリモート監視

SPI for SAP には、 SPI for SAP パフ ォーマン ス  モニ タのス コープを拡張し て、 既に 
HPO 管理対象 ノード と し て設定されている  SAP サーバーから、 追加の リ モー ト  SAP 
サーバー ( 管理対象 ノ ード ではない ) の稼動状態を監視でき る よ う にする機能が含ま
れています。

SPI for SAP によ ってサポー ト されていないオペレーテ ィ ング システムを実行し てい
る  SAP システムから  SAP パフ ォーマン ス  メ ト リ ッ ク を収集する目的などで、 SPI for 
SAP の提供する リ モー ト 監視機能を利用でき る よ う にするには、 r3perfconfig コ
マン ド を使用し て、 リ モー ト で監視する各 SAP システムのデータ  ソース を手動で追
加し、 パフ ォーマン ス  モニ タ を実行し ている ローカルの管理対象 ノ ード にあ る  
r3perfagent.cfg フ ァ イルで  ( 先頭のハッ シ ュ記号 「#」 を削除する こ と によ り ) 
RemoteMonitoring キーワード を有効にし ます。 例 10 は、 リ モー ト 監視を有効にし
たグ ローバル r3perfagent.cfg フ ァ イルの一部を示し ています。 ローカル 
r3perfagent.cfg フ ァ イルがあ る場合、 そのフ ァ イルには、 ローカル設定フ ァ イ
ルが存在する管理対象 ノード への参照のみが記述されます。

例 10: リモート  パフォーマンス監視を有効にする

#------------------------------------------------------------
# Remote LocalHost RemoteHost
# Monitoring

RemoteMonitoring =sapwolf2 =sapprod1
RemoteMonitoring =sapwolf3 =sapprod2
RemoteMonitoring =sapper =sapprod3
#------------------------------------------------------------

リ モー ト  パフ ォーマン ス監視の詳細については、『HP Operations Smart Plug-in for SAP 
オン ラ イ ン ヘルプ (Windows 版 )』 の 「パフ ォーマン ス  モニ タ」 の項を参照し て く だ
さ い。

リ モー ト  ホ ス ト は HPO 管理対象 ノ ード ではあ り ませんが、 HPO ノー ド  リ ス
ト には存在し ている必要があ り ます。 リ モー ト  ホ ス ト を  HPO ノード  リ ス ト
に追加し ない場合、 HPO は リ モー ト  ホ ス ト に関連付け られている ホ ス ト 名
を解決する こ と ができ ません。 その結果、 リ モー ト  ホス ト からの メ ッ セージ
は HPO コ ン ソールに表示されません。
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パフォーマンス モニタ  スケジューラ

Performance Agent は、 内部ス ケジューラ を使用し て、 パフ ォーマン ス  モニ タが目的
のスケジ ュールに従って実行される よ う にし ます。 ス ケジ ューラは実行時間 と 完了し
た実行回数を追跡し、 こ の情報を使用し てパフ ォーマン ス  モニ タが適切な時間に実
行され、 適切なパフ ォーマン ス関連データ を収集し ている こ と を確認し ます。

パフ ォーマン ス  モニ タ  スケジューラの詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP 
オン ラ イ ン ヘルプ (Windows 版 )』 のパフ ォーマン ス  モニ タに関する項を参照し て く
ださい。

Performance Agent 管理

SPI for SAP パフ ォーマン ス  モニ タは、 プラ ッ ト フ ォームやオペレーテ ィ ング システ
ムによ り 異なる コマン ド行オプシ ョ ンや、 SPI for SAP によ り イ ン ス ト ールされる ツー
ルによ り 制御でき ます。 これらの ト ピ ッ ク の詳細は、 以下の項を参照し て く だ さい。

• 89 ページの 「コマン ド行オプシ ョ ン」

• 90 ページの 「SPI for SAP のツール」

コマンド行オプシ ョ ン

UNIX および Linux では r3perfagent コマン ド を使って、 SPI for SAP パフ ォーマン
ス  モニ タ を管理でき ます。 r3perfagent コマン ド では以下のコマン ド 行オプシ ョ ン
を使用でき ます。

r3perfagent [start | status | stop]

• start - SPI for SAP パフ ォーマン ス  モニ タ を起動する。

• stop - SPI for SAP パフ ォーマン ス  モニ タ を停止する。

• status - SPI for SAP パフ ォーマン ス  モニ タの現在のステータ ス を判別する。

MS Windows オペレーテ ィ ング システムでは r3perfagent_service コマン ド で 
SPI for SAP パフ ォーマン ス  モニ タ を管理でき ます。 r3perfagent_service コマン
ド では以下のコマン ド 行オプシ ョ ンを使用でき ます。

r3perfagent_service -e -i -s -u

-e サービ ス を停止する。

-i  サービ ス を登録する。

-s  サービ ス を開始する。

-u  サービ スの登録を解除する。

MS Windows の r3perfagent サービ スは、 MS Windows の [ コ ン ト ロール 
パネル ] から開け る  [ サービ ス ] ウ ィ ン ド ウから も制御でき ます。
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Performance Agent 管理
SPI for SAP のツール

SPI for SAP ツール グループの、 た と えば SAP R/3 NT または SAP R/3 UN*X に対応す
る  SPI for SAP パフ ォーマン ス  モニ タで利用可能なツールを表 13 に示し ます。

表 13 パフォーマンス モニタ  ツール

アプリケーシ ョ ン名 SAP R/3 NT SAP R/3 UN*X

PerfAgt Start • •

PerfAgt Stop • •

PerfAgt Status •
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8

Smart Plug-in for SAP の使用

Smart Plug-in for SAP のイ ン ス ト ールおよび設定後は、 それを使って SAP R/3 環
境の監視を開始でき ます。 また、 Smart Plug-in for SAP のポ リ シーおよびプロ グ
ラ ムを一度配布する と 間も な く 、 HPO コ ン ソールに SAP R/3 に関連する メ ッ
セージが表示される よ う にな り ます。

この章では、 Smart Plug-in for SAP が HPO に統合する コ ンポーネン ト の概要を示
し、 典型的な Smart Plug-in for SAP セ ッ シ ョ ンの実行手順について説明し ます。
この章では、 以下の各 ト ピ ッ ク の説明を参照でき ます。

• 92 ページの 「SAP R/3 の管理ツール」

• 93 ページの 「SAP 管理 ノ ード用の SPI for SAP ツール」

• 94 ページの 「Smart Plug-in for SAP ツールの使用」

• 96 ページの 「SAP R/3 管理対象 ノ ード上でのデータ  ア ク セス」

• 98 ページの 「SAP R/3 の メ ッ セージを使った作業」

• 100 ページの 「 ト ラブルシ ューテ ィ ング サービ スのセ ッ ト ア ッ プ」
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SAP R/3 の管理ツール
SAP R/3 の管理ツール

SAP R/3 Admin グループには、 SAP R/3 の統計レ コー ド を記録し た り 警告を有効にす
るその他の管理機能用のツールがあ り ます。 次の表に、 [SAP R/3 Admin] ツール グ
ループに表示される ツールの一覧 と、 各ツールの実行内容の概要を示し ます。

モニ タ設定の編集と 配布の詳細については、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP オン
ラ イ ン ヘルプ (Windows 版 )』 を参照し て く だ さい。

表 14 SAP R/3 Admin ツール

ツール 説明

Write STAT Rec 
Config

SAP R/3 に統計レ コー ド を書き込みます。

Deploy...

Install...

Remove...

配布用ツール。 SPI for SAP Performance Monitor 
パッ ケージを イ ン ス ト ール / 削除し ます。
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SAP 管理ノード用の SPI for SAP ツール

SPI for SAP は、 UNIX または Microsoft Windows オペレーテ ィ ング システム上で実行
する  SAP システムをホ ス ト する  HPO 管理対象 ノ ード の管理者用に広範囲のツールを
提供し ています。 SAP R/3 UN*X および SAP R/3 NT の各ツール グループに含まれる
ツールの幾つかは、 SAP のネ イ テ ィ ブ GUI を通し て SAP R/3 への直接的で状況に応
じ たア ク セス を可能にし ます。 た と えば、 パフ ォーマン ス警告を調査し たい場合は、
[Performance] ツールを実行し、 SAP の GUI を起動し て [SAP Performance Analysis] 
ウ ィ ン ド ウ を開き ます。

93 ページの表 15 は管理対象 ノ ード に利用可能なツールの一覧であ り 、 それぞれがど
ち らのグループ (UNIX/Linux または MS Windows) に存在するかを示し ます。 また、
SAP R/3 GUI セ ッ シ ョ ンの開始後にツールが呼び出し た SAP R/3 ト ラ ンザ ク シ ョ ン 
(Tcode) の名称も掲載し ます。

まず、 ツールの実行対象 と な る  SAP R/3 管理 ノード を選択し て く だ さい。
ツールは、 管理対象 ノー ド のオペレーテ ィ ング システムに対応する ツール 
グループから選択し て く だ さい ( 例 ： UNIX)。 SPI for SAP のツールは、 HPO 
管理対象 ノード から リ モー ト に監視されている、 SAP システム上の SAP GUI 
を起動する こ と はでき ません。

表 15 SAP R/3 UN*X ツールと  SAP R/3 NT ツール

ツール名 UX NT 説明
SAP 
Tcode

Check R/3 
Database

• R/3 データベースへ接続し、 可

用性をチェ ッ ク し ます。 *
な し

Control Panel • • SAP R/3 GUI を起動し、 CCMS 
コ ン ト ロール パネルを表示し ま

す。

RZ03

DB 
Performance

• • テーブルおよびイ ンデッ ク スで
データベース  パフ ォーマン ス を

表示し ます。

DB02

Gateway • • SAP R/3 のゲー ト ウ ェ イ  モニ タ。 SMGW

Job Maintain • • バッ ク グ ラ ウ ン ド  ジ ョ ブを定義

し ます。

SM36

Job Overview • • バッ ク グ ラ ウ ン ド  ジ ョ ブのス

テータ ス。

SMX

Job 
Performance

• • ジ ョ ブ名、 ユーザー名、 時間、
ステータ ス別にジ ョ ブのパ
フ ォーマン ス を表示し ます。

SM39

Maintain 
Thresholds

• • 警告し きい値の保守。 RZ06

Operation 
Modes

• • CCMS: 操作モード を保守し ま

す。

RZ04

Operation 
Sets

• • 操作モード のセ ッ ト を表示、 保
守し ます。

SM63

PerfAgt START • • Performance Agent を開始し ます。 な し
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* 管理対象 ノード のデータにア ク セスする ツールの詳細は、 96 ページの

「SAP R/3 管理対象 ノード 上でのデータ  ア ク セス」 を参照し て く だ さい。

Smart Plug-in for SAP ツールの使用

HPO コ ン ソールで、 [ツール > SPI for SAP] 項目を展開し、 Smart Plug-in for SAP 
によ って イ ン ス ト ールされたツール と ツール グループを詳細ペイ ンに表示し ます。
イ ン ス ト ールおよびセ ッ ト ア ッ プで、 Smart Plug-in for SAP は、 以下のツール グルー
プを  HPO コ ン ソールに追加し ます。

• SAP R/3 Admin

• SAP R/3 NT

PerfAgt 
STATUS

• Performance Agent のステータ ス

を表示し ます。

な し

PerfAgt STOP • • Performance Agent を停止し ます。 な し

Performance • • ワーク ロード の分析。 ST03

Process • • プロセスの概要。 SM50

Profile 
Maintain

• • プロ フ ァ イルの保守。 RZ10

R/3 Info • • イ ン ス ト ールされている  R/3 の
バージ ョ ン、 イ ン ス タ ン ス、 ホ
ス ト 名など を表示し ます。 *

な し

Servers • • R/3 サーバーの概要。 SM51

Self-Healing 
Info

• • ト ラブルシ ューテ ィ ング サービ

ス用にデータ を収集し ます。

な し

Start R/3 
Frontend

• • SAP R/3 GUI を起動し ます。 * な し

Status R/3 
Config

• イ ン ス ト ールされた任意の SAP 
R/3 イ ン ス タ ン スのステータ ス

の詳細を表示し ます。 *

な し

Syslog • • ローカルの SAP システム ロ グの

解析結果を表示し ます。

SM21

Users • • ロ グオン し た SAP R/3 ユーザー

に関する全般情報を表示し ます。

AL08

表 15 SAP R/3 UN*X ツールと  SAP R/3 NT ツール ( 続き )

ツール名 UX NT 説明
SAP 
Tcode
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• SAP R/3 UN*X

Smart Plug-in for SAP ツールを起動するには、 次の手順を行います。

1 起動する ツールを含むツール グループを展開し ます。

2 起動する ツールを右ク リ ッ ク し、 ポ ッ プア ッ プ メ ニューから次のオプシ ョ ンを選

択し ます。

[すべてのタスク ...] > [ツールの起動 ...]

3 表示されたウ ィ ン ド ウで、 Smart Plug-in for SAP ツールを実行する  SAP R/3 ノ ード

を選択し、 [起動 ...] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

R/3 Info は、 [ ツールのステータ ス ] ダ イ ア ロ グ ( 図 17) の [ ツールの出力 ] ペイ ンに
情報を表示する多 く のツールの 1 つです。 R/3 Info ツールの詳細は、 96 ページの
「SAP R/3 管理対象 ノード 上でのデータ  ア ク セス」 を参照し て く だ さい。

図 16 SAP R/3 への状況に応じたアクセス

Smart Plug-in for SAP ツールの大部分は、 SAP R/3 GUI を起動し て適切な SAP R/3 ト ラ
ンザク シ ョ ンを呼び出すこ と によ り  SAP R/3 への状況に応じ たア ク セス を可能 と し ま
す。 た と えば、 95 ページの 図 16  は、 Syslog ツールの起動時に表示される ウ ィ ン ド ウ
で、 SAP R/3 UN*X および SAP R/3 NT の各ツール グループに存在し ます。

ほ と んどの SPI for SAP ツールは SAP R/3 GUI を利用するので、 SAP R/3 GUI 
が HPO 管理サーバー上に加えて、 HPO コ ン ソールを実行するすべてのコ ン
ピ ュータ上で確実に利用でき る よ う にし て く だ さい。 詳細は、 32 ページの
「SAP R/3 GUI のイ ン ス ト ール」 を参照し て く だ さい。 SPI for SAP のツール
は、 SPI for SAP が HPO 管理対象ノ ード から リ モー ト に監視し ている  SAP シ
ステム上の SAP GUI を起動する こ と はでき ません。
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SAP R/3 管理対象ノード上でのデータ  アクセス

以下の Smart Plug-in for SAP ツールは、 選択し た管理対象ノ ード から  SAP R/3 関連情
報にすばや く ア ク セスでき ます。 R/3 Info および Start R/3 Front-end の両ツールは、
UNIX および Linux オペレーテ ィ ング システムおよび MS Windows オペレーテ ィ ング 
システムのどち らのプラ ッ ト フ ォームで も使用可能で、 その他のツールの一部は 
UNIX および Linux オペレーテ ィ ング システムでのみ使用でき ます。

以下の リ ス ト の各ツールについては、 以降の項で さ らに詳細に説明し ます。 重要な局
面では、 必要に応じ て実際の活用例で説明し ます。

• Check R/3 Database

SAP R/3 データベース  サーバーへの接続を確立し、 データベース接続を迅速に
チェ ッ クする機能を提供し ます。 複数のイ ン ス タ ン スがイ ン ス ト ールされている
場合は、 データベースの存在を確認し たいイ ン ス タ ン スの System ID を入力する よ
う 要求されます。

• R/3 Info

選択し た ノード の SAP R/3 イ ン ス タ ン スに関する情報を戻し ます。

— ホ ス ト 名

— SAP R/3 システム名

— SAP R/3 イ ン ス タ ン ス名およびイ ン ス タ ン ス番号

— 選択された イ ン ス タ ン スのプロセスの一覧

R/3 Info ツールは、 SPI for SAP のサービ ス検出ポ リ シー r3disc と 同じ情報を収
集し て使用し ます。 ただし、 R/3 Info ツールは単に収集し た情報を表示するだけ
で、 情報を使用し てサービ ス  ツ リ ーを生成する こ と はあ り ません。 r3disc ポ リ
シーおよびサービ ス  ビ ュー全般の詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP オ
ン ラ イ ン  ヘルプ (Windows 版 )』 を参照し て く だ さい。

• Start R/3 Front-end

(HPO 管理サーバーで実行されている ) ローカルの SAP GUI ユーテ ィ リ テ ィ および
プロ フ ァ イルを使用し、 目的の SAP R/3 システムに接続し ます。

• Status R/3 Config

選択し た管理対象ノ ード に存在するすべての SAP R/3 システム ( およびシステム
毎の機能モジュール ) の一覧を表示し ます。 さ らに、 確立されている  SAP R/3 プ
ロセス をすべて表示し、 それらの現ステータ ス を示し ます。
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た と えば、 R/3 Info ツールを起動する と 、 図 17 のよ う なダ イ ア ロ グが表示されます。
[ ツールのステータ ス ] ダ イ ア ロ グには、 実行中のコマン ド 、 実行 ノー ド、 およびコ
マン ド の現在のステータ スが表示されます。

図 17 R/3 Info ツールからの出力
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選択し た管理 ノ ード で Status R/3 Config ツールが起動する と、 現在のローカル R/3 設
定が表示されます。 選択し た ノード にイ ン ス ト ールされている  SAP R/3 システムおよ
び各 SAP R/3 システムにイ ン ス ト ールされている機能モジ ュールがすべて表示されま
す。 さ らに、 R/3 プロセス  ステータ スでは、 確立された R/3 プロセスおよびそのプロ
セスの現在のステータ ス もすべて表示されます。

図 18 Status R/3 Config ツールからの出力

SAP R/3 のメ ッセージを使った作業

HPO コ ン ソールの メ ッ セージ ブラ ウザは、 ユーザーが担当する SAP サーバーのス
テータ スに関する重要な情報源と な り ます。 SAP の管理権限を持つユーザーと し て 
HPO にロ グオンする と 、 メ ッ セージ ブラ ウザにはその他の メ ッ セージに混じ って、
SPI for SAP で監視し ている  SAP R/3 サーバーからの メ ッ セージが表示されます。

メ ッ セージ ブラ ウザの メ ッ セージを選択し てダブルク リ ッ クする と、 選択し た メ ッ
セージのプロパテ ィ が表示され、 以下のタ ス クが実行可能と な り ます。

• 問題の詳細な説明の表示。

SPI for SAP を使用し て、 SPI for SAP が利用でき ない リ モー ト  ホ ス ト 上で実
行されている  SAP イ ン ス タ ン ス を監視する こ と ができ ます。 リ モー ト  ホ ス
ト が HPO 管理対象ノ ード でない場合でも、 HPO コ ン ソールに追加する必要
があ り ます。 HPO コ ン ソールに リ モー ト  ホ ス ト が追加されていない場合、
HPO は リ モー ト  ホ ス ト に関連付け られたホ ス ト 名を解決でき ないため、 リ
モー ト  ホ ス ト からの メ ッ セージを コ ン ソールに表示でき ません。
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• メ ッ セージ関連の問題の解決手順の表示。

• メ ッ セージに添付されたあ らかじめ定義されたア ク シ ョ ンの起動。

• 問題解決のために実行し たア ク シ ョ ンの ド キ ュ メ ン ト 化を目的 と し た、 メ ッ セー
ジへの注釈の追加。

• メ ッ セージの受諾。 これによ り 、 受諾済み メ ッ セージ データベースに メ ッ セージ
が移動されます。

以下の例は、 HPO コ ン ソールに重大な メ ッ セージが表示された と きに起こ る一般的
な イベン ト の流れです。

1 ア ク テ ィ ブ メ ッ セージ ブラ ウザで Smart Plug-in for SAP から送信された重大な

メ ッ セージを見つけ、 ダブルク リ ッ ク し ます。 

2 [ 指示文 ] タブを ク リ ッ ク し、 報告された問題の解決に役立つ操作手順が表示さ

れているかど う かを確認し ます。

3 [ 指示文 ] タブに表示された情報を読み、 理解し た ら、 [ コマン ド ] タブを ク リ ッ

ク し、 受信 メ ッ セージが報告する問題の解決に役立つ自動ア ク シ ョ ン またはオペ
レータ起動ア ク シ ョ ンを使用でき るかど う かを確認し ます。 多 く の場合、 SPI for 
SAP R/3 はこれらのア ク シ ョ ンを使用し て SAP R/3 への状況に応じ たア ク セス を

確立し、 適切な SAP R/3 ト ラ ンザ ク シ ョ ン ウ ィ ン ド ウ を自動的に表示し ます。

図 19 メ ッセージの詳細 

4 オペレータ起動ア ク シ ョ ンを利用でき る場合は、 [ コマンド ] プロパテ ィ  シー ト

の [ オペレータ起動 ] フ ィ ール ド で [開始 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し、 ア ク シ ョ ンを

起動し ます。 ア ク シ ョ ンの進捗は [ ステータ ス ] フ ィ ール ド で確認でき ます。

メ ッ セージ フ ィ ール ド で、 ア ク シ ョ ンは SAP R/3 GUI を起動し、 ワーク ロード分

析 ト ラ ンザク シ ョ ン  ( 図 20) を表示し ます。

デフ ォル ト では、 HPO がこの メ ッ セージの [ テキス ト ] プロパテ ィ  
シー ト を表示し ます。
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5 [ この Application サーバ ] フ ィ ール ド の [< サーバ名 >] ボタ ンを ク リ ッ ク し、 SAP 
R/3 で利用可能なツールを使用し、 問題を解決し ます。

6 完了し た ら  SAP R/3 を ロ グア ウ ト し、 [ メ ッ セージの詳細 ] ウ ィ ン ド ウに戻 り ま

す。

7 [受諾 ] を ク リ ッ ク し、 今応答し た メ ッ セージに対応し た こ と をシステムに知ら

せます。 メ ッ セージを受諾する と 間も な く 、 その メ ッ セージは ア ク テ ィ ブ メ ッ

セージ ブラ ウザから受諾済み メ ッ セージ ブラ ウザに移動し ます。

図 20 SAP R/3 Performance: ワークロード分析 

ト ラブルシューティング サービスのセッ トアップ

ト ラブルシ ューテ ィ ング サービ ス  機能では、 HP ソ フ ト ウ ェ ア アプ リ ケーシ ョ ンの
使用時に発生する問題の調査を開始する ために必要なすべてのシステム  データおよ
びアプ リ ケーシ ョ ン データ をすばや く 簡単に収集する ツールが提供されます。

Smart Plug-in for SAP で ト ラブルシ ューテ ィ ング サービ ス  を使用するには、 ト ラブル
シ ューテ ィ ングに必要なデータの収集を手動で起動し、 収集し たデータ をフ ァ イルに
保存する必要があ り ます。 その後で、 収集データ を格納し たフ ァ イルの内容を確認
し、 必要に応じ て、 そのフ ァ イルのコ ピーをサポー ト  エンジニアに電子 メ ールで送
信でき ます。

SPI for SAP には、 以下の ト ラブルシ ューテ ィ ング ツールが用意されています。

• Self-Healing Info

Self-Healing Info ツールは、 ト ラブルシ ューテ ィ ングに必要なデータの収集を手動
で ト リ ガする場合に使用し ます。 データ収集プロセスの詳細は、 101 ページの
「 ト ラブルシ ューテ ィ ング サービ ス  への登録のためのデータ収集を ト リ ガするに
は」 を参照し て く だ さい。
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• Version Verify

Version Verify ツールでは、 イ ン ス ト ールされている  SPI for SAP のベース  バージ ョ
ン と 、 そのシステムにイ ン ス ト ールされている任意の SPI for SAP コ ンポーネン ト
のバージ ョ ンを比較でき ます。 イ ン ス ト ールされている ソ フ ト ウ ェ ア  バージ ョ ン
の確認方法の詳細は、 101 ページの 「イ ン ス ト ール済みの製品コ ンポーネン ト の
バージ ョ ンを確認するには」 を参照し て く だ さい。

ト ラブルシューテ ィング サービス への登録のためのデータ収集を ト リガするには

1 HPO コ ン ソールで、 UNIX および Linux 管理対象 ノード用などの、 起動する ツー

ルを含む SPI for SAP ツール グループを展開し ます。

[ツール ] > [SPI for SAP] > [SAP R/3 UN*X]

2 Self-healing Info ツールを検索し て右ク リ ッ ク し、 ポ ッ プア ッ プ メ ニューから次の

オプシ ョ ンを選択し ます。

[すべてのタスク ...] > [ツールの起動 ...]

3 表示されたウ ィ ン ド ウで、 ト ラブルシ ューテ ィ ング サービ スデータ収集ツールを

実行する  SAP R/3 ノー ド  ( または ノード  グループ ) を選択し、 [起動 ...] を ク

リ ッ ク し ます。

4 収集されたデータは、 以下のフ ァ イルに保存されます。 これらのフ ァ イルは評価
のためにサポー ト  エンジニアに送信する必要があ り ます。

— UNIX および Linux オペレーテ ィ ング システム :

/tmp/SPI_MYSAP_support.tar

— MS Windows オペレーテ ィ ング システム :

C:¥WINDOWS¥TEMP¥SPI_MYSAP_support.zip

 101 ページの 図 21  に示すよ う に、 [ ツールのステータ ス ] ダ イ ア ロ グボ ッ ク スの
下部にあ る ツール出力ペイ ンに表示される出力を監視する こ と によ り 、 データ収
集の進行状況を把握でき ます。

図 21 ト ラブルシューテ ィング サービスのためのデータの収集

インストール済みの製品コンポーネン トのバージ ョ ンを確認するには

1 HPO コ ン ソール ツ リ ーで、 製品バージ ョ ン情報の確認に使用する ツールを含む

ツール グループを展開し ます。

[ツール ] > [Self Healing]
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2 Version Verify ツールを見つけて右ク リ ッ ク し、 ポ ッ プア ッ プ メ ニ ューから以下の

オプシ ョ ンを選択し ます。

[すべてのタスク ...] > [ツールの起動 ...]

3 ダ イ ア ロ グボ ッ ク スで、 ト ラブルシ ューテ ィ ング  サービ ス  のバージ ョ ン確認

ツールを実行する  SAP R/3 ノード  ( または ノ ード  グループ ) を選択し、 [起動

...] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 102 ページの 図 22  に示すよ う に、 ツール出力ペ

イ ンに表示される出力を監視する こ と によ り 、 確認の進行状況を把握でき ます。

図 22 インス トールされたソフ トウェアのバージ ョ ン確認
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9

サービス レポート

この項では、 サービ ス  レポー ト のコ ンセプ ト を紹介し、 サービ ス  レポー ト を 
SPI for SAP および HPO と連携させて使用する方法について説明し ます。 こ の項
では、 サービ ス  レポー ト を使用し て、 効率的かつ便利な方法で SAP R/3 環境を
管理する点に重点を置き、 説明し ています。 この項では、 以下の特定の ト ピ ッ ク
に関する詳細情報を説明し ています。

•  103 ページの 「サービ ス  レポー ト と は」

•  104 ページの 「SPI for SAP レポー ト のア ッ プグレード 」

•  105 ページの 「SPI for SAP Report のイ ン ス ト ール」

•  108 ページの 「SPI for SAP のレポー ト の削除」

サービス レポート とは

サービ ス  レポー ト は Web ベースのレポー ト です。 HP Reporter (Reporter) がデ
フ ォル ト のテンプレー ト を使用し て作成し、 Web ブラ ウザを使用し て表示し ま
す。 Reporter を使用する と 、 レポー ト を スケジ ュールどお り 、 およびオン  デマン
ド で表示でき ます。

SPI for SAP サービ ス  レポー ト は HP Software Embedded Performance Component 
(CODA) または HP Performance Agent から抽出されたデータ を相関させます。 相
関データ を使用し て、 短期、 中期、 長期の観点からの IT 環境が表示され、
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Performance Manager が提供する詳細で リ アル タ イ ムのグ ラ フが付加されたレポー ト
を生成でき ます。 レポー ト と グ ラ フの組み合わせは、 傾向分析の強力なツールです。
た と えば、 以下の こ と ができ ます。

• IT システム内の潜在的なボ ト ルネ ッ ク を特定する こ と で、 問題が顕在化する前に
ア ク シ ョ ンを と れる よ う にする。

• 情報を使用し て、 将来的なア ッ プグレー ド の正確な予測に役立て る。

• 正確な情報を収集し てサービ ス  レベルの測定に使用する。

図 23 SPI for SAP サービス レポート  

SPI for SAP レポートのアップグレード

バージ ョ ン B.09.01 または 09.01 からバージ ョ ン 10.70 にア ッ プグレードする場合は、

既存のデータおよびモニ タ を引続き使用する こ と ができ ます。 しかし、 SPI for SAP の
バージ ョ ン 10.10、 08.11 および 08.71 には異な るバージ ョ ンの SAP パフ ォーマン ス  モ
ニ タがあ り 、 新バージ ョ ンの SPI for SAP と 互換性のない別バージ ョ ンの HP 
Reporter が必要です。 これは、 バージ ョ ン  10.10、 08.11 および 08.71 の SPI for SAP で
作成された古いレポー ト は、 新バージ ョ ンの SPI for SAP レポータ統合では表示で

き ない こ と を意味し ます。 さ らに、 08.11 および 08.71 のデータは、 SPI for SAP の
バージ ョ ン 10.10 以降が供給する レポータ統合パッ ケージを イ ン ス ト ールする前に 
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Reporter データベースから削除する必要があ り ます。

1 古い SPI for SAP レポータ統合パッ ケージを、 Microsoft Windows 標準のアプ リ

ケーシ ョ ンの削除方法で削除し ます。

[スタート > 設定 > コントロール パネル > アプリケーションの追加と削除 ]

2  105 ページの 「SPI for SAP Report のイ ン ス ト ール」 の説明に従って、 新しい SPI 
for SAP レポータ統合を イ ン ス ト ールし ます。

SPI for SAP Report のインストール

こ の項では、 SPI for SAP と と もに供給される  SAP R/3 および SAP ITS のサービ ス  レ
ポー ト のイ ン ス ト ール方法を説明し、 加えて イ ン ス ト ールの準備に役立つ情報を提供
し ます。 こ の項は以下の ト ピ ッ ク で構成されています。

•  105 ページの 「始める前に」

•  106 ページの 「SAP R/3 サービ ス  レポー ト のイ ン ス ト ール」

•  107 ページの 「レポー ト  パッ ケージの設定」

始める前に

SPI for SAP サービ ス  レポー ト を イ ン ス ト ールし、 セ ッ ト ア ッ プする前に、 以下のタ
ス ク を完了する必要があ り ます。

1 HP Software Embedded Performance Component または HP Performance Agent のいず

れかが、 サービ ス  レポー ト を生成するすべての SAP R/3 管理ノ ード で起動し てい

る必要があ り ます。

2 HP Reporter が MS Windows ホ ス ト 上で使用可能になっている必要があ り ます。

HP Reporter は HPO 管理サーバーにイ ン ス ト ールするか、 全体のパフ ォーマン ス
を改善する ためにサービ ス  レポー ト の生成および表示専用の個別のシステムにイ
ン ス ト ールする こ と ができ ます。

3 レポー ト を生成するマシンで SPI for SAP Performance Agent および ITS モニ タが利

用でき る必要があ り ます。

4 SPI for SAP の既存のサービ ス  レポー ト を編集する場合 ( またはサービ ス  レポー

ト を新規作成する場合 )、 HP Reporter をホ ス ト し ているマシンで Crystal Reports 
が実行されている こ と を確認し て く だ さい。 SPI for SAP がサポー ト する  SAP の
バージ ョ ンの詳細は、  21 ページの 「互換性があ る ソ フ ト ウ ェ ア バージ ョ ン」 を

参照し て く だ さい。

こ の項で説明する方法で SPI for SAP Report をア ッ プグレード する と 、 SPI for 
SAP によ って収集されたすべての古いレポー ト  データは、 Reporter システム
から削除されます。 しかし、 データベース  ツールを使用し て、 ア ッ プグレー
ド処理の完了後に使用し たい情報が含まれたテーブルを保存し てお く こ と が
でき ます。 詳細は、 データベース製品に付属するマニュ アルを参照し て く だ
さい。

HP Operations への HP Reporter lite のバン ド ルは、 終了し ま し た。 SPI for SAP 
のレポー ト を表示するには、 HP Reporter の完全バージ ョ ンを イ ン ス ト ールし
て使用し て く だ さい。
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SAP R/3 サービス レポートのインストール

SPI for SAP は、 SAP R/3 および SAP ITS のサービ ス  レポー ト を  HP Reporter 製品内に

スナッ プ イ ン と し て InstallShield を使用し て イ ン ス ト ールし ます。 つま り 、 SPI for 
SAP サービ ス  レポー ト を イ ン ス ト ールする前に、 HP Reporter がイ ン ス ト ールされて

いる必要があ り ます。 SPI for SAP サービ ス  レポー ト のセ ッ ト ア ッ プ中に、 HP 
Reporter の共通アプ リ ケーシ ョ ン パス を確認または指定する よ う に要求されます。

セ ッ ト  ア ッ プ プロ グ ラ ムは  106 ページの表 16 に リ ス ト されたデ ィ レ ク ト リ にコ ン
ポーネン ト を コ ピーし ます。 すべてのデ ィ レ ク ト リ  パスは、 Reporter 共通イ ン ス ト ー
ル パスに対する相対パスです。

HPO 管理サーバーに HP Reporter をインストールするには

SPI for SAP で監視し ている  SAP システムのサービ ス  レポー ト を生成および表示する
には、 先に HP Reporter のフル バージ ョ ンを イ ン ス ト ールし てお く 必要があ り ます。
HPO 管理サーバーまたは HPO 管理サーバー以外の 別のマシンに HP Reporter を イ ン
ス ト ールする こ と ができ ます。 HP Reporter のイ ン ス ト ールの詳細については、 HP 
Reporter の製品マニュ アルを参照し て く だ さい。 HP Reporter のイ ン ス ト ールおよび設
定の完了後、 同じマシンに SPI for SAP レポー ト  パッ ケージを イ ン ス ト ールし て設定
する必要があ り ます。

SPI for SAP レポート をインス トールするには

こ の項では、 SPI for SAP サービ ス  レポー ト を既存の HP Reporter のイ ン ス ト ールに追
加する手順について説明し ます。 このタ ス ク を完了する と、 SPI for SAP サービ ス  レ
ポー ト が HP Reporter GUI に表示されます。 これらのサービ ス  レポー ト は、 SAP 固有
のサービ ス  レポー ト を生成し、 Web ブラ ウザで表示する ために使用でき ます。

1 SPI for SAP サービ ス  レポー ト を イ ン ス ト ールするマシン上に HP Reporter がイ ン

ス ト ールおよび設定されている こ と を確認し ます。

2 HP Reporter を イ ン ス ト ールし て設定するマシンの DVD ド ラ イブに、 HP 
Operations Smart Plug-ins メ デ ィ アを挿入し ます。

共通アプ リ ケーシ ョ ン パスは、 HP Reporter がイ ン ス ト ールされている フ ォ
ルダです。 セ ッ ト ア ッ プ プロ グ ラ ムは、 このパス を自動的に検出し よ う とす
るので、 通常はこのパス を変更し ないで く だ さい。

表 16 SPI for SAP サービス レポートのコンポーネン トの場所

コンポーネン ト ディ レク ト リ

イ ン ス ト ール ス ク リ プ ト %OvInstallDir%¥newconfig¥

設定フ ァ イル

SAP レポー ト  テンプレー ト  
フ ァ イル

%OvReporter%¥data¥reports¥SAP

SAP ITS レポー ト  テンプレー

ト  フ ァ イル

%OvReporter%¥data¥reports¥SAPITS

HPO 管理サーバー以外のマシンに HP Reporter を イ ン ス ト ールする場合は、
HP Reporter を イ ン ス ト ールするマシンから、 サービ ス  レポー ト を生成する  
HPO 管理 ノ ード を参照でき る よ う にする必要があ り ます。
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3 次のフ ォルダを参照し ます。

SPIs¥SAP SPI Reporter Package

4 次のフ ァ イルを検索し て実行し ます。

sapspi_reporter.msi

5 指示に従って イ ン ス ト ールを完了し ます。

図 24 SPI for SAP Reports InstallShield ウィザード

レポート  パッケージの設定

SPI for SAP のサービ ス  レポー ト 統合をセ ッ ト ア ッ プする と、 以下の作業が自動的に
実行されます。

• 2 つの新しいグループ SAP_R3 および SAP_ITS_6.20 の作成

• 新しいグループ SAP_R3 および SAP_ITS_6.20 に対する新しい メ ト リ ッ ク  リ
ス ト の割 り 当て

• グループ SAP_R3 および SAP_ITS_6.20 に対する新しいグループ レポー ト の
割 り 当て

• グループ SAP_R3 および SAP_ITS_6.20 に対する新しいシステム レポー ト の
割 り 当て

レポートパッケージを設定するには

1 セ ッ ト ア ッ プ プロセスによ り 、  107 ページの 「レポー ト  パッ ケージの設定」 で リ

ス ト されている と お り にレポー ト と メ ト リ ッ クのグループが作成された こ と を確
認し、 SPI for SAP サービ ス  レポー ト のイ ン ス ト ールが正常に完了し た こ と を確認

し ます。

2 Reporter コ ン ソールで、 次の メ ニュー オプシ ョ ンを使用し て [ レポー ト パッ ケー

ジの構成 ] ウ ィ ン ド ウ を表示し ます。

[ ファイル > 構成 > レポートパッケージ ]

イ ン ス ト ールされたパッ ケージの リ ス ト に次のパッ ケージが含まれている こ と を
確認し ます。

• SPI for SAP

• SPI for SAP - ITS 6.20 Reports
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3 HP Reporter に SAP システムを手動で追加する場合は、 [ システムの追加 ] ウ ィ ン

ド ウで次の値を使用し ます。

[ システム ] host.name.com

[ ネッ トワーク ] SAP

[ ド メ イン ] SAP または ITS のいずれか適切な方

セ ッ ト ア ッ プ プロセスによ り  SAP R/3 と  SAP ITS のホ ス ト が適切な Reporter グ
ループ  (SAP_R3 と  SAP_ITS_620) に追加された こ と を確認し ます。 セ ッ ト ア ッ プ 
プロセスは、 監視対象ホ ス ト で検出し たデータ  ソース  (SAP R/3 または SAP ITS 
6.20) の種類に応じ て、 ホ ス ト を自動的にレポー ト  グループに割 り 当てます。

4 [OK] を ク リ ッ クする と、 システムが Reporter の [ 詳細 ] ペイ ンに表示されます。

5 Reporter GUI を使用し て、 SPI for SAP レポー ト の生成を スケジ ュー リ ングするか、

または 108 ページの 図 25  と 下記に示すオプシ ョ ンを使用し て、 今すぐ レポー ト

を生成し ます。

[実行 > 実行 > レポートの作成 ]

図 25 SPI for SAP のレポートおよびメ ト リ ック

SPI for SAP のレポートの削除

SPI for SAP のレポー ト を完全に削除するには、 次の手順を指定された順序で実行し ま
す。

• 109 ページの 「Reporter スナ ッ プイ ン パッ ケージを削除するには」

• 109 ページの 「HP Reporter システムからのバイナ リ の削除」
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Reporter スナップイン パッケージを削除するには

1 Reporter で次のよ う に選択し ます。

[ ファイル > 構成 > レポートパッケージ ]

2 [ レポー ト パッ ケージの構成 ] ウ ィ ン ド ウの右ペイ ンに配置されている  [ イ ン ス

ト ール済みパッ ケージ ] ウ ィ ン ド ウから次のフ ァ イルを選択し ます

• SPI for SAP

• SPI for SAP - ITS 6.20 Reports

3 左矢印ボタ ンを ク リ ッ ク し、 [ 利用可能なパッ ケージ ] ウ ィ ン ド ウから選択し た

パッ ケージを削除し ます。 選択し たパッ ケージが [ レポー ト パッ ケージの構成 ] 
ウ ィ ン ド ウの左側のペイ ンの [ 利用可能なパッ ケージ ] に表示されます。

4 [OK] を ク リ ッ ク し て完了し ます。

HP Reporter システムからのバイナリの削除

1 Windows の [ ス ター ト ] メ ニューを開き、 次の項目を選択し ます。

[スタート > 設定 > コントロール パネル > アプリケーションの追加と削除 ]

2 [HP Performance for Windows] を選択し ます。

3 [Reports for HP Operations Manager Smart Plug-in for SAP] をハイ ラ イ ト し ます。

4 [ 削除 ] を選択し ます。

5 画面の指示に従い、 アン イ ン ス ト ールを完了し ます。
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10

SPI for SAP の削除

この項では、 SPI for SAP ソ フ ト ウ ェ アをすばや く 確実に削除する方法について
説明し ます。 SPI for SAP ソ フ ト ウ ェ アがイ ン ス ト ールされている  SAP R/3 管理
対象 ノード または HPO 管理サーバーにおいて、 適切な タ ス ク を実行する必要が
あ り ます。

SPI for SAP ソ フ ト ウ ェ アを削除するには、 次に概要を示す操作手順を実行し な
ければな り ません。 この手順の詳細については、 それぞれの手順に対応する項で
説明し ます。

• 111 ページの 「管理 ノ ード からの SAP 管理機能の削除」

• 112 ページの 「管理サーバーからの SPI for SAP ソ フ ト ウ ェ アの削除」

管理ノードからの SAP 管理機能の削除

SAP の管理機能を  HPO 管理対象 ノード から割 り 当て解除するには、 以下の手順
を行います。

1 SPI for SAP パフ ォーマン ス  モニ タ を イ ン ス ト ールし たそれぞれの管理対象

ノ ード で、 80 ページの 「SPI for SAP パフ ォーマン ス  パッ ケージのアン イ ン

ス ト ール」 で説明する アン イ ン ス ト ール方法を実行し ます。

2 SPI for SAP のポ リ シーを、 SAP R/3 および ITS 管理対象 ノード から削除し ま

す。

a HPO のコ ン ソールで次のポ リ シー グループを探し、 展開し ます。
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[ポリシー管理 > ポリシー グループ > SPI for SAP]

b SPI for SAP ポ リ シー グループを選択し て右ク リ ッ ク し、 プルダウ ン  メ
ニューから次のオプシ ョ ンを使用し てポ リ シーを削除し ます。

[すべてのタスク > アンインストールする対象ノード ...] 

c 表示される  [ ポ リ シーをアン イ ン ス ト ールする対象 ノード ...] ウ ィ ン ド ウで、
図 26 に示すよ う に SPI for SAP のポ リ シーを削除する管理 ノード を選択し、
[OK] を ク リ ッ ク し ます。

図 26 SPI for SAP のポリシーのアンインス トール

d ポ ッ プア ッ プ メ ニューから次のオプシ ョ ンを実行し、 コ ン ソール ツ リ ーで管
理 ノード を選択し て右ク リ ッ クする こ と で、 SAP R/3 管理対象 ノード から ポ
リ シーが実際に削除されているかど う かを確認し ます。

[表示 > ポリシー インベント リ ]

管理サーバーからの SPI for SAP ソフ トウェアの削除

HPO 管理サーバーから  SPI for SAP ソ フ ト ウ ェ アを削除するには、 以下の手順を行い
ます。

1 次の手順で HPO 管理サーバーから  SPI for SAP ソ フ ト ウ ェ アを削除し ます。

a Windows の [ コ ン ト ロール パネル ] で、 [ プロ グ ラ ムの追加と削除 ] ツールを
使用し て削除プロセス を開始し、 イ ン ス ト ールされたプロ グ ラ ムの リ ス ト か
ら  HP Operations Smart Plug-ins を選択し て [ 変更 ] を ク リ ッ ク し ます。

b 表示される  [HP Operations Smart Plug-ins InstallShield ウ ィ ザード ] で [ 次へ ] を
ク リ ッ ク し、 表示される指示を読みます。

c も う 一度 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し て、 HP Operations プロ グ ラ ムのイ ン ス ト ール
や削除に使用する  [ プロ グ ラ ムの保守 ] ダ イ ア ロ グを開き ます。

d [ 製品の削除 ] オプシ ョ ンをチェ ッ ク し、 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し て、 削除する
製品の選択を促すダ イ ア ロ グを開き ます。

2 [ 削除する製品の選択 ] の画面内の製品の一覧で [SAP SPI] を選択し、 [ 次へ ] を ク

リ ッ ク し て画面に表示される指示に従います。

3 製品の削除が完了し た ら、 [ 完了 ] を ク リ ッ ク し ます。

イ ン ス ト ールし た製品コ ンポーネン ト の 初のページには SPI for 
SAP が表示されません。 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し、 113 ページの 図 27  
に示すよ う に、 削除する コ ンポーネン ト の一覧を ス ク ロールし て表
示し ます。
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4 HPO コ ン ソールで、 削除に漏れた SPI for SAP GUI コ ンポーネン ト を手動で削除

し ます。 以下にその例を挙げます。

• ユーザーが追加し た ConfigFile ポ リ シーをすべて削除し ます。

• ユーザーが作成し た任意のポ リ シー グループを削除し ます。

5 HPO 管理対象 ノード上の SPI for SAP モニ タ  バイナ リ によ って占有されている ス

ペース を解放し たい場合は、 管理対象 ノード にプロ グ ラ ムを再配布し ます。

図 27 InstallShield Wizard の削除ダイアログボックス
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